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四
章

大
規
模
ペ
ス
ト
期
の
遺
言
書

目
次

﹇
解
説
と
考
察
﹈

相
続
と
贖
罪
と
し
て
の
遺
言
書
│
│
世
俗
性
と
宗
教
性
の
交
錯
│
│

は
じ
め
に

﹇
一
﹈「
世
俗
性
」
と
「
宗
教
性
」
の
二
元
的
文
書

（
一
）
遺
言
書
の
成
立

（
二
）
ア
リ
エ
ス
の
見
解
に
対
す
る
第
一
の
批
判

（
三
）
健
康
時
か
ら
書
か
れ
た
遺
言
書
、
書
き
換
え
ら
れ
た
遺
言
者
│
│
ア
リ
エ
ス
に
対
す
る
第
二
の
批
判
│
│

﹇
二
﹈
終
油
の
秘
跡
と
遺
言
書
の
結
び
つ
き
│
│
「
医
師
」
と
「
司
祭
」
と
「
公
証
人
」
の
交
錯
│
│

（
一
）
臨
終
時
に
終
油
の
秘
跡
と
遺
言
書
の
作
成
は
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
か

（
二
）
贖
罪
の
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
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﹇
三
﹈
公
証
人
の
業
務
と
ペ
ス
ト

（
一
）
公
証
人
の
業
務

（
二
）
ペ
ス
ト
の
な
か
の
公
証
人

﹇
四
﹈
遺
産
を
め
ぐ
る
臨
終
で
の
対
立
│
│
遺
族
と
聖
職
者
│
│

（
一
）「
遺
族
」
対
「
聖
職
者
」

（
二
）「
家
族
」
対
「
個
人
」
│
│
家
族
の
不
満
と
憤
り
と
旅
立
つ
者
の
救
済
志
願
│
│

﹇
五
﹈
遺
言
書
の
作
成
の
手
順
の
問
題
は
政
治
問
題
化
し
た

│
│
《
ロ
ー
マ
教
皇＝

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
司
教
》
対
《
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
コ
ム
ー
ネ
》
と
の
戦
い
│
│

（
一
）
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
司
教
区
の
司
祭
の
困
窮

（
二
）
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
司
教
に
よ
る
「
司
教
区
規
則
」
の
改
革
案
（
一
三
二
七
年
）
と
そ
の
修
正

﹇
六
﹈
ペ
ス
ト
前
の
遺
言
書
と
「
大
規
模
ペ
ス
ト
期
」
の
遺
言
書

（
一
）
リ
ー
ド
す
る
公
証
人

（
二
）
ペ
ス
ト
前
の
遺
言
書
と
「
大
規
模
ペ
ス
ト
期
」
の
遺
言
書
の
違
い

そ
の
一

│
│
生
の
不
確
か
さ
、
死
の
確
か
さ
、
神
の
裁
き
へ
の
言
及
に
つ
い
て
│
│

（
三
）
ペ
ス
ト
前
の
遺
言
書
と
「
大
規
模
ペ
ス
ト
期
」
の
遺
言
書
の
違
い

そ
の
二

│
│
「
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
」
の
こ
と
ば
の
多
さ
に
つ
い
て
│
│

史
料

大
規
模
ペ
ス
ト
期
の
遺
言
書

第
一
遺
言
書

一
三
四
八
年
、
マ
ル
コ
・
ダ
テ
ィ
ー
ニ
の
遺
言
書

第
二
遺
言
書

一
三
五
一
年
、
ア
マ
ー
タ
・
ダ
・
ク
レ
ス
ピ
ア
ー
テ
ィ
カ
（
故
フ
ラ
ン
キ
ー
ノ
・
ダ
・
ク
レ
ス
ピ
ア
ー
テ
ィ
カ
の
妻
）
の
遺
言

書

第
三
遺
言
書

一
三
五
七
年
、
ロ
ー
デ
ィ
市
民
カ
ラ
ベ
ッ
ロ
・
オ
ル
ゾ
ー
ノ
の
遺
言
書

第
四
遺
言
書

一
三
七
八
年
、
パ
ド
ヴ
ァ
の
シ
ニ
ョ
ー
レ
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ダ
・
カ
ッ
ラ
ー
ラ
の
妻
フ
ィ
ー
ナ
・
ダ
・
カ
ッ
ラ
ー
ラ
の
遺

イ
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言
書

第
五
遺
言
書

一
三
八
八
年
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
タ
ラ
ス
コ
ー
ノ
の
遺
言
書

第
六
遺
言
書

一
四
〇
〇
年
、
ロ
ー
デ
ィ
市
民
ジ
ャ
コ
モ
・
ダ
・
ラ
ヴ
ァ
ー
ニ
ャ
の
妻
、
ク
レ
ッ
シ
ー
ノ
・
ブ
ラ
ー
コ
の
娘
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ナ
・

ダ
・
ラ
ヴ
ァ
ー
ニ
ャ
の
遺
言
書

比
較
参
考
史
料

一
三
世
紀
に
書
か
れ
た
遺
言
書

第
七
遺
言
書

一
二
二
九
年
、
ロ
ー
デ
ィ
市
民
ブ
レ
ゴ
ン
デ
ィ
オ
・
デ
ナ
ー
リ
の
遺
言
書

第
八
遺
言
書

一
二
三
六
年
、
ロ
ー
デ
ィ
市
民
ブ
レ
ゴ
ン
デ
ィ
オ
・
デ
ナ
ー
リ
の
遺
言
書

第
九
遺
言
書

一
二
四
八
年
、
ロ
ー
デ
ィ
市
の
公
証
人
ジ
ャ
コ
モ
・
モ
レ
ー
ナ
の
遺
言
書

第
一
〇
遺
言
書

一
二
五
二
年
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
市
民
オ
ベ
ル
ト
・
ロ
メ
ッ
リ
ー
ノ
の
遺
言
書

第
一
一
遺
言
書

一
二
六
三
年
、
ロ
ー
デ
ィ
の
公
証
人
故
ジ
ャ
コ
モ
・
モ
レ
ー
ナ
の
妻
ベ
ッ
ラ
カ
ー
ラ
・
モ
レ
ー
ナ
の
遺
言
書

一
四
世
紀
前
半
に
書
か
れ
た
遺
言
書

第
一
二
遺
言
書

一
三
三
五
年
、
ロ
ー
デ
ィ
市
民
ス
テ
ー
フ
ァ
ノ
・
ヴ
ォ
ル
ト
リ
ー
ノ
の
遺
言
書

﹇
解
説
と
考
察
﹈

相
続
と
贖
罪
と
し
て
の
遺
言
書
│
│
世
俗
性
と
宗
教
性
の
交
錯
│
│

は

じ

め

に

ペ
ス
ト
（
黒
死
病
）
は
人
び
と
の
心
性
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
個
人
が
書
い
た
遺
言
書
に
ど
う
現
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
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う
か
、
あ
る
い
は
現
れ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
章
は
、「
疫
病
よ
り
前
の
時
代
に
書
か
れ
た
遺
言
書
」

と
「
疫
病
以
降
に
書
か
れ
た
遺
言
書
」
と
を
紹
介
、
比
較

し
、
遺
言
書
に
刻
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
心
性
の
変

化
に
対
し
て
、
関
心
を
向
け
る
素
材
と
し
た
い
。
後
者
の

「
疫
病
以
後
」
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
ペ
ス
ト
が
次
々

と
最
も
激
し
く
猛
威
を
振
る
っ
た
最
初
の
半
世
紀
間
の
遺

言
書
、
す
な
わ
ち
、「
大
規
模
ペ
ス
ト
期
に
書
か
れ
た
遺

言
書
」
を
扱
う
。

私
が
ミ
ラ
ノ
大
学
の
ル
イ
ー
ザ
・
キ
ア
ッ
パ
・
マ
ウ
ー

リ
（L

uisa
C

hiappa
M

auri

）
教
授
か
ら
入
手
し
、
翻
訳

し
た
遺
言
書
（
ラ
テ
ン
語
、
未
刊
行
史
料
）
は
、
北
イ
タ

リ
ア
の
ロ
ー
デ
ィ
司
教
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ

る
（
九
通
）⑴
。
本
章
で
は
ほ
と
ん
ど
ロ
ー
デ
ィ
の
遺
言

書
を
扱
っ
た
が
（
例
外
は
、
プ
ラ
ー
ト
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
、

マ
ン
ト
ヴ
ァ
各
一
通
）、
こ
れ
は
、
同
じ
地
域
に
限
定
し

て
、
異
な
る
二
つ
の
時
期
に
よ
る
遺
言
書
の
違
い
を
見
た
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方
が
客
観
的
で
あ
ろ
う
と
い
う
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
北
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ー
ア
地
方
は
、「
遺
言
書
の
宝
庫
」（
マ
ウ
ー

リ
）
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
⑵
、
他
の
い
く
つ
も
の
都
市
に
つ
い
て
も
、
異
な
る
二
つ
の
時
期
に
よ
る
遺
言
書
の
違
い
を
見
て
い

く
研
究
の
展
開
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
本
章
で
は
、
第
一
通
か
ら
第
六
通
（
年
代
順
）
ま
で
が
「
大
規
模
ペ
ス
ト
期
」
の
遺
言
書
、
第
七
遺

言
書
か
ら
第
一
一
遺
言
書
（
年
代
順
）
ま
で
が
、《
比
較
参
考
資
料
》
と
し
て
「
一
三
世
紀
に
書
か
れ
た
遺
言
書
」
と
「
一
四
世
紀
前
半

に
書
か
れ
た
遺
言
書
」
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
扱
う
数
が
極
め
て
少
な
い
。
そ
れ
で
も
原
稿
枚
数
で
言
え
ば
、
一
二
〇
枚
程
度
に
な

る
。
数
が
少
な
い
分
、
綿
密
な
分
析
が
可
能
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
試
み
た
い
。

な
お
、
こ
こ
で
一
次
史
料
と
し
て
遺
言
書
の
全
文
の
翻
訳
を
紹
介
す
る
の
は
、
遺
言
書
が
お
よ
そ
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
日
本

で
も
一
般
に
わ
か
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
こ
と
（
そ
れ
は
日
本
で
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
）、
さ
ら
に
、
よ
く
あ
る
よ
う
に
、
遺
言

書
に
つ
い
て
、
表
や
グ
ラ
フ
や
数
値
な
ど
、
得
ら
れ
た
研
究
の
結
果
の
み
を
示
す
だ
け
で
は
な
く
（
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
価
値
が
あ
る
。
コ

ー
ン
は
中
部
イ
タ
リ
ア
の
三
三
八
九
通
も
の
遺
言
書
を
解
析
し
た
⑶
）、
そ
れ
を
素
材
と
し
て
、
文
学
・
文
献
学
的
に
、
他
の
研
究
者
に

よ
っ
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
で
も
西
欧
中
近
世
の
遺
言
書
の
研
究
は
、
都
市
史
的
な
観
点
な
ど
か

ら
展
開
さ
れ
て
い
る
⑷
。
た
だ
、
西
欧
の
遺
言
書
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
研
究
は
、
日
本
で
は
ま
だ
少
な
く
、
ペ
ス
ト
そ
の
も
の
へ
の
関

心
に
向
か
う
前
に
、
ま
ず
基
本
的
な
事
柄
や
背
景
に
つ
い
て
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
遺
言
書
は
、
そ
の
時
代
の
家
族
構

成
を
知
る
貴
重
な
史
料
に
も
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

「
大
規
模
ペ
ス
ト
期
」
に
つ
い
て

「
大
規
模
ペ
ス
ト
期
」
と
は
、
私
の
分
類
で
あ
り
、
一
四
世
紀
半
ば
か
ら
発
生
し
た
死
亡
率
の
非
常
に
高
い
一
連
の
ペ
ス
ト
期
を
指
す
。
黒
海
沿
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岸
か
ら
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
人
が
持
ち
込
ん
で
、
人
口
の
約
二
分
の
一
を
奪
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
一
三
四
八
年
の
ペ
ス
ト
」
を
始
め
と
し
て
、
次
に
、
各

地
で
非
常
に
多
く
の
子
ど
も
の
命
を
奪
っ
た
と
い
う
二
度
目
の
「
一
三
六
三
年
頃
の
ペ
ス
ト
」
│
│
「
子
ど
も
の
疫
病
」
と
い
わ
れ
、
次
世
代
の
人

口
回
復
を
困
難
に
し
た
│
│
な
ど
、
約
一
〇
年
毎
に
発
生
し
、
全
部
で
五
回
に
及
ぶ
。
こ
の
「
大
規
模
ペ
ス
ト
期
」
の
黒
死
病
が
人
び
と
に
最
悪
の

事
態
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
当
時
の
人
び
と
に
全
く
免
疫
が
な
か
っ
た
こ
と
、
凶
作
・
飢
饉
の
時
期
と
重
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
戦
乱
・
内
乱
・

不
況
が
重
な
っ
た
こ
と
、
無
策
（
対
処
の
な
さ
）、
生
物
学
的
、
生
態
学
的
な
諸
条
件
（
ノ
ミ
、
ネ
ズ
ミ
）
な
ど
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
一

四
世
紀
に
特
徴
的
な
も
の
が
多
い
。
発
生
し
た
年
号
を
、
史
料
に
恵
ま
れ
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
中
心
に
言
う
と
、「
一
三
四
八
年
」、「
一
三
六
三

年
」、「
一
三
七
三
年
」、「
一
三
八
三
年
」、「
一
四
〇
〇
年
」
の
計
五
回
で
あ
る
。
厳
密
に
は
、
ひ
と
つ
の
ペ
ス
ト
は
複
数
年
に
及
ぶ
の
で
、
こ
の
年

号
は
便
宜
的
な
も
の
で
あ
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
第
二
一
章
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
聖
堂
の
『
死
者
台
帳
』
よ
り
」
の
「
表
５

５６

年
間
の
夏
と
冬
の
死
亡
率
」
を
参
照
）。
も
と
も
と
、「
疫
病
」（
一
般
の
流
行
病
全
般
を
指
す
）（
伊
語pestilenza

）
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
一
三

四
〇
年
か
ら
発
生
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
本
史
料
集
で
扱
う
特
定
の
病
気
「
ペ
ス
ト
」（「
腺
の
ペ
ス
ト
」peste

bubbonica

）
で
は
な
か
っ
た
の
で
、

「
大
規
模
ペ
ス
ト
期
」
の
期
間
か
ら
は
ず
す
。
ま
た
、
そ
の
一
三
四
〇
年
の
数
十
年
間
前
か
ら
、
地
球
が
寒
冷
期
に
入
っ
た
こ
と
で
類
似
し
た
苦
難

（
飢
饉
の
多
発
）
が
始
ま
っ
て
い
た
の
で
、
後
述
す
る
が
（
本
章
﹇
Ⅵ
﹈
の
（
三
）
の
「
付
記
（
二
）」）、
一
四
世
紀
の
前
半
の
時
代
に
つ
い
て
も

「
疫
病
よ
り
前
の
時
代
」
か
ら
は
ず
し
て
い
る
（
本
章
の
第
一
二
遺
言
書
だ
け
が
こ
の
曖
昧
な
時
期
の
遺
言
書
で
あ
る
）。

ま
ず
、
次
に
、
遺
言
書
が
西
欧
の
中
世
後
期
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
普
及
し
た
か
を
扱
い
、
そ
れ
か
ら
、
遺
言
者
が
遺
言

書
を
作
成
す
る
一
般
的
な
場
面
、
さ
ら
に
、
そ
れ
が
重
大
な
「
政
治
問
題
」
に
さ
え
な
っ
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
一
四
世
紀
初
頭
の
事
例
に

触
れ
る
。
そ
れ
か
ら
、
最
後
に
、
考
察
と
し
て
、
一
三
世
紀
に
書
か
れ
た
遺
言
書
と
「
大
規
模
ペ
ス
ト
期
」
の
遺
言
書
の
違
い
を
若
干
示

唆
し
て
み
た
い
。

イ
タ
リ
ア
の
黒
死
病
関
係
史
料
集
（
一
〇
）
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﹇
一
﹈「
世
俗
性
」
と
「
宗
教
性
」
の
二
元
的
文
書

（
一
）
遺
言
書
の
成
立

西
欧
中
世
後
期
に
な
っ
て
遺
言
書
は
幅
広
い
層
の
人
び
と
に
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
時
代
を
背
景
に
し
て
聖
俗
両

面
の
要
素
を
備
え
て
い
た
│
│

す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
後
期
は
、
長
距
離
の
交
易
が
復
活
し
、
必
要
と
さ
れ
る
売
買
契
約
の
ゆ
え
に
、
ロ
ー
マ
法
の
支
配
が

復
活
し
、
個
人
の
法
意
識
が
普
及
し
た
。
大
学
の
法
学
部
の
設
立
も
そ
う
し
た
世
俗
の
法
的
社
会
の
反
映
で
あ
り
、
世
俗
社
会
の
高
い
必

要
性
か
ら
う
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
法
的
な
世
俗
社
会
の
前
線
に
立
っ
た
の
が
、
都
市
で
活
躍
し
た
公
証
人
で
あ
っ

た
。
中
世
後
期
・
ル
ネ
サ
ン
ス
期
は
公
証
人
文
化
の
時
代
で
あ
っ
た
。
公
証
人
は
、
貨
幣
経
済
の
高
ま
り
の
な
か
で
遠
隔
商
業
や
小
作
雇

用
契
約
や
土
地
の
売
買
・
賃
貸
借
の
仲
介
役
、
さ
ら
に
は
都
市
国
家
の
政
務
の
議
事
録
・
公
文
書
の
書
記
と
し
て
、
法
社
会
の
中
核
を
担

っ
た
（
彼
ら
の
活
躍
の
お
か
げ
で
法
契
約
の
様
式
は
、
広
く
西
欧
に
お
い
て
統
一
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
た
）。
各
都
市
で
従
事
し
た
公
証

人
の
数
は
非
常
に
多
く
（
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
領
の
一
五
世
紀
初
頭
（
一
四
二
七
年
）
で
公
証
人
が
少
な
く
と
も
「
三
〇
七
人
」
い
た
の
に
対

し
て
、
二
〇
〇
〇
年
の
日
本
の
場
合
、
全
国
で
わ
ず
か
「
五
四
三
人
」
い
る
に
す
ぎ
な
い
）、
現
代
日
本
な
ど
そ
の
比
で
は
な
い
⑸
。
こ

う
し
て
中
世
後
期
の
世
俗
的
な
「
市
民
社
会
」
を
支
え
た
も
の
は
、
法
と
契
約
意
識
で
あ
っ
た
。
都
市
を
中
心
に
お
こ
な
わ
れ
た
世
俗
的

な
富
の
追
求
は
、
あ
く
ま
で
法
的
根
拠
を
得
る
こ
と
で
、
正
当
化
さ
れ
、
文
字
ど
お
り
合
法
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
時
代
は
、
世
俗
性
の
高
い
要
素
を
備
え
る
と
と
も
に
、
同
時
に
、
宗
教
的
に
は
、
上
か
ら
は
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
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改
革
か
ら
始
ま
り
、
下
か
ら
は
一
二
世
紀
の
福
音
主
義
の
運
動
、
一
三
世
紀
の
托
鉢
修
道
会
の
広
汎
な
信
仰
の
運
動
に
よ
っ
て
高
ま
っ
た

宗
教
的
要
素
の
高
い
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
に
お
い
て
こ
そ
、
相
対
的
に
見
て
、
そ
れ
ま
で
に
な
く
「
キ
リ
ス
ト
教
」
が
広
く
か
つ

深
く
浸
透
し
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
て
、
こ
こ
に
「
市
民
社
会
」
と
「
キ
リ
ス
ト
教
」
と
は
ま
さ
に
重
ね
合
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
清

貧
」
一
辺
倒
で
あ
っ
た
価
値
観
に
「
富
」
の
価
値
観
が
重
ね
合
わ
さ
れ
る
。
こ
こ
に
両
者
が
ほ
と
ん
ど
対
等
な
関
係
と
し
て
二
重
の
要
素

を
も
つ
時
代
が
現
出
さ
れ
た
。
│
│
こ
の
中
世
後
期
の
聖
俗
両
面
の
際
だ
っ
た
性
格
を
そ
の
ま
ま
象
徴
す
る
も
の
が
、
ま
さ
に
遺
言
書
で

あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
遺
言
書
は
、
遺
言
者
が
家
族
な
ど
に
対
し
て
、
世
俗
的
遺
産
を
厳
密
に
法
的
に
分
配
す
る
と
い
う
「
世
俗
的
な
意
味
」
を

も
つ
と
と
も
に
、「
宗
教
的
な
意
味
」
も
も
っ
て
い
た
│
│
す
な
わ
ち
、
来
世
に
旅
立
つ
者
が
、
遺
言
書
に
よ
っ
て
、
生
涯
に
犯
し
た
罪

の
見
返
り
に
慈
善
の
つ
と
め
を
果
た
し
、
そ
こ
か
ら
恩
恵
を
受
け
る
「
宗
教
的
な
意
味
」
も
帯
び
て
い
て
い
た
。
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
、

こ
の
遺
言
書
の
二
重
の
性
格
は
、
お
そ
ら
く
一
八
世
紀
ま
で
続
く
、
中
近
世
に
一
貫
し
て
認
め
ら
れ
る
性
格
で
あ
っ
た
。
本
章
で
紹
介
す

る
一
二
通
の
遺
言
書
を
見
れ
ば
す
ぐ
わ
か
る
よ
う
に
、
ど
の
遺
言
書
に
お
い
て
も
、
宗
教
的
な
要
素
は
極
め
て
濃
厚
で
あ
る
。

大
き
な
傾
向
と
し
て
、
こ
の
遺
言
書
の
作
成
が
、
中
世
で
書
き
始
め
ら
れ
た
の
は
、
例
外
は
あ
る
が
、
お
よ
そ
一
二
世
紀
後
半
か
ら
で

あ
っ
た
⑹
。
キ
リ
ス
ト
教
社
会
の
観
点
か
ら
見
て
、
こ
の
時
代
は
転
換
点
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
代
こ
そ
、
キ
リ
ス
ト
教
的
救

済
シ
ス
テ
ム
（
秘
跡
、
煉
獄
、
聖
母
崇
拝
、
と
り
な
し
）
が
広
く
定
着
し
始
め
た
時
期
で
あ
り
、
こ
の
時
期
か
ら
、
よ
う
や
く
信
仰
が
個

人
の
問
題
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
に
な
く
強
く
自
覚
さ
れ
、
一
人
一
人
の
個
人
の
宗
教
性
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
王
や
君
主
な
ど
の
死
者
（
個
人
）
の
横
臥
像
の
墓
が
現
れ
、
秘
跡
と
し
て
の
告
解
が
個
人
の
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
個
人
の
財

産
の
尊
重
の
意
識
と
共
に
、
こ
の
時
代
の
信
仰
の
「
個
人
化
」
と
い
う
意
識
の
も
と
に
、
ロ
ー
マ
法
的
な
形
式
と
し
て
の
個
人
の
遺
言
書
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が
登
場
す
る
の
で
あ
る
⑺
。

（
二
）
ア
リ
エ
ス
の
見
解
に
対
す
る
第
一
の
批
判

研
究
史
か
ら
見
る
と
、
遺
言
書
に
注
目
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
史
の
研
究
者
で
あ
る
。
特
に
遺
言
書
の
成
立
に
つ
い
て
、
心
性
史

的
に
論
じ
た
の
が
フ
ラ
ン
ス
の
研
究
者
Ｆ
・
ア
リ
エ
ス
で
あ
る
。
ア
リ
エ
ス
に
よ
る
と
、
遺
言
書
は
、
一
二
世
紀
に
な
っ
て
、
臨
終
の
際

の
最
後
の
秘
跡
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
、
義
務
的
な
も
の
と
し
て
定
着
し
た
と
い
う
。
義
務
的
な
も
の
と
し
て
課
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
遺
言

書
を
作
成
し
な
い
で
死
ん
だ
者
は
、
教
会
の
墓
地
に
埋
葬
す
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
彼
ら
の
霊
魂
は
、
自
殺
者
の
そ

れ
と
同
様
に
、
行
き
場
を
失
い
、
地
獄
行
き
と
な
る
の
で
あ
る
。
ア
リ
エ
ス
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
⑻
│
│

遺
言
書
は
古
代
ロ
ー
マ
期
に
あ
っ
て
は
、
単
な
る
遺
産
相
続
を
定
め
る
た
め
の
私
法
上
の
法
的
行
為
│
│
そ
れ
は
一
八
世
紀
末
に
そ
う
し
た
も
の

に
な
る
│
│
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
遺
言
書
が
一
二
世
紀
に
慣
習
の
中
に
再
登
場
し
た
時
に
は
、
遺
言
書
は
そ
う
し
た
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
ま
ず
教
会
が
ど
ん
な
貧
者
に
も
課
し
て
く
る
宗
教
的
行
為
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
洗
礼
と
同
様
の
一
種
の
秘
跡
と
み
な
さ
れ
、
教
会
は
そ
の
使

用
を
課
し
、
義
務
づ
け
、
も
し
違
反
す
れ
ば
破
門
す
る
と
言
っ
た
。
遺
言
書
を
書
か
ず
に
死
ん
だ
者
は
、
原
則
と
し
て
教
会
に
も
墓
地
に
も
埋
葬
さ

れ
な
か
っ
た
。
遺
言
書
の
作
成
者
と
保
管
者
は
公
証
人
と
主
任
司
祭
だ
っ
た
。

ア
リ
エ
ス
は
、
こ
の
よ
う
に
一
二
世
紀
以
降
、
遺
言
書
の
作
成
が
広
く
「
義
務
」
づ
け
ら
れ
、「
違
反
す
れ
ば
破
門
」
さ
れ
て
、
埋
葬

を
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
は
若
干
疑
問
が
あ
る
。
そ
の
性
質
上
、
遺
言
書
の
作
成
が
実
際
に

は
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
徹
底
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
い
つ
の
時
代
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
中
世

の
時
代
に
お
い
て
、
不
意
の
事
故
や
急
病
に
よ
っ
て
思
い
が
け
ず
命
を
失
い
、
遺
言
書
を
書
か
ず
に
死
ぬ
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
は
ず
だ
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か
ら
で
あ
る
（
ま
た
、
最
底
辺
の
貧
民
に
は
、
遺
産
ど
こ
ろ
か
、
遺
言
書
の
作
成
料
を
支
払
う
金
す
ら
も
た
な
い
者
も
多
く
い
た
は
ず
で

あ
る
）。

イ
タ
リ
ア
の
シ
エ
ナ
の
中
近
世
の
遺
言
書
を
研
究
し
た
Ｓ
・
コ
ー
ン
は
、
シ
エ
ナ
で
は
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
者
が
遺
言
書
を
書
い
た
と

述
べ
て
い
る
⑼
。
我
々
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
高
い
作
成
率
に
驚
か
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
、
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
者
は
遺
言
書

を
書
け
ず
に
死
去
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
健
康
時
か
ら
書
か
れ
た
遺
言
書
、
書
き
換
え
ら
れ
た
遺
言
者
│
│
ア
リ
エ
ス
に
対
す
る
第
二
の
批
判
│
│

ア
リ
エ
ス
の
見
解
に
対
す
る
第
二
の
批
判
は
、
遺
言
書
の
作
成
が
、
強
制
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
方
に
つ
い
て
で
あ
る
。
当

初
、
部
分
的
に
そ
う
い
う
部
分
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
む
し
ろ
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
一
種
の
権
利
の
よ
う
な
も
の
で
あ

り
、
み
ず
か
ら
進
ん
で
書
い
た
自
主
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
│
│
遺
言
書
の
作
成
こ
そ
は
、
基
本
的
に
、
進
ん
で
お
こ
な
う

自
主
的
な
要
素
の
強
い
行
為
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

遺
言
書
の
作
成
は
、
こ
の
世
を
去
る
旅
立
ち
の
者
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
人
生
の
最
後
の
段
階
に
お
い
て
出
来
る
だ

け
お
こ
な
う
べ
き
事
柄
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
当
時
、
遺
言
書
作
成
の
有
用
性
は
、
一
般
的
に
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
り
、
急
死
に
よ
っ
て
遺
言
書
が
書
け
ず
に
死
ぬ
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
健
康
な
時
に
書
い
て
お
く
方
が
い
い
と
さ
え
考
え
ら
れ

て
い
た
。
実
際
、
そ
う
思
っ
て
自
主
的
に
健
康
な
時
に
書
く
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
当
時
、
商
人
な
ど
は
、
長
距
離
の
交
易
の
た
め
に

旅
行
を
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
頃
、
街
道
は
警
察
権
力
や
司
法
権
力
の
及
ば
ぬ
事
実
上
無
法
状
態
だ
っ
た
か
ら
、
非
常
に
危
険
が
伴
う

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
旅
行
前
に
、
万
一
に
備
え
て
旅
人
は
遺
言
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
⑽
。
遺
言
書
が
一
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方
的
な
義
務
で
あ
っ
た
と
い
う
ア
リ
エ
ス
の
認
識
で
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
説
明
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

実
際
、
研
究
者
マ
リ
ア
・
Ｒ
・
ロ
ケ
ッ
タ
の
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ー
ア
地
方
の
遺
言
書
の
調
査
に
よ
る
と
、
一
四
世
紀
半
ば
、
す
な
わ
ち
、

一
三
四
四
〜
六
一
年
に
公
証
人
と
し
て
活
動
を
し
た
オ
ベ
ル
ト
・
デ
ル
・
ボ
ル
ゴ
（O

berto
del

B
orgo

）
が
扱
っ
た
八
八
人
の
遺
言
者

の
う
ち
、
そ
の
八
割
の
遺
言
者
は
、
作
成
か
ら
数
日
以
内
に
死
亡
し
た
と
い
う
⑾
。
こ
れ
は
、
逆
に
見
る
と
、
残
り
の
二
割
の
な
か
に

は
、
遺
言
書
を
作
成
せ
ず
に
死
ん
だ
者
と
共
に
、
す
で
に
健
康
時
に
遺
言
書
を
作
成
し
て
い
た
者
が
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
中
近
世
の
シ
エ
ナ
の
膨
大
な
量
の
遺
言
書
を
研
究
し
た
研
究
者
コ
ー
ン
は
、
健
康
時
の
遺
言
書
の
作
成
が
ペ
ス
ト
前
に
は
二
〇
パ
ー

セ
ン
ト
程
度
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ペ
ス
ト
期
に
入
り
、
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
昇
し
、
さ
ら
に
は
、
一
五
〇
〇
年
以
降
は
四
四
パ
ー

セ
ン
ト
に
ま
で
高
ま
っ
た
と
述
べ
て
い
る
⑿
。

事
実
、
本
章
の
第
一
遺
言
書
か
ら
最
後
の
第
一
二
遺
言
書
ま
で
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
一
二
通
の
遺
言
書
の
な
か
で
「
先
に
作
成
し
た

遺
言
書
を
無
効
と
す
る
」
と
い
う
内
容
の
条
項
に
し
ば
し
ば
出
会
う
（
こ
の
一
二
通
の
遺
言
書
の
抽
出
に
作
為
性
は
な
い
）。
全
一
二
遺

言
書
中
、
八
通
が
こ
の
条
項
を
記
載
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
条
項
を
含
む
遺
言
書
は
、
第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
四
、
第
五
、
第

六
、
第
七
、
第
九
の
遺
言
書
で
あ
り
、
全
体
の
第
六
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、「
大
規
模
ペ
ス
ト
期
」（
一
三
四
八
年

か
ら
一
四
〇
〇
年
ま
で
の
ペ
ス
ト
）
に
作
成
さ
れ
た
六
つ
の
遺
言
書
す
べ
て
が
こ
の
こ
と
ば
を
含
ん
で
い
る
。
ペ
ス
ト
に
よ
る
急
死
を
覚

悟
し
て
事
前
に
作
成
し
て
い
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
断
定
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
条
項
の
記
載
が
あ
る
か
ら

と
い
っ
て
、
そ
れ
が
す
べ
て
過
去
に
遺
言
書
を
作
成
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
公
証
人
が
用
心
深
さ
か
ら
、

複
数
の
遺
言
書
が
存
在
す
る
混
乱
を
回
避
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
ほ
と
ん
ど
決
り
文
句
的
な
挿
入
だ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
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し
か
し
、
そ
れ
で
い
て
お
そ
ら
く
そ
の
か
な
り
の
も
の
が
、
本
当
に
過
去
に
遺
言
書
を
作
成
し
て
い
た
場
合
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
一

二
二
九
年
に
書
か
れ
た
ロ
ー
デ
ィ
市
民
ブ
レ
ゴ
ン
デ
ィ
オ
・
デ
ナ
ー
リ
（
デ
ナ
ー
リ
オ
）（B

regondio
D

enari

）
の
遺
言
書
（
第
七
遺
言

書
）
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
る
│
│
「
遺
言
者
は
、
以
前
に
作
成
し
た
他
の
遺
言
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
無
効
と
す
る
」。
こ
れ
は
、

公
証
人
が
、
同
一
の
遺
言
者
が
書
い
た
複
数
の
遺
言
書
が
も
た
ら
す
混
乱
・
い
ざ
こ
ざ
を
回
避
す
る
た
め
に
、
助
言
し
て
挿
入
さ
せ
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
書
く
必
要
が
あ
る
ほ
ど
ま
で
に
遺
言
書
は
臨
終
に
先
立
っ
て
書
か
れ
得
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の

よ
う
に
述
べ
た
ブ
レ
グ
ン
デ
ィ
オ
・
デ
ナ
ー
リ
は
、
七
年
後
の
一
二
三
六
年
に
な
っ
て
さ
ら
に
遺
言
書
を
書
き
換
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
成
長
し
た
息
子
、
あ
る
い
は
愛
情
を
い
っ
そ
う
深
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
息
子
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
遺
贈
の
増
額
が
決
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
遺
言
者
が
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
、
遺
言
書
を
比
較
的
気
軽
に
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
に
は
遺
言
書
の
作
成
（
更
新
）
が
か
な
り
自
主
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
教
会
か
ら

強
制
さ
れ
た
義
務
と
い
う
観
点
か
ら
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
。

﹇
二
﹈
終
油
の
秘
跡
と
遺
言
書
の
結
び
つ
き

│
│
「
医
師
」
と
「
司
祭
」
と
「
公
証
人
」
の
交
錯
│
│

（
一
）
臨
終
時
に
終
油
の
秘
跡
と
遺
言
書
の
作
成
は
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
か

一
二
世
紀
か
一
三
世
紀
の
頃
か
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
救
済
シ
ス
テ
ム
が
定
着
・
確
立
す
る
に
つ
れ
て
、
遺
言
書
を
通
じ
て
お
こ
な
う
宗

教
的
行
為
は
、
遺
言
書
の
重
要
な
部
分
と
な
っ
た
。
臨
終
時
に
お
い
て
、
遺
言
書
は
終
油
の
秘
跡
と
緊
密
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
、
い
わ
ば
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ひ
と
つ
の
セ
ッ
ト
と
な
り
、
救
済
の
確
信
の
強
力
な
方
向
づ
け
と
な
っ
た
。
こ
の
両
者
は
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か

│
│人

が
重
病
に
瀕
し
た
場
合
、
ふ
つ
う
、
家
に
は
ま
ず
医
師
が
呼
ば
れ
た
。
し
か
し
、
危
篤
状
態
の
場
合
、
医
師
を
抜
き
に
し
て
す
ぐ
に

司
祭
を
呼
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
。
医
師
が
呼
ば
れ
た
場
合
で
も
、
中
近
世
の
場
合
、
こ
の
医
師
は
、
危
機
的
な
時
点
で
は
、
病
人
の
治
癒

や
回
復
の
た
め
の
治
療
行
為
の
努
力
を
お
こ
な
う
と
い
う
よ
り
は
、《
死
が
す
ぐ
に
迫
っ
て
い
る
か
否
か
》
の
判
断
を
委
ね
ら
れ
る
存
在

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
医
師
が
「
死
が
間
近
で
あ
る
」
と
判
断
し
た
場
合
、
責
任
は
「
肉
体
の
治
癒
者
」
か
ら
「
霊
魂
の
治
癒
者
」
に
委
ね

ら
れ
る
。
司
祭
が
呼
び
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
死
を
前
に
し
た
一
連
の
事
柄
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
│
│

司
祭
は
病
人
の
家
に
来
る
と
、
ま
ず
家
族
と
病
人
に
対
し
て
慰
め
の
こ
と
ば
を
か
け
る
。
こ
れ
は
、
事
情
が
許
せ
ば
、
数
時
間
に
及
ぶ

こ
と
も
あ
る
（
時
に
司
祭
は
何
日
も
通
っ
て
、
病
人
と
数
日
に
わ
た
っ
て
生
涯
の
罪
を
語
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
⒀
）。
ふ
つ
う
司
祭

は
最
初
、
遺
言
書
の
作
成
が
で
き
て
い
る
か
を
尋
ね
る
。
ま
だ
な
ら
、
す
ぐ
に
そ
の
手
配
を
取
ら
せ
る
。
そ
し
て
司
祭
は
、
家
族
を
病
人

の
部
屋
か
ら
離
し
て
、
告
解
聴
聞
師
と
し
て
、
告
解
の
秘
跡
を
お
こ
な
う
（
今
日
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
式
服
の
一
部
と
し
て
紫
色
の
帯

を
自
分
の
首
か
ら
肩
に
か
け
た
か
も
し
れ
な
い
│
│
こ
れ
で
聖
霊
が
天
か
ら
降
り
注
い
で
き
て
、
司
祭
は
「
神
の
代
理
人
」
と
し
て
機
能

す
る
）。
司
祭
は
、
家
族
に
聞
こ
え
な
い
よ
う
に
（
一
方
、
家
族
は
遺
産
へ
の
関
心
か
ら
近
く
で
聞
き
耳
を
立
て
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
）、
耳
元
で
さ
さ
や
く
よ
う
に
、
重
病
人
に
こ
の
世
で
犯
し
た
罪
の
是
非
を
問
う
（「
姦
淫
の
罪
を
犯
さ
な
か
っ
た
か
」「
貪
欲
の
罪
は

・
・
・
」
な
ど
、
七
つ
の
大
罪
が
主
で
あ
る
）。
重
病
人
は
、
こ
こ
で
そ
の
罪
の
数
々
を
告
白
す
る
。
司
祭
は
神
の
代
理
人
で
あ
り
、
神

は
事
の
す
べ
て
を
知
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ふ
つ
う
嘘
は
つ
き
に
く
い
。
し
か
し
病
苦
が
何
ら
か
の
作
用
を
来
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
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（
二
）
贖
罪
の
最
後
の
チ
ャ
ン
ス

こ
う
し
て
、
告
白
（
懺
悔
）
の
後
に
、
遺
言
書
の
作
成
に
向
け
て
、
こ
の
世
で
犯
し
た
罪
の
最
後
の
贖
罪
、
つ
ま
り
遺
言
書
を
通
じ
た

喜
捨
・
慈
善
の
約
束
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
死
ね
ば
も
う
罪
を
犯
し
得
ず
、
贖
罪
は
も
は
や
不
要
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
名
実
共
に
《
最
後

の
贖
罪
》
で
あ
る
。
中
世
後
期
か
ら
近
世
の
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
で
は
、
急
死
や
不
本
意
な
死
に
遭
遇
せ
ず
に
、
こ
の
機
会
を
無
事
に
得
た

カ
ト
リ
ッ
ク
者
は
幸
い
と
見
な
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
自
分
の
遺
産
の
う
ち
か
ら
教
会
へ
の
喜
捨
、
供
養
ミ
サ
料
（
こ
れ
は
死
者
の
煉
獄

の
苦
し
み
の
緩
和
・
短
縮
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
）、
貧
民
・
病
人
な
ど
へ
の
慈
善
の
た
め
の
お
金
の
額
が
具
体
的
に
約
束
さ
れ
る
の
で

あ
る
│
│
こ
れ
に
よ
っ
て
司
祭
か
ら
、
最
終
的
に
は
晴
れ
て
天
国
に
達
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
重
病
人
の
な
か
に
は
、
司

祭
か
ら
、
罪
相
応
の
過
酷
な
罰
が
煉
獄
で
待
っ
て
い
る
ぞ
と
脅
さ
れ
て
、
自
責
の
念
か
ら
遺
贈
の
奮
発
に
走
っ
た
者
も
い
た
か
も
し
れ
な

い
。
大
商
人
や
銀
行
家
の
場
合
、
そ
れ
ま
で
の
貪
欲
の
悪
徳
が
司
祭
か
ら
強
調
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ま
で
業
務
上
避
け
が
た
か

っ
た
「
高
利
」（
ウ
ス
ラ
）
な
ど
の
不
当
利
得
を
指
摘
さ
れ
、
遺
言
書
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
内
々
に
、
教
会
に
返
還
す
る
約
束
が
交
わ

さ
れ
た
の
で
あ
る
（
そ
の
額
は
一
軒
の
家
が
建
つ
以
上
の
高
額
な
場
合
も
あ
っ
た
）。

遺
言
書
は
「
天
国
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」（
ル
・
ゴ
ッ
フ
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
遺
言
書
の
作
成
の
「
自
主
性
」（
義
務
と
共
に
）
を
促
し

た
か
も
し
れ
な
い
。
確
か
に
、
天
国
に
達
す
る
ま
で
の
長
い
道
の
り
の
途
中
で
は
、
ご
く
普
通
の
人
間
（「
全
面
的
に
善
く
も
悪
く
も
な

い
人
間
」）
の
場
合
、
煉
獄
の
存
在
が
大
い
に
気
が
か
り
で
あ
っ
た
⒁
。
ふ
つ
う
人
は
誰
で
も
煉
獄
の
試
練
（
罪
の
浄
化
の
場
）
を
経
な

く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、「
い
つ
か
は
必
ず
天
国
に
行
け
る
」
と
い
う
明
確
な
見
込
み
が
、
こ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
に

よ
っ
て
与
え
ら
れ
、
勇
気
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
死
に
ゆ
く
者
に
は
大
き
な
慰
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
慰
め
は
、
ア
リ
エ
ス
の
言

う
「
義
務
」
の
念
か
ら
で
は
、
決
し
て
得
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
慰
め
は
、「
遺
言
書
の
作
成
」
と
セ
ッ
ト
を
な
す
も
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う
一
方
の
「
終
油
の
秘
跡
」
の
な
か
で
、
体
に
塗
ら
れ
る
「
聖
香
油
」
│
│
こ
れ
は
復
活
祭
の
朝
に
特
別
に
聖
別
さ
れ
て
採
取
さ
れ
た
オ

リ
ー
ブ
油
で
あ
っ
た
│
│
と
と
も
に
、
遺
贈
（
贖
罪
）
の
見
返
り
と
し
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
代
（
そ
れ
以
後
も
そ
う
で
あ
る
が
）、
遺
言
書
を
書
き
、
終
油
の
秘
跡
を
無
事
受
け
る
こ
と
は
、
死
を
意
識
し
た
人
間
が
是
非

と
も
果
た
し
た
い
人
生
最
大
の
、
最
後
の
必
須
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
│
│
仮
に
家
族
の
ひ
と
り
が
、
不
幸
に
し
て
、
遥
か
遠
い
地
で

死
去
し
た
場
合
、
そ
の
知
ら
せ
を
受
け
た
身
内
の
者
は
、
死
に
際
し
て
自
分
の
家
族
が
き
ち
ん
と
《
パ
ス
ポ
ー
ト
》
を
も
っ
て
旅
に
出
る

こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か
、
こ
れ
が
、
遺
族
の
最
大
の
気
が
か
り
で
あ
っ
た
⒂
。

家
族
と
の
別
れ
を
前
に
、
聖
体
拝
領
や
塗
油
や
聖
歌
の
歌
唱
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
の
聖
体
拝
領
で
は
、
聖
別
さ
れ
た
パ
ン
（
ホ

ス
テ
ィ
ア
）、
す
な
わ
ち
「
聖
体
」
は
、
今
ま
さ
に
来
世
に
旅
立
つ
病
人
に
与
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
特
に
「
ウ
ィ
ア
テ
ィ
ク
ム
」viaticum

│
│
「
旅
の
た
め
の
食
糧
」（
文
字
ど
お
り
に
は
「
道
│
君
│
共
に
」
の
意
。
古
代
ロ
ー
マ
で
は
「
餞
別
」
の
意
）
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
を

食
べ
る
こ
と
で
臨
終
の
者
は
、
た
だ
一
人
で
死
ぬ
の
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
と
と
も
に
死
ん
で
、
そ
れ
か
ら
永
遠
の
生
に
向
け
旅
立
つ
と

理
解
さ
れ
た
⒃
。
ま
さ
に
旅
人
に
キ
リ
ス
ト
の
永
遠
の
糧
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
重
病
人
は
、
ベ
ッ
ド
に
集
ま

っ
た
家
族
や
親
族
を
前
に
し
て
、
こ
れ
ま
で
自
分
が
犯
し
た
過
ち
の
赦
し
を
皆
に
乞
い
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に
別
れ
の
こ
と
ば
│
│
感
謝
や

教
訓
│
│
を
告
げ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
モ
レ
ッ
リ
家
の
グ
ァ
ル
ベ
ル
ト
の
感
動
的
な
臨
終
が
示
す
よ
う
に
（
本
史
料
集
第
二
三
章

﹇
四
﹈）、
家
族
に
と
っ
て
生
涯
忘
れ
が
た
い
場
面
で
あ
っ
た
。
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﹇
三
﹈
公
証
人
の
業
務
と
ペ
ス
ト

（
一
）
公
証
人
の
業
務

死
を
意
識
し
た
人
が
、
遺
言
書
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
時
、
そ
の
家
に
来
て
く
れ
る
公
証
人
は
ふ
つ
う
二
人
い
た
。
遺
言
書
の
作
成
を
委

ね
ら
れ
た
主
た
る
公
証
人
の
ほ
か
に
、
も
う
ひ
と
り
、
公
正
さ
と
客
観
性
の
た
め
に
第
二
公
証
人
が
付
き
添
っ
た
。
さ
ら
に
証
人
、
す
な

わ
ち
家
族
（
直
接
の
利
害
関
係
者
）
以
外
の
者
が
五
名
程
度
出
席
を
求
め
ら
れ
る
。
彼
ら
は
急
遽
呼
び
出
さ
れ
た
知
人
や
聖
職
者
で
あ

る
。
公
証
人
は
、
ま
ず
重
病
人
の
頭
（
知
力
、
記
憶
力
）
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
か
、
法
的
能
力
を
確
か
め
る
。
こ
れ
は
ロ
ー
マ
法
の
原

則
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
法
的
能
力
が
保
証
さ
れ
る
と
、
遺
言
者
は
、
臨
終
の
ベ
ッ
ド
か
ら
口
頭
で
、
先
に
司
祭
と
約
束
し
た
宗
教
的
遺

贈
の
ほ
か
に
、
家
族
や
親
族
内
の
相
続
、
包
括
相
続
人
の
指
名
、
遺
言
執
行
人
の
指
名
を
お
こ
な
う
。
公
証
人
は
、
そ
れ
を
覚
書
き
に
記

す
。
公
証
人
は
、
経
験
上
、
後
の
法
的
な
い
さ
か
い
を
避
け
る
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
助
言
を
し
て
い
く
。
例
え
ば
、
既
成
の
遺
言
書
の

無
効
化
の
宣
言
の
ほ
か
に
、
相
続
人
に
指
名
し
た
も
の
の
、
そ
の
相
続
人
が
早
世
し
た
場
合
の
措
置
、
ま
た
、
遺
言
書
の
作
成
後
、
思
わ

ぬ
と
こ
ろ
か
ら
負
債
が
出
た
場
合
の
措
置
な
ど
で
あ
る
。
口
頭
に
よ
る
遺
産
の
伝
達
等
が
済
ん
だ
後
、
公
証
人
は
事
務
所
に
持
ち
帰
り
、

羊
皮
紙
に
丁
寧
に
克
明
に
清
書
す
る
。
こ
れ
は
か
な
り
労
力
を
要
す
る
大
変
な
作
業
な
の
で
相
当
の
時
間
や
日
数
を
要
す
る
。
そ
の
間
に

遺
言
者
が
死
亡
し
て
し
ま
う
こ
と
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
羊
皮
紙
に
書
き
込
ま
れ
た
完
成
し
た
遺
言
書
の
内
容
は
、
お
そ

ら
く
第
二
公
証
人
が
確
認
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
公
証
人
は
、
そ
れ
を
遺
言
執
行
人
に
持
参
す
る
こ
と
に
な
る
。

公
証
人
は
、
遺
言
書
に
自
分
の
署
名
を
書
く
時
に
、
そ
ば
に
手
書
き
の
自
分
自
身
の
模
様
「
書
き
判
」
を
記
し
た
。
図
１
「
公
証
人
の
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図 1 公証人の書き判（Storia della parrocchia di S. Agata in Como, Documenti
D’archivio, a cura di Carlo e Vittorio Rusconi, Como, 1983.）
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書
き
判
」
は
、
北
イ
タ
リ
ア
の
コ
モ
の
公
証
人
の
「
書
き
判
」
の
例
の
数
々
を
参
考
と
し
て
示
し
た
（
こ
の
図
は
利
用
し
た
著
作
の
裏
表

紙
に
あ
る
⒄
）。

な
お
、
公
証
人
に
な
る
に
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
な
ど
で
専
門
的
に
法
律
を
学
ぶ
者
も
い
た
が
（
例
え
ば
、
プ
ラ
ー
ト
の
商
人
ダ
テ
ィ
ー

ニ
の
友
人
セ
ル
・
ラ
ー
ポ
・
マ
ッ
ツ
ェ
イ
（
姓
名
の
前
の
「
セ
ル
」
は
公
証
人
な
ど
に
付
け
る
敬
称
）
な
ど
）、
親
方
の
も
と
で
見
習
っ

て
力
を
つ
け
て
か
ら
、
資
格
試
験
を
受
け
る
者
も
い
た
。
公
証
人
は
、
ラ
テ
ン
語
を
学
ぶ
必
要
か
ら
古
代
文
学
に
解
れ
た
の
で
、
し
ば
し

ば
都
市
の
教
養
人
と
し
て
、
人
文
主
義
文
化
な
ど
を
担
っ
た
。
父
親
が
公
証
人
で
あ
っ
た
有
名
人
と
し
て
は
、
ペ
ト
ラ
ル
カ
（
一
三
七
四

年
没
）、
マ
ザ
ッ
チ
ョ
（
一
四
二
八
年
没
）、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
（
一
五
一
九
年
没
）、
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ッ
リ
（
一
五
二
七
年
没
）

な
ど
が
い
る
。
公
証
人
の
な
か
に
は
、
遺
言
書
の
余
白
に
、
他
の
者
に
違
法
な
書
き
込
み
を
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
羊
皮
紙
の
余
白
い
っ
ぱ

い
に
ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』
の
詩
を
書
き
込
ん
だ
者
も
い
た
。

（
二
）
ペ
ス
ト
の
な
か
の
公
証
人

実
は
、
公
証
人
も
な
か
な
か
大
変
な
職
業
で
あ
っ
た
。

ひ
と
た
び
都
市
に
疫
病
が
流
行
す
る
と
、
死
を
間
近
に
し
た
人
び
と
の
家
族
か
ら
、
遺
言
書
の
作
成
の
要
請
が
殺
到
し
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
急
い
で
臨
終
の
人
た
ち
の
家
に
次
々
と
駆
け
つ
け
、
遺
言
の
聞
き
取
り
と
正
式
の
遺
言
書
の
作
成
に
当
た
り
、
多
忙
を
極
め
た
の

で
あ
る
⒅
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
重
大
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
疫
病
死
す
る
患
者
と
向
き
合
う
こ
と
で
、
公
証
人
自
身
も

疫
病
の
感
染
に
さ
ら
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
今
日
の
研
究
で
は
、
つ
ば
な
ど
の
飛
沫
に
よ
る
感
染
を
引
き
起
こ
す
肺
ペ
ス

ト
で
な
い
か
ぎ
り
（
中
近
世
の
ペ
ス
ト
は
、
そ
の
多
く
が
ノ
ミ
に
刺
さ
れ
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
腺
ペ
ス
ト
で
あ
っ
た
）、
患
者
の
家
に
行
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し
ょ
う
け
つ

っ
て
も
、
す
ぐ
に
ノ
ミ
に
噛
ま
れ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
し
か
し
、
公
証
人
の
な
か
に
は
、
ペ
ス
ト
が
猖
獗
を
極
め
る
都
市
か
ら
逃
亡
す

る
者
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
（
そ
し
て
逃
亡
先
の
農
村
で
、
同
じ
く
逃
亡
し
た
富
裕
者
の
遺
言
書
作
成
の
仕
事
に
関
わ
っ
た
）。
そ
れ
に

対
し
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
政
府
な
ど
は
、
霊
魂
の
救
済
に
重
大
に
関
わ
る
公
証
人
が
、
職
務
を
放
棄
し
て
農
村
に
逃
亡
す
る
こ
と
を
禁

じ
、
そ
れ
に
反
す
れ
ば
、
罰
則
と
し
て
公
証
人
の
業
務
資
格
を
剥
奪
す
る
措
置
を
講
じ
た
の
で
あ
る
⒆
。
な
お
、
ペ
ル
ピ
ニ
ャ
ン
の
公
証

人
の
死
亡
率
に
つ
い
て
の
Ｒ
・
Ｗ
・
エ
マ
リ
ー
の
優
れ
た
研
究
が
あ
る
（
ペ
ル
ピ
ニ
ャ
ン
で
は
、
一
二
五
人
い
た
公
証
人
が
ペ
ス
ト
後
、

四
五
人
に
減
少
し
て
い
る
。
ペ
ス
ト
に
よ
る
死
亡
率
は
、
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
六
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
推
定
さ
れ
て
い
る
⒇
）。

こ
の
疫
病
患
者
と
向
き
合
う
リ
ス
ク
は
、
医
師
と
司
祭
に
も
痛
感
さ
れ
、
彼
ら
の
多
く
も
疫
病
の
な
い
地
域
に
逃
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

終
油
の
秘
跡
が
救
済
に
は
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
一
三
四
八
年
、
黒
死
病
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
急
襲
し
、

キ
リ
ス
ト
教
徒
が
司
祭
を
呼
ん
で
告
解
や
終
油
の
秘
跡
を
受
け
る
間
も
な
く
次
々
と
死
去
し
て
い
く
緊
急
事
態
が
生
じ
た
。
こ
の
時
に
、

ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
の
教
皇
ク
レ
メ
ン
ス
六
世
（
在
位
一
三
四
二
〜
一
三
五
二
）
は
、
英
断
を
敢
行
し
た
│
│
す
な
わ
ち
、《
罪
を
改
悛
し
つ

つ
疫
病
死
し
て
い
く
す
べ
て
の
信
徒
に
加
え
、
病
人
の
看
護
、
死
者
の
埋
葬
に
携
わ
っ
て
罪
を
改
悛
す
る
す
べ
て
の
信
徒
に
、（
告
解
が

な
く
と
も
）
正
式
の
赦
免
を
与
え
る
》
と
い
う
趣
旨
の
教
令
（
一
三
四
八
年
）
を
発
布
し
た
の
で
あ
る
21
。

﹇
四
﹈
遺
産
を
め
ぐ
る
臨
終
で
の
対
立
│
│
遺
族
と
聖
職
者
│
│

（
一
）「
遺
族
」
対
「
聖
職
者
」

臨
終
の
ベ
ッ
ド
で
は
い
く
つ
か
の
利
害
関
係
が
錯
綜
し
た
。
そ
れ
は
、
い
つ
の
時
代
で
も
そ
う
で
あ
ろ
う
が
、
遺
産
を
め
ぐ
っ
て
生
じ

― ２４３ ―

イ
タ
リ
ア
の
黒
死
病
関
係
史
料
集
（
一
〇
）



る
も
の
で
あ
り
、
時
に
次
に
見
る
よ
う
に
、
一
四
世
紀
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
い
て
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
重
大
な
「
政
治
問
題
」
に
さ
え

な
っ
た
。
そ
の
前
に
、
ま
ず
「
遺
族
」
対
「
聖
職
者
」
の
利
害
対
立
を
見
よ
う
。

お
そ
ら
く
多
く
の
場
合
、
司
祭
が
「
霊
魂
の
治
癒
」
を
お
こ
な
っ
て
い
る
最
中
や
そ
の
直
後
に
公
証
人
が
呼
ば
れ
た
。
し
か
し
重
病
人

の
体
調
の
状
態
や
、
そ
の
地
域
や
時
代
の
慣
習
に
よ
っ
て
、
司
祭
と
公
証
人
の
業
務
の
手
順
・
順
番
は
様
々
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

ひ
と
つ
の
パ
タ
ー
ン
を
い
う
な
ら
、
ま
ず
司
祭
が
、
重
病
人
か
ら
人
生
全
般
に
つ
い
て
罪
の
告
白
を
聴
く
。
そ
の
な
か
で
明
白
な
高
利

貸
し
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
教
会
法
に
従
っ
て
そ
の
「
汚
れ
た
金
」
の
返
還
手
続
き
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
の
返
還
手
続
き
の
有
無
に
つ

い
て
は
、
表
「
大
規
模
ペ
ス
ト
期
の
遺
言
書
と
一
三
世
紀
、
一
四
世
紀
前
半
に
書
か
れ
た
遺
言
書
」
の
「
不
当
返
還
」
の
欄
を
参
照
さ
れ

た
い
。
返
還
さ
れ
た
と
い
う
記
述
の
あ
る
も
の
を
○
、
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
を
×
で
示
し
た
。
そ
れ
を
経
て
次
に
司
祭
か
ら
赦
免
を
与
え

ら
れ
、
終
油
の
秘
跡
が
与
え
ら
れ
る
│
│
し
か
る
後
に
、
待
た
さ
れ
て
い
た
公
証
人
は
遺
言
書
の
作
成
に
取
り
か
か
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
司
祭
は
そ
の
場
に
留
ま
り
、
遺
贈
の
場
面
に
立
会
う
。

聖
職
者
側
に
と
っ
て
こ
の
順
番
は
模
範
的
な
も
の
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
司
祭
に
よ
っ
て
人
生
の
罪
の
告
白
と
そ

れ
に
伴
う
改
悛
が
し
っ
か
り
と
お
こ
な
わ
れ
た
場
合
、
病
床
の
遺
言
者
は
、
告
解
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
た
強
い
贖
罪
意
識
・
自
責
の
念
か

ら
、
お
の
れ
の
遺
産
の
多
く
を
宗
教
的
遺
贈
に
注
ぎ
や
す
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
│
│
一
方
、
そ
こ
で
、
は
ら
は
ら
し
た
の
は
、
で
き
る
だ

け
多
め
の
遺
産
を
相
続
し
た
い
と
思
う
家
族
や
親
類
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
臨
終
の
者
が
、
死
後
の
霊
魂
の
救
済
を
強
く
願
う
ほ
ど
、
注
ぎ

込
む
宗
教
的
遺
贈
が
多
く
な
り
、
遺
族
に
残
さ
れ
た
財
産
は
わ
ず
か
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
臨
終
に
際
し
て
《
教
会
（
聖
職
者
）》

と
《
家
族
・
親
族
》
と
の
間
に
利
害
対
立
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
遺
言
書
の
作
成
に
立
ち
会
っ
た
証
人
の
存
在
も
圧
力
を
あ
た
え
た
だ
ろ
う
。
証
人
の
な
か
に
聖
職
者
や
何
ら
か
の
団
体
の
仲
間
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（
例
え
ば
、
信
心
会
員
）
が
い
た
場
合
、
そ
の
存
在
は
遺
言
者
に
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
例
を
あ
げ
る
と
、
ま
ず
本

章
で
紹
介
す
る
第
二
遺
言
書
の
作
成
者
ア
マ
ー
タ
・
ダ
・
ク
レ
ス
ピ
ア
ー
テ
ィ
カ
の
場
合
、
わ
ざ
わ
ざ
ロ
ー
デ
ィ
の
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修

道
会
の
教
会
の
主
席
司
祭
が
（
日
頃
か
ら
の
関
わ
り
で
あ
ろ
う
か
、
病
人
の
意
思
で
あ
ろ
う
か
）
証
人
と
し
て
臨
席
し
て
い
る
。
結
局
そ

こ
で
作
成
さ
れ
た
遺
言
書
で
は
、
娘
の
死
後
、
遺
言
者
の
所
有
す
る
土
地
は
、
す
べ
て
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会
に
遺
贈
す
る
と
思
い
切

っ
た
決
定
を
下
し
て
い
る
│
│
こ
の
遺
贈
の
判
断
に
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
主
席
司
祭
の
出
席
が
作
用
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
第
七
遺
言
書
（
一
二
三
六
年
）
の
作
成
者
ブ
レ
グ
ン
デ
ィ
オ
・
デ
ナ
ー
リ
の
場
合
、
妻
子
が
存
命
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

住
ん
で
い
る
家
を
ま
る
ご
と
修
道
会
に
遺
贈
し
て
い
る
│
│
「
遺
言
者
は
こ
の
家
を
ロ
ー
デ
ィ
の
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会
に
与
え

る
」。
今
を
と
き
め
く
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会
が
信
徒
に
強
く
作
用
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
修
道
会
は
、
一
二
世
紀
か
ら
、
ロ
ー

デ
ィ
や
ミ
ラ
ノ
な
ど
、
北
イ
タ
リ
ア
を
中
心
に
勢
力
を
伸
ば
し
庶
民
の
信
仰
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
（
フ
ミ
リ
ア
テ
ィ
）
修
道
会
に
つ
い
て

ウ
ミ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会
（il

C
onvento

degli
U

m
iliati

）（「
謙
遜
派
修
道
会
」）
は
、
一
二
世
紀
半
ば
頃
に
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ー
ア
に
生
ま
れ
た
22
。

下
層
の
人
び
と
を
中
心
に
し
た
、
清
貧
と
霊
的
刷
新
を
訴
え
る
神
秘
的
、
社
会
的
な
傾
向
を
も
つ
民
衆
的
な
運
動
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
の
大
衆

性
、
世
俗
性
、
福
音
主
義
に
お
い
て
、
後
に
生
ま
れ
る
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
、
ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
な
ど
の
托
鉢
修
道
会
の
前
触
れ
の
よ
う
な
存

在
で
あ
る
。
伝
承
に
よ
る
と
、
こ
の
修
道
会
は
、
聖
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
オ
ル
ド
ラ
ー
テ
ィ
・
デ
ィ
・
メ
ー
ダ
（S.

G
iovanni

O
ldrati

di
M

eda

）
に

よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
。
こ
の
修
道
会
は
宣
誓
を
拒
否
し
、
週
に
三
回
節
食
（
断
食
）
を
お
こ
な
い
、
集
ま
っ
て
多
数
で
祈
り
、
自
国
語
の
聖
書
を
読

み
、
広
場
で
み
ず
か
ら
説
教
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、
貧
民
や
病
人
へ
の
援
助
に
も
積
極
的
で
あ
っ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
三
世
（
在
位

一
一
五

九
〜
八
一
）
は
、
彼
ら
の
運
動
を
推
奨
す
る
一
方
で
、
彼
ら
が
説
教
を
お
こ
な
う
こ
と
を
禁
止
し
た
。
禁
止
さ
れ
た
こ
と
で
修
道
会
は
公
然
と
反
乱
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を
起
こ
し
、
ル
キ
ウ
ス
三
世
（
在
位

一
一
八
一
〜
八
五
）
に
よ
っ
て
彼
ら
は
破
門
に
処
さ
れ
た
（
一
一
八
四
年
）。
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世

（
在
位

一
一
九
八
〜
一
二
一
六
）
は
、
彼
ら
の
な
か
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
に
留
ま
っ
た
修
道
士
に
対
し
て
は
、
教
令
（
一
二
〇
一
年
）
で
修
道

会
を
三
つ
の
階
層
に
分
割
し
て
活
動
を
認
め
た
。
第
一
会
「
戒
律
修
道
士
・
戒
律
女
子
修
道
士
（
ま
た
は
「
参
事
会
員
」
と
「
修
道
女
」）」、
第
二

会
「
修
道
会
の
共
同
体
で
生
活
す
る
俗
人
（
男
子
・
女
子
）」、
第
三
会
「
世
俗
で
生
活
す
る
俗
人
（
既
婚
者
ま
た
は
未
婚
者
）﹈
で
あ
る
。
こ
う
し

て
活
動
を
公
認
さ
れ
た
者
に
よ
っ
て
、
こ
の
修
道
会
は
、
一
三
世
紀
末
に
は
四
〇
〇
も
の
修
道
院
を
有
し
た
と
い
う
。
し
か
し
結
局
、
反
宗
教
改
革

期
の
厳
格
な
教
皇
ピ
ウ
ス
五
世
（
在
位

一
五
六
六
〜
七
二
）
に
よ
っ
て
一
五
七
一
年
に
、
こ
の
修
道
会
は
廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て

現
在
こ
の
修
道
会
の
建
物
は
あ
ま
り
残
存
し
て
い
な
い
が
、
北
イ
タ
リ
ア
の
コ
モ
に
あ
っ
た
ウ
ミ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会
の
建
物
の
一
部
が
、
コ
モ
の
私

立
学
校
コ
レ
ッ
ジ
ョ
・
ガ
ッ
リ
オ
（C

ollegio
G

allio

）
の
校
舎
の
な
か
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
図
２
「
ウ
ミ
ア
ー
テ
ィ
修
道
士
が
織
物
業

を
お
こ
な
う
様
子
」
は
同
校
の
沿
革
を
扱
っ
た
書
か
ら
利
用
し
た
23
。
ま
た
本
章
で
し
ば
し
ば
登
場
す
る
サ
ン
・
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
教
会
は
ウ
ミ

リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会
の
教
会
で
あ
る
。

（
二
）「
家
族
」
対
「
個
人
」
│
│
家
族
の
不
満
と
憤
り
と
旅
立
つ
者
の
救
済
志
願
│
│

さ
ら
に
、
第
五
遺
言
書
の
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
タ
ラ
ス
コ
ー
ノ
は
、
自
宅
で
は
な
く
女
子
修
道
院
で
遺
言
書
を
作
成
し
て
い
る
が
、
こ
の
場

所
で
の
作
成
そ
れ
自
体
が
聖
職
者
の
優
位
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
タ
ラ
ス
コ
ー
ノ
は
、
息
子
た
ち
（
パ
オ
ロ
、
ボ
ー
ノ
）
に
は

わ
ず
か
五
帝
国
ソ
ル
ド
と
い
う
少
額
の
遺
産
を
与
え
る
だ
け
で
、
自
分
の
土
地
・
家
を
す
べ
て
こ
の
女
子
修
道
院
に
遺
贈
し
て
し
ま
う
の

で
あ
る
。
タ
ラ
ス
コ
ー
ノ
は
、
息
子
た
ち
か
ら
不
満
が
出
る
の
を
感
じ
て
、
遺
言
書
で
わ
ざ
わ
ざ
こ
う
繰
り
返
し
て
い
る
│
│
「
五
帝
国

ソ
ル
ド
の
他
に
は
い
か
な
る
財
産
も
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
も
、
法
律
に
基
づ
い
て
も
、
あ
る
い
は
裁
判
や
訴
訟
に
よ
っ
て
も
、
先

に
述
べ
た
彼
の
財
産
を
要
求
し
て
は
な
ら
な
い
」。
息
子
た
ち
の
無
念
や
憤
り
が
目
に
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。
現
代
の
多
く
の
日
本
人
に
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は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い

が
、
死
後
、
来
世
で
永
遠
に
生
き
な
が

ら
え
る
は
ず
の
霊
魂
が
、
早
く
天
国
で

至
福
の
生
活
に
あ
ず
か
る
か
、
そ
れ
と

も
、
長
く
煉
獄
で
苦
し
む
か
│
│
そ
れ

を
思
う
と
、
教
会
へ
の
思
い
切
っ
た
遺

贈
な
ど
は
、
タ
ラ
ス
コ
ー
ノ
に
と
っ
て

安
い
も
の
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
は
、「
遺
贈
者
」
対
「
家
族
」

の
対
立
が
あ
る
。

図 2 ウミリアーティ修道士が織物業をおこなう様子（E. Pifferi, G. Scotti, G.
Bonacina, A. Spallino, Gallio Collegium Comense, Como, 1983, p.24.）
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﹇
五
﹈
遺
言
書
の
作
成
の
手
順
の
問
題
は
政
治
問
題
化
し
た

│
│《
ロ
ー
マ
教
皇＝

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
司
教
》対《
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
コ
ム
ー
ネ
》
と
の
戦
い
│
│

（
一
）
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
司
教
区
の
司
祭
の
困
窮

中
近
世
の
遺
言
書
の
作
成
が
い
か
に
社
会
的
に
重
大
な
問
題
で
あ
っ
た
か
を
示
す
た
め
に
、
一
四
世
紀
の
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に

生
じ
た
教
会
と
都
市
の
争
い
を
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
Ｒ
・
ト
レ
ッ
ク
ス
ラ
ー
の
研
究
に
負
う
も
の
で
あ
る
24
。

特
に
一
三
二
〇
年
代
に
入
っ
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
教
区
教
会
は
、
大
き
な
財
政
的
な
困
難
に
直
面
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
慢
性
的

な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
新
た
な
事
態
が
加
わ
っ
た
。
も
と
も
と
在
俗
聖
職
者
（
司
祭
・
司
教
）
に
と
っ
て
も
、
ト
レ
チ
ェ
ン
ト
期

に
入
っ
て
か
ら
の
凶
作
や
飢
饉
や
不
況
に
よ
る
収
入
減
は
痛
い
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
都
市
政
府
か
ら
、
教
会

税
で
あ
る
一
〇
分
の
一
税
を
横
取
り
さ
れ
た
の
で
あ
る
│
│
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
都
市
コ
ム
ー
ネ
は
、
当
時
、
度
重
な
る
戦
争
の
た
め
に
多

大
な
戦
費
を
費
や
し
、
財
政
的
に
困
窮
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
コ
ム
ー
ネ
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
市
民
か
ら
徴
収
し
た
一
〇
分
の
一
税

を
在
俗
聖
職
者
に
渡
さ
ず
に
、
横
取
り
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
一
三
二
一
年
か
ら
二
三
年
の
間
に
そ
の
額
は
五
〇
〇
〇
フ
ィ
オ
リ
ー
ノ
に

も
達
し
て
い
た
）。
こ
れ
は
、
教
会
に
と
っ
て
由
々
し
き
こ
と
で
あ
り
、
時
の
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
の
教
皇
ヨ
ハ
ネ
ス
二
二
世
（
在
位
一
三
一

六
〜
三
四
）
は
、
こ
の
こ
と
の
た
め
に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
対
し
て
、
全
市
的
な
「
聖
務
停
止
令
」（
ミ
サ
な
ど
の
秘
跡
を
せ
ず
、
霊
魂

の
治
癒
が
な
さ
れ
な
い
）
の
可
能
性
を
突
き
つ
け
て
い
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
コ
ム
ー
ネ
は
、
遺
言
書
の
作
成

に
契
約
税
を
導
入
し
、
教
会
に
課
税
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
教
皇
を
憤
慨
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
質
的
に
見
て
、
教
区
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司
祭
に
と
っ
て
最
も
ダ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
現
象
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
教
区
の
信
徒
が
教
区
教
会
を
離
れ
て
、
托
鉢
修
道
会
の
教
会
に
流

れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
現
象
は
、
前
世
紀
（
一
三
世
紀
）
か
ら
ず
っ
と
継
続
し
た
慢
性
的
な
事
態
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
（
一
二
二
三
年
に
会

則
認
可
）
や
ド
ミ
ニ
コ
会
（
一
二
一
六
年
創
立
）
な
ど
の
托
鉢
修
道
会
が
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
説
教
な
ど
に
よ
っ
て
各
都
市
で
大

い
に
人
気
を
博
し
、
秘
跡
や
埋
葬
な
ど
、
多
く
の
聖
務
に
お
い
て
信
徒
に
関
与
し
て
、
教
区
司
祭
を
圧
倒
し
て
い
た
。
一
三
世
紀
の
わ
ず

か
一
〇
〇
年
間
の
う
ち
に
托
鉢
修
道
会
が
、
イ
タ
リ
ア
だ
け
で
何
と
五
五
〇
も
の
托
鉢
修
道
会
系
の
教
会
を
設
立
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
│
│
こ
の
こ
と
だ
け
か
ら
も
、
そ
の
勢
い
と
人
気
ぶ
り
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
教
区
司
祭
は
、
ふ
つ
う
自
分
の
教
区
を
越
え
て
秘
跡
は
で

き
な
い
が
、
托
鉢
修
道
士
は
、
教
皇
か
ら
特
別
の
認
可
を
得
て
お
り
、
か
な
り
自
由
自
在
に
教
区
・
司
教
区
に
入
り
込
ん
で
秘
跡
を
お
こ

な
う
こ
と
が
で
き
た
。
聖
務
に
お
い
て
は
、
七
つ
の
秘
跡
の
う
ち
、
と
り
わ
け
終
油
の
秘
跡
に
携
わ
っ
た
場
合
、
聖
職
者
の
実
入
り
は
、

そ
れ
は
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
宗
教
的
遺
贈
の
規
模
は
、
他
の
喜
捨
と
比
べ
る
と
圧
倒
的
に
大
き
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
当
時
、
聖
職
者
の
生
活
を
支
え
た
の
は
、
実
は
「
十
分
の
一
税
」
や
日
々
の
お
布
施
で
は
な
く
、
遺
言
書
に
よ
る
遺
贈
で
あ
っ
た
。

ト
レ
ッ
ク
ス
ラ
ー
が
い
う
に
は
、「
教
会
は
、
十
分
の
一
税
や
復
活
祭
の
時
の
喜
捨
で
生
計
を
立
て
て
い
た
の
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、

毎
日
の
お
布
施
で
生
計
を
立
て
て
い
た
の
で
も
な
い
。
・
・
・
教
会
は
、
遺
言
書
に
よ
る
慈
善
に
よ
っ
て
こ
の
投
資
を
再
活
性
化
し
て
い

た
の
で
あ
る
25
」。

托
鉢
修
道
会
は
、
都
市
に
人
口
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
市
を
中
心
に
効
率
よ
く
活
動
し
た
。
貪
欲
の
罪
の
不
安
を
抱
く
都
市

の
指
導
的
な
富
裕
者
、
す
な
わ
ち
銀
行
家
や
大
商
人
に
と
っ
て
、
托
鉢
修
道
会
は
、
喜
捨
や
教
会
建
築
費
な
ど
を
差
し
出
す
見
返
り
に
、

高
利
な
ど
の
不
当
利
得
の
罪
を
赦
免
し
て
く
れ
る
あ
り
が
た
い
存
在
で
あ
っ
た
。
人
気
説
教
師
に
よ
る
説
教
と
と
も
に
、
こ
の
寛
大
な
特
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別
の
手
立
て
に
よ
っ
て
、
托
鉢
修
道
会
は
人
気
を
博
し
て
、
臨
終
に
関
与
し
て
遺
言
書
に
よ
る
喜
捨
や
不
当
利
得
の
返
還
で
潤
っ
た
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
托
鉢
修
道
会
は
、
托
鉢
修
道
会
系
の
教
会
の
な
か
の
ク
リ
ュ
プ
タ
（
地
下
埋
葬
所
）
や
家
族
礼
拝
堂
に
彼
ら
富
裕
者
の

遺
体
を
埋
葬
し
て
や
る
こ
と
で
利
得
を
得
て
、
死
後
は
、
死
者
の
た
め
に
与
え
ら
れ
る
継
続
的
な
供
養
ミ
サ
に
よ
っ
て
豊
か
な
財
源
を
確

保
し
て
い
た
│
│
そ
う
し
た
托
鉢
修
道
会
系
の
教
会
と
は
対
照
的
に
、
財
政
的
に
苦
境
に
陥
っ
て
い
た
の
が
教
区
教
会
で
あ
っ
た
。
在
俗

司
祭
は
、
教
区
民
離
れ
に
よ
っ
て
禄
が
減
少
し
、
飢
饉
や
不
況
の
な
か
で
喘
ぎ
、
困
窮
し
て
い
た
。
彼
ら
教
区
司
祭
の
困
窮
は
、
こ
の
時

代
以
降
も
続
き
、
そ
の
た
め
司
祭
は
教
区
を
放
棄
し
、
そ
こ
で
一
人
の
司
祭
や
司
教
が
そ
の
職
を
兼
任
し
た
り
、
さ
ら
に
は
、
ひ
と
り
が

い
く
つ
も
の
教
区
や
司
教
区
さ
え
も
集
積
す
る
よ
う
に
な
る
。
枢
機
卿
に
至
っ
て
は
司
教
区
の
集
積
は
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
と
な
る
。
ペ

ス
ト
期
に
入
る
と
、
人
口
の
激
減
に
よ
り
こ
れ
は
い
っ
そ
う
加
速
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ド
イ
ツ
の
場
合
、
一
三
五
〇
年
か
ら
五
二
年
に

は
、
五
七
の
聖
職
禄
が
一
二
人
の
聖
職
者
で
握
ら
れ
る
。
ナ
ポ
リ
の
場
合
、
ひ
と
り
の
ス
ペ
イ
ン
人
の
教
皇
庁
の
役
人
が
、
一
三
〇
も
の

聖
職
禄
を
一
手
に
握
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
、
教
区
の
聖
職
禄
を
整
理
す
る
た
め
に
、
ａ
ｂ
ｃ
の
目
録
が
必
要
と
さ
れ
た
26
。
宗

教
改
革
の
勃
発
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
こ
う
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
の
不
在
司
教
の
問
題
、
空
位
の
ま
ま
の
司
牧
職
の
問
題
が
明
る
み
に
な

る
の
で
あ
る
。
そ
の
問
題
は
ト
レ
ン
ト
の
公
会
議
を
紛
糾
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（
一
五
六
三
年
）。

（
二
）
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
司
教
か
ら
の
「
司
教
区
規
則
」
の
改
革
案
（
一
三
二
七
年
）
と
そ
の
修
正

こ
う
し
た
教
区
司
祭
の
置
か
れ
た
苦
境
を
改
善
す
る
た
め
の
抜
本
的
な
改
革
案
（「
司
教
区
規
則
」
の
原
案
）
が
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の

コ
ム
ー
ネ
協
議
会
（
立
法
機
関
）
に
対
し
て
、
一
三
二
七
年
八
月
、
時
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
司
教
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
チ
ン
ゴ
リ

（C
ingoli

）
か
ら
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
司
教
の
権
限
に
お
い
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
臨
終
時
の
遺
言
書
の
作
成
を
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め
ぐ
る
改
革
案
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
コ
ム
ー
ネ
協
議
会
と
市

民
か
ら
嵐
の
よ
う
な
猛
烈
な
反
対
を
受
け
た
。
し
か
し
司
教
側
と
都

市
と
の
間
の
検
討
と
討
議
の
末
に
、
結
局
、
妥
協
が
う
ま
れ
て
、
一

三
三
〇
年
八
月
、「
司
教
区
規
則
」
と
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。

次
に
、
司
教
側
が
都
市
コ
ム
ー
ネ
に
ど
の
よ
う
な
案
を
提
示
し
、
ど

の
よ
う
な
妥
協
が
生
ま
れ
た
か
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
│
│
司
教
側

に
と
っ
て
は
、
教
皇
が
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
対
し
て
、
聖
務
停
止
令

を
ち
ら
つ
か
せ
て
圧
力
を
か
け
る
こ
と
が
強
い
支
え
に
な
っ
た
。
ま

た
、
コ
ム
ー
ネ
の
立
場
、
す
な
わ
ち
、
一
般
の
俗
人
に
と
っ
て
、
霊

魂
の
救
済
の
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
教
会
の
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
る

必
要
が
あ
り
、
そ
こ
に
一
定
の
妥
協
は
覚
悟
さ
れ
た
。

提
案
と
し
て
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
司
教
チ
ン
ゴ
リ
は
、《
信
徒
は
重

病
に
な
っ
た
ら
、
ま
ず
司
祭
を
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
十
分
な

罪
の
告
白
を
お
こ
な
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
し
に
医
師
を

呼
ん
で
は
な
ら
な
い
》
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
医
師
に
対
し
て

は
、
教
区
の
司
祭
の
許
可
な
し
に
勝
手
に
往
診
し
て
は
な
ら
な
い
、

と
制
約
を
加
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
措
置
の
提
案
に
対
し
て
、
都
市
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コ
ム
ー
ネ
は
、《
市
民
の
霊
魂
の
健
康
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
共
和
国
に
と
っ
て
重
要
な
責
務
で
あ
る
》
と
い
う
理
由
か
ら
、
反
対
し
な
か
っ

た
（
こ
れ
に
対
し
て
コ
ム
ー
ネ
の
医
師
・
薬
種
商
師
組
合
が
ど
う
反
応
し
た
か
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
）。
し
か
し
、
コ
ム
ー
ネ
は
、
教

区
司
祭
の
許
可
を
得
た
場
合
は
、
托
鉢
修
道
士
を
呼
ん
で
告
解
の
秘
跡
を
受
け
て
も
構
わ
な
い
と
い
う
修
正
案
を
提
示
し
、
そ
れ
は
認
め

ら
れ
た
。
こ
の
修
正
案
の
背
後
に
は
、《
教
区
司
祭
》
と
《
托
鉢
修
道
士
の
司
祭
（
修
道
司
祭
）》
と
の
対
立
が
あ
っ
た
│
│
実
際
の
と
こ

ろ
、
コ
ム
ー
ネ
側
の
メ
ン
バ
ー
（
指
導
的
富
裕
市
民
）
に
は
、
托
鉢
修
道
会
と
親
密
な
関
係
の
者
が
多
く
い
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
埋
葬

教
会
（
菩
提
寺
）
は
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
聖
堂
、
サ
ン
タ
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
聖
堂
な
ど
、
托
鉢
修
道
会
系
の
教
会
が
多
か
っ

た
の
で
あ
る
。

次
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
司
教
チ
ン
ゴ
リ
は
、
も
っ
と
大
胆
な
提
案
を
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、《
公
証
人
は
、
教
区
司
祭
の
臨
席
な
し
で
遺

言
書
を
準
備
し
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
公
証
人
が
こ
れ
を
怠
れ
ば
、
そ
の
公
証
人
に
対
す
る
罰
則
は
破
門
で
あ
る
》
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
コ
ム
ー
ネ
側
は
こ
の
チ
ン
ゴ
リ
の
提
案
に
反
対
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
こ
う
で
あ
っ
た
│
│
《
コ
ム
ー
ネ
は
、
臨
終
の
者

が
最
後
の
秘
跡
を
受
け
て
安
ら
か
に
死
へ
の
旅
立
ち
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
切
に
願
う
。
市
民
の
霊
魂
の
救
済
は
共
和
国
の
願
う

と
こ
ろ
で
あ
る
。
告
解
聴
聞
師
を
務
め
た
司
祭
が
、
そ
の
ま
ま
遺
言
書
の
作
成
に
ま
で
立
ち
会
え
ば
、
遺
言
者
は
一
種
の
道
徳
的
な
監
禁

状
態
に
置
か
れ
る
。
そ
の
圧
力
で
遺
言
者
は
遺
言
が
で
き
ず
に
、
結
果
的
に
、
遺
言
書
を
作
成
で
き
ず
に
死
去
す
る
者
が
た
く
さ
ん
出
て

く
る
だ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
遺
言
書
作
成
時
の
税
金
の
収
入
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
》。
こ
う
し
て
こ
の
提
案
は
破
棄
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く

こ
の
反
対
に
は
、
一
般
の
市
民
と
と
も
に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
高
い
地
位
を
占
め
る
公
証
人
組
合
の
圧
力
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

結
局
、
司
教
の
意
向
に
反
し
て
コ
ム
ー
ネ
と
の
協
議
の
結
論
は
、
以
下
の
通
り
決
定
さ
れ
た
。
遺
言
書
の
作
成
に
際
し
て
、
司
祭
の
立

ち
会
い
は
拒
否
さ
れ
る
。
公
証
人
は
司
祭
の
立
ち
会
い
な
し
で
遺
言
書
の
記
録
が
で
き
る
。
他
方
、
司
教
の
立
場
を
汲
ん
で
、
赦
免
さ
れ
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な
か
っ
た
者
に
対
す
る
教
会
の
埋
葬
の
拒
否
の
発
動
は
有
効
と
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
臨
終
に
あ
る
者
の
《
霊
魂
の
救
済
》
と
い
う
大
義
名
分
を
間
に
は
さ
ん
で
、
教
会
と
コ
ム
ー
ネ
と
は
、
と
も
に
利
得

を
目
指
し
て
争
っ
た
。
も
と
も
と
遺
言
書
に
は
聖
俗
両
面
の
要
素
が
存
在
す
る
と
、
最
初
に
述
べ
た
が
、「
司
教
区
規
則
」
の
改
革
案
を

め
ぐ
る
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
司
教
と
コ
ム
ー
ネ
と
の
争
い
は
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
象
徴
的
に
示
し
た
事
柄
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
一
三
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
の
事
例
で
あ
り
、
他
の
都
市
や
他
の
時
代
に
つ
い
て
は
、
力
関
係
な
ど
様
々
で
あ
り
、

ま
た
こ
れ
と
は
別
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
あ
く
ま
で
こ
れ
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
と
い
う
地
域
の
ト
レ
チ
ェ
ン
ト
初
期
の
「
司
教

区
規
則
」
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。

﹇
六
﹈
ペ
ス
ト
前
の
遺
言
書
と
「
大
規
模
ペ
ス
ト
期
」
の
遺
言
書
の
違
い

（
一
）
リ
ー
ド
す
る
公
証
人

一
三
世
紀
に
書
か
れ
た
遺
言
書
と
一
四
世
紀
後
半
の
大
規
模
ペ
ス
ト
期
の
遺
言
書
と
の
間
に
、
心
性
的
に
何
か
違
い
が
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
ペ
ス
ト
は
彼
ら
の
心
性
に
ど
う
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
、
あ
る
い
は
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
か
、
遺
言
書
の
分
析
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
こ
れ
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
問
題
で
あ
る
。

遺
言
書
は
、
西
欧
で
は
八
〇
〇
年
も
前
か
ら
、
市
民
・
庶
民
・
農
民
な
ど
、
幅
広
い
階
層
で
書
か
れ
つ
づ
け
た
も
の
で
あ
り
、
幸
い
、

今
日
ま
で
か
な
り
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
現
代
の
我
々
か
ら
見
る
と
、
そ
こ
に
個
人
の
心
性
・
意
志
の
直
接
的
な
表
明
や
吐
露
が
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
期
待
さ
れ
る
の
で
、
も
し
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
、
そ
れ
は
非
常
に
興
味
深
い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
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し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
私
見
で
は
、
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
遺
言
書
は
、
一
四
世
紀
に
書
か
れ

た
市
民
の
日
記
や
『
リ
コ
ル
デ
ィ
』（
書
き
物
）
と
異
な
っ
て
、
書
き
手
が
思
う
と
こ
ろ
を
自
由
に
、
自
在
に
論
じ
る
類
の
書
類
で
は
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
純
粋
な
契
約
書
で
あ
り
、
非
常
に
高
価
な
羊
皮
紙
の
う
え
に
│
│
紙
と
違
っ
て
非
常
に
書
き
に
く
い
│
│
硬

筆
の
ペ
ン
で
、
ゆ
っ
く
り
と
一
文
字
一
文
字
と
、
プ
ロ
の
書
き
手
が
真
剣
に
書
き
込
ん
で
い
く
も
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
契
約
書
に
は
、

遊
び
心
は
馴
染
ま
ず
、
最
低
必
要
な
法
的
な
事
柄
に
限
定
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
自
由
な
空
気
の
存
在
す
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
遺
言
者
自
身
の
生
の
声
は
ま
ず
聞
こ
え
て
こ
な
い
。
そ
こ
で
は
、
遺
言
者
が
息
子
た
ち
に
向
け
て
、
家
訓
を
挙

げ
て
強
調
す
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
遺
言
者
自
身
が
好
む
格
言
や
思
い
出
話
や
自
慢
話
な
ど
も
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
認
め
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
。
ま
た
、
契
約
書
は
、
そ
の
保
存
性
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
で
、
た
と
え
紙
が
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
（
一
三

〇
〇
年
以
降
）
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
高
価
さ
に
か
か
わ
ら
ず
、
羊
皮
紙
は
、
変
わ
る
こ
と
な
く
利
用
さ
れ
、
書
き
に
く
さ
は
変
わ
ら
な
か

っ
た
。
現
在
の
公
証
文
書
と
同
様
に
、
記
載
量
が
多
け
れ
ば
、
当
然
そ
の
分
だ
け
手
数
料
が
高
く
な
り
、
余
計
な
こ
と
は
む
や
み
に
書
け

な
い
。

原
則
的
に
言
え
ば
、
そ
も
そ
も
遺
言
書
の
作
成
に
お
い
て
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
公
証
人
が
遺
言
者
を
一
方
的
に
リ
ー
ド
し
て
い
た
だ

ろ
う
。
必
要
事
項
の
記
載
の
た
め
に
公
証
人
は
、
次
々
と
質
問
す
る
が
、
そ
の
質
問
は
、
公
証
人
が
持
参
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
台
帳

（
一
覧
表
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
）
に
従
っ
た
も
の
で
あ
り
、
公
証
人
は
、
遺
言
者
の
回
答
を
そ
の
台
帳
の
恐
ら
く
空
欄
の
部
分
に
埋
め

て
い
く
だ
け
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
（
図
３
を
参
照
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
の
も
の
で
あ
る
）。
遺
言
者
は
、
聞
か
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

例
え
ば
、
遺
贈
相
手
と
遺
贈
内
容
（
遺
贈
物
や
遺
贈
金
額
）
に
つ
い
て
、
誰
に
い
く
ら
あ
げ
た
ら
い
い
も
の
か
と
、
思
案
し
な
が
ら
（
時

に
は
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
訂
正
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
）、
と
に
か
く
次
々
と
答
え
て
い
く
だ
け
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
公
証
人
が
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書
く
ラ
テ
ン
語
の
文
体
も
シ
ン
プ
ル
で
事
務
的
な
文
章
で
あ
り
、
一
種
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
で
き
て
い
た
。
そ
れ
は
一
五
世
紀
の
人
文
主

義
者
が
反
発
す
る
こ
と
に
な
る
中
世
ラ
テ
ン
語
の
無
味
乾
燥
な
文
体
の
典
型
で
あ
り
、
人
文
主
義
者
は
古
典
古
代
の
真
性
の
ラ
テ
ン
語
の

優
雅
な
文
体
を
巻
き
返
そ
う
と
し
て
、
古
典
の
再
生
運
動
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。
俗
語
の
重
視
の
み
が
ル
ネ
サ
ン
ス
の
本
質
と
誤

解
さ
れ
て
い
る
節
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
る
。

こ
う
し
た
限
定
的
な
文
面
で
は
、
個
々
の
遺
言
者
の
個
性
や
彼
ら
が
抱
く
心
性
は
、
例
外
は
あ
ろ
う
が
、
ふ
つ
う
図
り
得
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
商
人
の
『
リ
コ
ル
デ
ィ
』
の
よ
う
に
、
心
性
的
な
発
露
を
あ
ま
り
多
く
期
待
で
き
な
い
理
由
が
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
遺
言
者
に
代
わ
っ
て
文
章
を
書
く
公
証
人
自
身
の
心
性
は
、
遺
言
書
の
文
面
に
わ
ず
か
な
が
ら
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
思
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
次
に
述
べ
よ
う
。

（
二
）
ペ
ス
ト
前
の
遺
言
書
と
「
大
規
模
ペ
ス
ト
期
」
の
遺
言
書
の
違
い

そ
の
一

│
│
生
の
不
確
か
さ
、
死
の
確
か
さ
、
神
の
裁
き
へ
の
言
及
に
つ
い
て
│
│

私
は
、
遺
言
書
の
文
章
・
文
体
に
反
映
し
て
い
る
心
性
は
、
遺
言
者
個
人
と
い
う
よ
り
、
多
く
は
公�

証�

人�

そ�

の�

人�

の
心
性
で
あ
る
と
考

え
る
。
そ
の
多
く
が
、
死
が
迫
る
な
か
で
作
成
さ
れ
る
遺
言
書
に
お
い
て
、
相
続
人
、
相
続
内
容
、
包
括
相
続
人
、
遺
言
執
行
人
の
決
定

と
い
う
、
極
め
て
限
定
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
、
事
務
的
、
業
務
的
に
て
き
ぱ
き
処
理
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
公
証
人
は
、
遺
言
書
の
定

型
や
書
式
に
従
わ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
ほ
と
ん
ど
唯
一
、
公
証
人
に
よ
っ
て
生
き
た
文
章
表
現
が
許
さ
れ
る

の
は
、「
遺
言
書
の
作
成
の
動
機
・
目
的
」
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
項
目
は
、
遺
贈
内
容
そ
の
も
の
に
具
体
的
に
関

わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
必
ず
し
も
遺
言
書
の
な
か
に
書
く
必
要
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
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を
記
載
す
る
、
あ
る
い
は
、
記
載
す
る
余
裕
が
あ
る
の
は
、
遺
言
者
の
格
別
の
意
志
が
作
用
し
て
い
る
場
合
も
あ
ろ
う
が
、
基
本
的
に
、

公
証
人
の
裁
量
や
リ
ー
ド
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
第
二
遺
言
書
（
ロ
ー
デ
ィ
の
寡
婦
ア
マ
ー
タ
・
ダ
・
ク
レ
ス
ピ
ア
ー
テ
ィ

カ
）
で
は
、「
賢
人
」
の
こ
と
ば
に
触
れ
て
、
こ
う
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

故
フ
ラ
ン
キ
ー
ニ
・
ダ
・
ク
レ
ス
ピ
ア
ー
テ
ィ
カ
の
妻
で
あ
る
ア
マ
ー
タ
は
、
ロ
ー
デ
ィ
司
教
区
の
者
で
あ
り
、
精
神
の
健
康
と
正
し
い
記
憶
か

ら
そ
の
財
産
を
処
理
し
整
理
す
る
こ
と
を
欲
し
て
、
賢
人
の
こ
と
ば
に
思
い
を
馳
せ
る
者
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
賢
人
が
い
う
に
は
、
我
々
の
生
き
て

い
る
日
々
は
闇
の
よ
う
に
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
、
生
き
延
び
る
願
い
を
抱
き
な
が
ら
急
死
に
陥
る
よ
り
は
、
死
を
恐
れ
つ
つ
生
き
て
い
く

方
が
好
ま
し
い
の
で
あ
る
。

こ
の
引
用
文
の
後
半
部
の
文
章
、
す
な
わ
ち
、《
生
の
は
か
な
さ
》、《
生
の
不
確
か
さ
》、
そ
し
て
、《
確
実
に
や
っ
て
来
る
死
》
に
対

す
る
覚
悟
を
示
す
文
章
は
、
も
ち
ろ
ん
、
遺
言
者
が
、
み
ず
か
ら
内
心
か
ら
そ
う
言
い
た
く
て
公
証
人
に
書
か
せ
た
可
能
性
が
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
そ
の
地
域
の
公
証
人
の
遺
言
書
の
流
儀
・
常
套
句
・
習
慣
だ
っ
た
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
、
こ

の
考
え
方
は
、《
死
を
思
え
》
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
的
な
考
え
方
で
あ
り
、
ペ
ス
ト
期
以
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
遺
言
書
の
作
成
の
慣
習
・
傾
向
か
ら
見
て
、
さ
ら
に
は
、
数
多
く
の
遺
言
書
を
読
み
、
総
合
的
に
判
断
す
る

と
、
多
く
の
場
合
、
公
証
人
が
遺
言
者
に
助
言
し
て
、
了
解
を
得
て
挿
入
さ
せ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
実
質
的
に
公
証
人
の
書
い
た
と
思
わ
れ
る
文
章
に
、
図
ら
ず
も
公
証
人
の
思
い
、
心
性
が
に
じ
み
出
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま

り
、
そ
れ
を
書
か
な
く
て
も
遺
言
書
と
し
て
十
分
に
成
立
す
る
な
か
で
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
証
人
が
、
疫
病
の
流
行
す
る
な
か

で
、
疫
病
死
す
る
病
人
の
臨
終
に
数
多
く
直
面
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
証
人
自
身
の
心
性
に
作
用
し
た
思
い
が
募
り
、
ま
た
、
遺
言
者
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の
気
持
ち
を
汲
ん
で
、
そ
う
し
た
表
現
の
文
章
が
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
考
え
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
た
こ
と
の
な
い

も
の
で
あ
り
、
私
の
主
張
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

疫
病
の
流
行
時
、
公
証
人
が
置
か
れ
た
あ
る
種
の
精
神
状
況
が
、
公
証
人
自
身
に
作
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、

特
に
ペ
ス
ト
が
周
期
的
に
発
生
し
、
人
び
と
の
命
を
容
赦
な
く
奪
う
時
代
で
は
、《
生
の
は
か
な
さ
》
が
痛
感
さ
れ
、
そ
の
思
い
は
、
あ

ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
依
頼
を
受
け
て
、
死
を
前
に
し
た
遺
言
者
の
家
に
次
々
と
馳
せ
参
じ
、
遺
言
書
を
作
成
す
る
公
証
人
の
心
性
に
も
及
ん

だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
大
規
模
ペ
ス
ト
期
を
生
き
た
人
文
主
義
者
ペ
ト
ラ
ル
カ
（
彼
も
公
証
人
を
目
指
し
て
い
た
ひ
と
り
で
あ
る
）

は
、
目
の
前
で
友
人
の
疫
病
死
に
直
面
し
て
、
こ
う
書
い
て
い
る
（
一
三
四
九
年
）
│
│

彼
も
ま
た
、
現
在
こ
の
世
を
荒
廃
さ
せ
て
い
る
疫
病
に
突
然
襲
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
れ
は
黄
昏
時
で
あ
っ
た
。
友
人
た
ち
と
晩
餐
を
す
ま

せ
た
あ
と
で
、
彼
は
、
残
さ
れ
た
夜
の
時
間
を
我
々
と
語
り
合
っ
て
過
ご
し
、
我
々
の
間
の
友
情
や
お
互
い
の
関
心
事
に
つ
い
て
思
い
出
を
語
っ
て

い
た
。
そ
れ
か
ら
、
そ
の
夜
、
彼
の
身
体
に
は
激
痛
が
走
っ
た
。
彼
は
、
そ
の
激
痛
を
不
屈
の
精
神
で
耐
え
抜
い
た
。
そ
れ
か
ら
翌
朝
、
忽
然
と
息

を
引
き
取
っ
た
。
今
や
身
近
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
恐
怖
は
弱
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
三
日
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
彼
の
子
供
た
ち
と
世
帯

人
の
全
員
が
彼
の
後
を
追
っ
て
死
ん
で
い
っ
た
。

さ
あ
、
死
す
べ
き
人
間
よ
、
保
持
で
き
な
い
ほ
ど
の
富
の
山
を
築
き
上
げ
る
た
め
に
、
汗
し
、
あ
え
ぎ
、
苦
労
し
て
、
海
と
山
を
さ
ま
よ
い
歩
く

が
よ
い
。
し
か
し
栄
光
は
長
続
き
し
な
い
。
我
々
が
歩
む
人
生
は
眠
り
に
す
ぎ
な
い
。
何
を
し
よ
う
が
、
そ
れ
は
夢
に
過
ぎ
な
い
。
死
の
み
が
、
眠

り
を
打
ち
破
り
、
夢
か
ら
目
を
覚
ま
し
て
く
れ
る
。
あ
あ
、
せ
め
て
そ
の
前
に
目
を
覚
ま
せ
た
ら
い
い
の
だ
が
27
。

ペ
ス
ト
期
、
と
り
わ
け
大
規
模
ペ
ス
ト
期
を
生
き
る
人
び
と
に
と
っ
て
、《
生
の
は
か
な
さ
》
は
、
痛
感
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
。
疫
病
の
流
行
時
、
瀕
死
の
病
人
を
相
手
に
、
業
務
と
し
て
遺
言
書
の
作
成
に
携
わ
る
公
証
人
に
と
っ
て
も
、
こ
の
ペ
ト
ラ
ル
カ
の
置
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か
れ
た
状
況
に
近
い
も
の
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
次
々
と
臨
終
に
立
会
う
な
か
で
、
そ
の
思
い
が
公
証
人
自
身
の
心

性
と
し
て
遺
言
書
に
に
じ
み
出
て
い
る
高
い
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
仮
説
的
な
立
場
に
立
っ
て
本
章
の
遺
言
書
全
体
を
展
望
し
て

み
よ
う
。

表
「
大
規
模
ペ
ス
ト
期
の
遺
言
書
と
一
三
世
紀
・
一
四
世
紀
前
半
に
書
か
れ
た
遺
言
書
」
は
、
遺
言
書
の
遺
贈
内
容
の
分
類
、
記
載
内

容
を
比
較
す
る
た
め
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
扱
う
遺
言
書
の
数
が
少
な
く
、
ま
た
遺
言
者
や
公
証
人
の
地
域
・
個
人
・
作
成
時
期
そ
の

他
の
事
情
の
違
い
も
あ
る
の
で
、
あ
く
ま
で
条
件
付
き
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
次
の
こ
と
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま

ず
、「
表
」
の
最
後
の
項
目
「
生
の
不
確
か
さ
、
死
の
確
か
さ
、
神
の
裁
き
へ
の
言
及
」
に
つ
い
て
、
大
規
模
ペ
ス
ト
期
の
遺
言
書
（
第

一
遺
言
書
か
ら
第
六
遺
言
書
）
の
場
合
、
第
一
遺
言
書
を
除
い
て
、
す
べ
て
、「
生
の
不
確
か
さ
、
死
の
確
か
さ
・
・
」
に
つ
い
て
の
言

及
が
認
め
ら
れ
る
（
記
載
率
八
三
パ
ー
セ
ン
ト
）。
そ
れ
に
対
し
て
、
一
三
世
紀
の
遺
言
書
（
第
七
遺
言
書
か
ら
第
一
一
遺
言
書
）
に
つ

い
て
は
、
そ
の
言
及
は
半
数
で
あ
り
（
記
載
率
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）、
書
か
れ
て
い
る
分
量
も
極
め
て
少
な
く
、
一
行
か
、
半
行
で
あ
り
、

数
行
に
及
ん
で
い
る
大
規
模
ペ
ス
ト
期
の
遺
言
書
と
対
照
的
で
あ
り
、
大
規
模
ペ
ス
ト
期
の
遺
言
書
と
一
三
世
紀
の
遺
言
書
と
の
違
い
は

歴
然
と
し
て
い
る
。
大
規
模
ペ
ス
ト
期
の
遺
言
書
の
場
合
、
そ
の
か
な
り
が
、
内
容
が
詳
し
く
、
切
実
さ
が
あ
り
、
と
て
も
常
套
句
│
│

そ
の
部
分
も
あ
ろ
う
が
│
│
と
見
な
し
て
簡
単
に
済
ま
せ
る
よ
う
な
類
で
は
な
い
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
第
六
遺
言
書
で
は
次
の
よ
う
に

書
か
れ
て
い
る
│
│

死
と
生
は
神
の
手
の
も
と
に
あ
り
、
ま
た
生
き
な
が
ら
え
る
望
み
を
も
ち
つ
つ
も
急
死
に
至
る
よ
り
は
死
を
恐
れ
て
生
き
る
方
が
好
ま
し
い
の
だ

か
ら
、
そ
れ
ゆ
え
に
ク
レ
ッ
シ
ー
ノ
・
ブ
ラ
ー
コ
氏
の
娘
、
ジ
ャ
コ
モ
・
ダ
・
ラ
ヴ
ァ
ー
ニ
ャ
の
妻
で
あ
り
、
ロ
ー
デ
ィ
の
市
民
で
あ
る
ジ
ョ
ヴ
ァ
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ン
ナ
夫
人
は
、
健
康
な
精
神
と
良
き
知
力
、
ま
た
良
き
記
憶
力
か
ら
、
た
と
え
そ
の
体
が
病
気
に
冒
さ
れ
て
い
よ
う
と
も
、
常
に
避
け
ら
れ
な
い
こ

の
世
の
は
か
な
さ
を
思
い
、
聖
人
の
こ
と
ば
と
聖
書
に
書
い
て
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
我
々
は
皆
、
こ
の
世
で
の
行
い
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
良
き

も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
悪
し
き
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
釈
明
す
る
た
め
に
キ
リ
ス
ト
の
裁
き
の
前
に
い
る
と
い
う
こ
と
ば
を
胸
に
携
え
る
も
の
で
あ

る
。

第
一
二
遺
言
者
は
、
一
四
世
紀
前
半
の
遺
言
書
な
の
で
別
枠
に
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
わ
ず
か
一
通
し
か
紹
介
で
き
な
い
。
一
四
世
紀

前
半
の
時
代
は
、
ま
だ
到
来
し
て
い
な
い
が
、
飢
饉
な
ど
が
多
発
し
て
お
り
、
心
性
的
に
一
四
世
紀
後
半
に
準
じ
た
苦
難
の
時
代
と
見
な

し
う
る
か
も
し
れ
な
い
時
代
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
別
枠
に
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、
一
三
世
紀
の
遺
言
書
と
は
明
ら
か
に
異
な

っ
て
、「
生
の
は
か
な
さ
」
の
表
現
は
非
常
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
三
）
ペ
ス
ト
前
の
遺
言
書
と
「
大
規
模
ペ
ス
ト
期
」
の
遺
言
書
の
違
い

そ
の
二

│
│
「
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
」
の
こ
と
ば
の
多
さ
に
つ
い
て
│
│

ペ
ス
ト
は
、
中
近
世
で
は
「
神
罰
」
と
見
な
さ
れ
28
、
ペ
ス
ト
に
遭
遇
し
た
人
び
と
は
、
神
に
よ
る
贖
罪
が
い
か
に
恐
ろ
し
い
も
の
で

あ
る
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
疫
病
が
流
行
し
て
、
目
の
前
で
家
族
や
大
量
の
市
民
が
激
痛
に
悶
え
て
、
疫
病
死
す
る
あ
り
さ
ま
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
神
の
怒
り
を
痛
感
し
た
。
そ
し
て
、
生
き
て
い
る
こ
の
世
で
さ
え
こ
れ
ほ
ど
過
酷
な
罰
を
お
与
え
に
な
る
の
だ
か
ら
、

死
後
の
罰
│
│
す
な
わ
ち
、
煉
獄
で
の
贖
罪
│
│
は
い
か
ば
か
り
か
。
そ
れ
を
思
っ
て
、
人
び
と
は
、
煉
獄
の
罰
の
過
酷
さ
を
想
像
し

て
、
震
え
お
の
の
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
生
き
て
い
る
う
ち
に
、
み
ず
か
ら
煉
獄
の
贖
罪
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
こ
と
の
必
要
性
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を
こ
こ
ろ
に
刻
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
ペ
ス
ト
期
に
な
っ
て
贖
罪
と
し
て
お
こ
な
う
宗
教
的
活
動
が
活
発
化
し
た
。
こ
れ
に
は
托
鉢
修
道
会
も
関
与
し
た
。
そ
の

活
動
の
多
く
は
、
従
来
か
ら
存
在
し
て
い
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
い
っ
そ
う
活
発
化
し
た
の
で
あ
る
。
施
療
院
な
ど
で
の
慈
善
活

動
、
教
会
へ
の
喜
捨
、
信
心
会
活
動
、
巡
礼
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
死
後
、
功
徳
と
し
て
神
に
考
慮
し
て
も
ら
う
べ
く
展
開
さ
れ
た
動
き
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
免
罪
符
（
贖
宥
状
）
の
購
入
は
、
す
で
に
十
字
軍
や
聖
年
の
巡
礼
な
ど
の
功
徳
と
し
て
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
が
、

ペ
ス
ト
期
に
な
っ
て
事
実
上
再
生
し
た
新
た
な
動
き
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
一
六
世
紀
初
頭
の
免
罪
符
は
、
煉
獄
の
拷
問
を
軽
減
し
た
い
と

願
う
信
徒
た
ち
に
と
っ
て
誠
に
あ
り
が
た
い
も
の
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
ま
さ
に
煉
獄
の
罰
を
恐
れ
る
気
持
ち
が
、

免
罪
符
の
購
入
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
に
対
す
る
疑
念
が
宗
教
改
革
を
引
き
起
こ
す
要
因
と
な
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、

こ
の
煉
獄
の
罰
の
意
識
を
高
め
た
も
の
こ
そ
、
ペ
ス
ト
で
あ
り
、
そ
の
ペ
ス
ト
は
、
一
方
で
ル
タ
ー
に
神
の
峻
厳
さ
を
痛
感
さ
せ
、
既
成

の
告
解
の
秘
跡
の
能
力
に
懐
疑
を
抱
か
せ
る
と
と
も
に
29
、
同
時
に
、
免
罪
符
へ
の
疑
問
こ
そ
、
宗
教
改
革
の
導
火
線
に
火
を
付
け
る
も

の
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
の
勃
発
の
契
機
こ
そ
、
煉
獄
で
の
《
贖
罪
》
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
も
の

で
あ
っ
た
と
私
は
考
え
る
。

ペ
ス
ト
期
に
は
、
煉
獄
へ
の
恐
怖
の
念
か
ら
、
遺
言
書
に
お
け
る
遺
贈
の
表
現
に
お
い
て
、
特
徴
的
な
傾
向
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
す
な

わ
ち
、
宗
教
的
遺
贈
の
記
載
の
際
に
、
わ
ざ
わ
ざ
「
霊
魂
の
た
め
に
」（
ま
た
は
「
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
」
と
い
う
こ
と
ば
を
、
そ
れ

ま
で
以
上
に
頻
繁
に
添
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
事
実
上
、
霊
魂
が
煉
獄
を
早
く
乗
り
越
え
て
、
天
国
に
達
す
る
よ
う

に
、
と
い
う
願
い
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
ペ
ス
ト
や
飢
饉
の
多
発
が
煉
獄
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
た
の
だ
。

こ
の
こ
と
は
、「
表
」
の
「
霊
魂
救
済
」
の
欄
か
ら
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
大
規
模
ペ
ス
ト
期
の
遺
言
書
に
属
す
る
六
通
の
遺
言
書
（
六

イ
タ
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ア
の
黒
死
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係
史
料
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人
）
に
お
い
て
、
全
部
で
六
七
回
に
及
ん
で
そ
の
こ
と
ば
が
登
場
す
る
（
一
通
に
つ
き
平
均
一
一
・
二
回
）。
特
殊
な
フ
ィ
ー
ナ
・
ダ
・

カ
ッ
ラ
ー
ラ
の
遺
言
書
を
除
い
て
も
、
全
部
で
四
五
回
も
登
場
す
る
。
一
方
、
一
三
世
紀
の
遺
言
書
、
す
な
わ
ち
、
第
七
遺
言
書
（
第
八

遺
言
書
は
第
七
遺
言
書
と
同
一
人
物
な
の
で
合
わ
せ
て
一
通
と
し
て
扱
う
）、
第
九
遺
言
書
、
第
一
〇
遺
言
書
、
第
一
一
遺
言
書
の
全
部

で
四
通
の
遺
言
書
に
お
い
て
、
全
部
で
五
回
登
場
す
る
に
す
ぎ
な
い
（
一
通
に
つ
き
平
均
一
・
三
回
）。
扱
う
遺
言
書
の
数
が
少
な
く
、

さ
ら
に
、
ひ
と
り
の
個
人
的
な
要
素
が
強
く
反
映
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
（
特
に
パ
ド
ヴ
ァ
公
妃
フ
ィ
ー
ナ
・
ダ
・

カ
ッ
ラ
ー
ラ
に
よ
る
第
四
遺
言
書
で
は
、
一
通
で
二
二
回
）、
大
規
模
ペ
ス
ト
期
の
遺
言
書
と
一
三
世
紀
の
遺
言
書
の
間
の
大
き
な
違
い

を
示
す
も
の
（
少
な
く
と
も
そ
の
可
能
性
）
と
し
て
認
識
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ベ
ル
ガ
モ
な
ど
、
遺
言
書
が

大
量
に
保
存
さ
れ
て
い
る
都
市
で
検
証
し
て
み
る
に
値
す
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
ペ
ス
ト
期
の
人
び
と
は
、
ペ
ス
ト
か
ら
受
け
た
心
性
を
遺
言
書
の
な
か
に
か
な
り
表
出
し
て
い
る
と
い
え
そ
う

で
あ
る
。

付
記
（
一
）
黒
死
病
時
代
の
遺
言
書
を
研
究
し
た
Ｓ
・
コ
ー
ン
の
方
法
論
へ
の
批
判

大
規
模
ペ
ス
ト
期
の
遺
言
書
と
一
三
世
紀
の
遺
言
書
と
を
比
較
し
て
、
そ
の
遺
贈
の
量
や
形
態
の
違
い
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま

で
誰
に
よ
っ
て
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
私
は
、
黒
死
病
の
心
性
の
影
響
を
知
る
に
は
、
方
法
論
的
に
見
て
、
こ
の
二
つ
の
時
代
（
一

三
世
紀
と
大
規
模
ペ
ス
ト
期
）
を
比
較
す
べ
き
と
考
え
る
。
中
部
イ
タ
リ
ア
の
六
都
市
に
保
存
さ
れ
た
三
三
八
九
通
の
遺
言
書
の
解
析
を

お
こ
な
っ
た
Ｓ
・
コ
ー
ン
も
こ
の
課
題
に
は
答
え
て
い
な
い
。
こ
こ
に
は
方
法
論
的
な
問
題
が
あ
る
。
彼
の
関
心
は
、「
ペ
ス
ト
以
前
」

の
遺
言
書
と
「
ペ
ス
ト
後
」
の
遺
言
書
に
、
そ
の
遺
贈
の
量
や
形
態
の
相
違
を
認
め
て
、
心
性
の
比
較
史
考
察
を
お
こ
な
う
こ
と
で
あ
っ
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た
。
彼
は
、
先
入
観
と
し
て
、
ペ
ス
ト
が
大
流
行
し
た
《
一
三
四
八
年
》
こ
そ
が
、
心
性
の
変
化
す
る
分
水
嶺
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と

い
う
大
前
提
に
立
っ
て
お
り
、
そ
の
前
提
で
関
連
す
る
時
代
の
遺
言
書
を
解
析
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
一
三
世
紀
の
遺
言
書
に
は
あ
ま
り

目
を
向
け
て
い
な
い
。
彼
に
と
っ
て
「
ペ
ス
ト
以
前
」
と
は
、
事
実
上
、
一
三
〇
〇
年
か
ら
一
三
四
七
年
の
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
方
法
と
し
て
問
題
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
三
四
〇
年
に
大
規
模
な
疫
病
が
起
き
て

い
た
。
ま
た
、
一
三
三
〇
年
代
に
お
い
て
も
、
異
常
気
象
に
よ
っ
て
、
度
重
な
る
凶
作
・
飢
饉
が
も
た
ら
さ
れ
、
人
び
と
は
大
き
な
苦
難

を
受
け
て
い
た
。
一
四
世
紀
前
半
の
苦
難
は
並
々
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
30
。
一
三
三
三
年
、
ア
ル
ノ
川
が
氾
濫
す
る
一
方
、
エ
ト
ナ
山

が
大
噴
火
を
し
て
、
農
作
物
に
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
一
三
三
七
年
に
も
、
同
じ
く
異
常
気
象
に
よ
っ
て
広
域
に
ト
ビ
バ
ッ
タ
の
大
群

が
発
生
し
、
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
で
凶
作
が
起
き
、
さ
ら
に
、
一
三
四
七
年
に
は
大
降
雹
に
よ
っ
て
農
作
物
が
大
被
害
を
受
け
た
。
ジ
ョ
ヴ

ァ
ン
ニ
・
ヴ
ィ
ッ
ラ
ー
ニ
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
襲
っ
た
一
三
四
七
年
の
夏
の
飢
饉
に
つ
い
て
詳
し
く
報
告
し
、
そ
れ
で
四
〇
〇
〇
人
が

死
亡
し
た
と
い
っ
て
い
る
31
。
そ
し
て
、
ペ
ス
ト
が
大
流
行
す
る
直
前
、
一
三
四
八
年
一
月
二
五
日
に
、
北
イ
タ
リ
ア
か
ら
南
ド
イ
ツ
を

中
心
に
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
、
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
（
翌
年
に
は
ロ
ー
マ
で
大
地
震
が
起
こ
っ
た
）。
そ
も
そ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全

域
に
お
い
て
、
一
三
〇
〇
年
以
降
、
地
球
が
寒
冷
期
に
入
っ
た
こ
と
か
ら
人
び
と
は
苦
境
に
陥
っ
て
い
た
。
一
三
一
五
年
か
ら
一
五
一
七

年
に
は
有
名
な
「
大
飢
饉
」
が
発
生
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
「
神
の
怒
り
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
た
32
。
こ
の
「
大
飢
饉
」
に
よ
っ
て

人
口
の
約
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
失
う
都
市
も
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
極
め
て
深
刻
な
困
難
さ
の
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い

こ
と
な
の
で
あ
る
33
。
ま
た
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
家
畜
伝
染
病
が
流
行
し
、
羊
が
激
減
し
た
こ
と
が
修
道
院
の
記
録
か
ら
わ
か
る
。

す
な
わ
ち
、
一
三
一
三
年
に
ラ
ム
ジ
ー
修
道
院
の
三
つ
の
領
地
で
合
わ
せ
て
一
四
九
頭
を
数
え
た
羊
が
、
一
三
一
七
年
に
は
一
七
頭
に
ま

で
減
少
し
て
し
ま
っ
た
34
。
確
か
に
一
四
世
紀
の
前
半
の
時
代
の
災
難
の
度
合
い
は
、
大
規
模
ペ
ス
ト
期
の
黒
死
病
に
よ
る
苦
難
ほ
ど
で
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は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
心
性
は
す
で
に
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
黒
死
病
以
前
に
心
性
は
打
撃
を
受
け
て

い
た
の
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
す
で
に
黒
死
病
以
前
に
そ
れ
は
遺
言
書
を
通
し
て
心
性
に
表
出
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
か
ら
、
コ
ー
ン
が
、
あ
た
か
も
意
表
を
突
く
か
の
よ
う
な
、
逆
説
的
な
指
摘
と
し
て
、
遺
言
書
研
究
の
ま
と
め
と
し
て
、「
六
つ
の

都
市
の
ど
こ
に
お
い
て
も
、
一
三
四
八
年
の
ペ
ス
ト
は
、
過
去
と
の
亀
裂
を
刺
激
し
な
か
っ
た
し
、
信
仰
心
の
新
し
い
方
向
を
も
た
ら
さ

な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
35
、
こ
れ
に
は
問
題
が
あ
る
。
人
び
と
は
そ
れ
以
前
か
ら
過
去
と
の
亀
裂
を
体
験
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

方
法
論
的
な
問
題
性
を
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
黒
死
病
に
よ
る
心
性
等
の
本
質
的
な
変
化
を
見
る
た
め
に
は
、
コ
ー
ン
は
、
比
較
対
象
を
一

三
世
紀
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
調
査
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

付
記
（
二
）
貨
幣
に
つ
い
て

本
章
の
遺
言
書
が
登
場
す
る
時
代
（
一
三
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
）
に
お
い
て
、
貨
幣
は
、
統
一
し
た
も
の
は
存
在
せ
ず
、
度
量
衡
と
同

様
に
、
地
域
や
時
期
に
よ
る
差
が
大
き
く
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
の
価
値
で
あ
る
か
は
、
現
代
と
な
っ
て
は
、
判
断
は
む
ず
か
し
い
。
一

応
、
一
リ
ラ＝

二
〇
ソ
ル
ド
、
二
〇
リ
ラ＝

二
四
〇
デ
ナ
ー
ロ
と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
貨
幣
や
そ
の
価
値
が
統

一
的
に
は
っ
き
り
と
定
ま
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

注⑴

遺
言
書
の
拙
訳
は
順
不
同
で
、
以
下
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
今
回
す
べ
て
改
訳
し
た
）。「
ロ
ー
デ
ィ
司
教
館
所
蔵

中
世
・
ル
ネ
サ
ン
ス
遺
言
書

集
（
選
）」『
文
化
学
年
報
』
同
志
社
大
学
（
一
）
第
五
〇
輯

二
〇
〇
一
年
、（
二
）
第
五
一
輯

二
〇
〇
二
年
、（
三
）
第
五
四
輯

二
〇
〇
五

年
、（
四
）
第
五
五
輯

二
〇
〇
六
年
、（
五
）
第
五
六
輯

二
〇
〇
七
年
。「
ロ
ー
デ
ィ
司
教
館
所
蔵

一
二
三
六
年
の
ロ
ー
デ
ィ
市
民
の
遺
言
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書
」『
人
文
学
』
第
一
七
三
号

二
〇
〇
三
年
。
こ
れ
ら
で
は
、
ロ
ー
デ
ィ
に
お
い
て
、
一
三
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
に
勢
力
を
も
っ
た
ウ
ミ
リ
ア

ー
テ
ィ
修
道
会
の
関
係
が
多
く
認
め
ら
れ
る
（
そ
の
点
に
お
い
て
少
し
割
り
引
い
て
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
）。
テ
キ
ス
ト
は
以
下
に
よ
る
。

G
.

V
ignati,

“D
ocum

enti
per

lo
studio

delle
U

m
iliate

in
L

odi,
T

esi
di

L
aurea

discussa
alla

U
nivesità

C
attolica

di
M

ilano
dell’A

nno

A
ccadem

ico
1985−

86.”

⑵

L
.

C
.

M
auri,

“T
estam

enti
lom

bardi
in

tem
po

di
peste

:
alucune

riflessioni,”
P

este
nera

:
dati

di
una

realtà
ed

elem
enti

di
una

interpretazione,
A

tti
del

X
X

X
C

onvegno
storico

internazionale,
T

odi
10−

13
ottobre

1993,
C

entro
italiano

di
studi

sull’alto
m

edioevo,

1994,
p.218.

⑶

S.
C

ohn,
T

he
C

ult
of

R
em

em
brance

and
the

B
lack

D
eath,

B
altim

ore
&

L
ondon,

1992.
p.1.

⑷

亀
長
洋
子
「
中
世
後
期
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
商
人
貴
族
の
「
家
」・
ア
ル
ベ
ル
ゴ
意
識
│
ロ
メ
ッ
リ
ー
ニ
「
家
」
の
事
例
か
ら
│
」『
イ
タ
リ
ア
学
会
誌
』

一
九
九
六
年

一
九
三
〜
一
九
五
頁
。
山
辺
規
子
「
一
二
世
紀
中
頃
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
遺
言
書
に
み
る
家
族
」『
西
洋
中
世
の
秩
序
と
多
元
性
』
関

西
中
世
研
究
会

一
九
九
四
年
。
三
成
美
保
「
死
後
の
救
済
を
も
と
め
て
」
同
書
。
髙
田
京
比
子
「
サ
ン
・
マ
ル
コ
財
務
官
と
中
世
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
都
市
民：

遺
言
書
史
料
に
見
る
行
政
機
構
の
発
展
」『
史
林
』
第
八
四
巻

第
五
号

二
〇
〇
一
年

三
四
〜
六
五
頁
。
拙
稿
「
ペ
ス
ト
期
史

料
と
し
て
の
年
代
記
と
遺
言
書
の
解
釈
の
問
題
性
」『
文
化
史
学
』
一
九
九
九
年
。

⑸

公
証
人
に
よ
る
法
形
式
の
統
一
に
つ
い
て
は
次
の
書
を
参
照
。S.

C
ohn,

T
he

C
ult

of
R

em
em

brance
and

the
B

lack
D

eath,
p.4.

歴
史
上
の
公

証
人
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
拙
著
『
ル
ネ
サ
ン
ス
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
研
究
│
「
市
民
的
人
文
主
義
」
の
歴
史
理
論
へ
の
疑
問
と
考

察
』
晃
洋
書
房

一
九
九
四
年

第
二
部
第
三
章
第
一
節
。R

.
G

.
W

itt,
H

ercules
at

the
C

rossroads
:

T
he

L
ife,

W
orks,

and
T

hought
of

C
oluccio

Salutati,
D

urham
,

1983,
pp.25−

35.

公
証
人
の
数
に
つ
い
て
は
、
清
水
廣
一
郎
『
イ
タ
リ
ア
中
世
の
都
市
社
会
』
岩
波
書
店

一
九

九
〇
年

第
三
章
参
照
。

⑹

ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
で
は
早
く
か
ら
遺
言
書
が
書
か
れ
て
、
そ
の
詳
細
な
研
究
が
認
め
ら
れ
る
。E

pstein,
W

ills
and

W
ealth

in
M

edieval
G

enoa,
1150

−
1250,

C
am

bridge,
M

assachusetts,
and

L
ondon,

1984.

⑺

ル
・
ゴ
ッ
フ
（
池
田
健
二
・
菅
沼
潤
訳
）『
中
世
の
身
体
』
藤
原
書
店

一
八
一
〜
一
八
二
頁
。

⑻

ア
リ
エ
ス
（
成
瀨
駒
男
訳
）『
死
を
前
に
し
た
人
間
』
み
す
ず
書
房

一
九
九
〇
年

一
六
三
頁
。

⑼

S.
C

ohn,
D

eath
and

P
roperty

in
Siena,

1205−
1800,

Strategies
for

the
A

fterlife,
B

altim
ore,

1988,
p.1.

イ
タ
リ
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の
黒
死
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史
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⑽
J.

B
yrne,

D
aily

L
ife

during
the

B
lack

D
eath,

W
estport,

C
onnecticut,

L
ondon,

2006,
p.74.

⑾
M

.
R

.
R

occhetta,
“C

astell’A
rquato

nel
1348

:
dai

testam
enti

rogati
dal

notaio
O

berto
del

B
orgo”,

in
«B

ollettino
storico

piacentino»,

L
X

X
X

V
III

（1993

）,pp.25−
53.

L
uisa

C
hiappa

M
auri,

“T
estam

enti
lom

bardi
in

tem
po

di
peste

:
alucune

riflessioni,”
pp.218−

219.

拙
稿

「
書
評P

este
nera

:
dati

di
una

realtà
ed

elem
enti

di
una

interpretazione,
A

tti
del

X
X

X
C

onvegno
storico

internazionale,
T

odi
10−

13

ottobre
1993,

C
entro

italiano
di

studi
sull’alto

m
edioevo,

1994,

」

⑿

S.
C

ohn,
D

eath
and

P
roperty

in
Siena,

p.15.

⒀

B
yrne,

pp.76−
77.

⒁

ル
・
ゴ
ッ
フ
（
渡
辺
香
根
夫
訳
）『
中
世
の
高
利
貸
│
金
も
命
も
│
』
法
政
大
学
出
版
局

一
九
八
九
年

九
五
頁
。

⒂

ス
ト
ロ
ッ
ツ
ィ
家
の
寡
婦
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ラ
は
、
息
子
マ
ッ
テ
ー
オ
（
二
三
歳
）
が
熱
病
で
死
去
し
た
知
ら
せ
を
受
け
た
（
一
四
五
九
年
）。
息

子
マ
ッ
テ
ー
オ
の
死
は
遠
い
異
国
の
地
（
ナ
ポ
リ
）
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
い
っ
た
い
息
子
マ
ッ
テ
ー
オ
の
臨
終
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
│
そ
れ
が
、
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ラ
に
は
非
常
に
気
が
か
り
な
こ
と
で
あ
っ
た
。G

.
B

rucker

（ed.

）,L
iving

on
the

E
dge

in

L
eonardo’s

F
lorence

:
Selected

E
ssays,

B
erkeley,

2005,
p.157.

⒃

B
yrne,

pp.76−
77.

⒄

Storia
della

parrocchia
di

S.
A

gata
in

C
om

o,
D

ocum
enti

D
’archivio,

a
cura

di
C

arlo
e

V
ittorio

R
usconi,

C
om

o,
1983.

⒅

M
auri,

pp.219−
224.

⒆

M
auri,

p.234.

⒇

R
.

W
.

E
m

ery,
“T

he
B

lack
D

eath
of

1348
in

Perpignan”,
Speculum

,
X

L
II,

4

（1967

）,pp.611−
23.

21

Jean-N
oël

B
iraben,

“Plague
and

the
Papacy”,

A
n

E
ncyclopedia,

P.
L

evillain,
general

editor,
vol.2,

R
outledge,

2002.

22

“um
iliati”,

D
izionario

E
nciclopedico

Italiano,
Istituto

della
E

nciclopedia
Italiana,

president
A

ldo
Ferrabino,

R
om

a,
1961.

池
上
俊
一

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
修
道
運
動
』
二
九
七
〜
二
九
八
頁
。

23

E
.

Pifferi,
G

.
Scotti,

G
.

B
onacina,

A
.

Spallino,
G

allio
C

ollegium
C

om
ense,

C
om

o,
1983,

p.24.

24

R
.

C
.

T
rexler,

“D
eath

and
T

estam
ent

in
the

E
piscopal

C
onstitutions

of
Florence

（1327

）,”
R

enaissance
Studies

in
H

onor
of

H
ans

B
aron,

edited
by

A
nthony

M
olho

and
John

T
edeschi,

D
ekalb,

1971,
pp.29−

74.
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25
R

.
C

.
T

rexler,
T

he
B

ishop’s
P

ortion
:

G
eneric

P
ious

L
egacies

in
the

L
ate

M
iddle

A
ges

in
Italy,

in
T

raditio
28,

1972,
p.408.

26
P.

Z
iegler,

T
he

B
lack

D
eath,

L
ondon,

1969,
p.85.

H
.

Jedin,
A

H
istory

of
the

C
ouncil

of
T

rent.
vol.1,

L
ondon,

1957,
p.415.

拙
稿
「
ル

ネ
サ
ン
ス
人
文
主
義
教
皇
と
改
革
問
題
」『
ル
ネ
サ
ン
ス
研
究
』
第
三
号
三
七
頁
。
拙
稿
「
反
宗
教
改
革
時
代
に
お
け
る
教
皇
外
交
│
公
会
議
外

交
の
導
入
と
展
開
」『
文
化
史
学
』
第
三
四
号

一
九
七
八
年
五
五
〜
五
六
頁
。

27

本
史
料
集
（
二
）
第
一
〇
章
「
疫
病
で
死
ん
だ
友
人
に
つ
い
て
│
ペ
ト
ラ
ル
カ
『
近
親
書
簡
集
』
よ
り
」
六
七
頁
。

28

拙
稿
「《
峻
厳
な
神
》
と
ペ
ス
ト
的
心
性
の
支
配
│
一
五
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
立
法
・
政
策
・
判
決
に
心
性
を
読
む
│
」『
人
文
学
』
一
九
一
号
二
〇

一
五
年
四
六
〜
五
九
頁
。

29

拙
稿
「
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
は
ど
う
し
て
起
こ
っ
た
か
│
《
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
》
と
《
学
問
・
理
性
》
の
関
係
か
ら
見
る
」『
文
化
学
年
報
』
第

六
三
輯

二
〇
一
四
年
一
八
四
〜
一
八
五
頁
。

30

拙
稿
「
一
四
世
紀
イ
タ
リ
ア
の
時
代
状
況
と
ペ
ス
ト
」『
人
文
学
』
一
九
〇
号
二
〇
一
二
年
第
一
章
。

31

C
ronica

di
G

iovanni
V

illani,
V

II,
a

cura
della

M
ultigrafica

E
ditrice,

R
om

a,
1980,

L
X

X
X

IV
.

32

W
.

C
.

Jordan,
T

he
G

reat
F

am
ine,

N
orthern

E
uropa

in
the

E
arly

F
ourteenth

C
entury,

Princeton,
1996,

pp.22−
23.

33

p.28.

34

R
.

S.
G

ottfried,
T

he
B

lack
D

eath,
N

ew
Y

ork,
1983,

pp.29−
30.

35

C
ohn,

T
he

C
ult

of
R

em
em

brance
and

the
B

lack
D

eath,
B

altim
ore,

1988,
p.78.

イ
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表
大
規
模
ペ
ス
ト
期
の
遺
言
書
と
一
三
世
紀
、
一
四
世
紀
前
半
に
書
か
れ
た
遺
言
書

不
当
返
還◯××◯××

生
の
不
確
か
さ
、
死
の
確
か
さ
、
神
の
裁
き
へ
の
言
及

な
し

賢
人
が
い
う
に
は
、
我
々
の
生
き
て
い
る
日
々
は
闇
の
よ
う
に
過
ぎ
去
っ
て

し
ま
う
の
だ
か
ら
、
生
き
延
び
る
願
い
を
抱
き
な
が
ら
急
死
に
陥
る
よ
り

は
、
死
を
恐
れ
つ
つ
生
き
て
い
く
方
が
好
ま
し
い
・
・
・

主
の
も
と
で
死
に
ゆ
く
者
は
幸
い
で
あ
る
か
ら
、
聖
書
の
他
の
と
こ
ろ
に
も

こ
う
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
我
々
は
皆
神
の
裁
き
の
目
の
前
に
い
る
。

こ
の
生
涯
に
お
い
て
我
々
が
果
た
し
た
行
い
、
そ
れ
が
善
き
こ
と
で
あ
る
に

せ
よ
、
悪
し
き
こ
と
で
あ
る
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
い
か
な
る
こ
と

で
あ
る
に
せ
よ
、
そ
れ
に
つ
い
て
我
々
は
神
に
報
告
す
る
。」

こ
の
世
の
生
が
不
安
定
な
状
態
に
あ
り
、
現
在
、
目
に
見
え
て
い
る
も
の
も

次
第
に
見
え
な
く
な
る
の
だ
か
ら
、
誰
し
も
皆
、
こ
の
世
の
人
生
の
巡
礼
の

旅
の
残
り
少
な
い
時
に
遺
贈
の
処
理
が
お
こ
な
え
る
よ
う
、
有
益
な
こ
と
に

こ
こ
ろ
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
世
の
人
生
に
お
い
て
死
ほ

ど
確
実
な
も
の
は
ほ
か
に
な
く
、
い
つ
死
が
や
っ
て
来
る
か
と
い
う
こ
と
ほ

ど
不
確
実
な
こ
と
は
ほ
か
に
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ

て
、
人
は
自
分
の
身
の
回
り
の
事
柄
が
一
瞬
の
う
ち
に
覆
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
そ
の
処
理
に
気
遣
う
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
世
の
人

生
に
お
い
て
そ
の
名
声
と
名
誉
が
優
れ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
に
、
ま
た
そ
の

地
位
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
に
、
人
間
の
欺
き
に
気
遣
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。

遺
言
者
が
も
し
こ
の
世
を
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
れ
ば
、
遺
言
者

は
、
主
の
天
界
の
裁
き
場
に
お
い
て
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
を
全
能
な
る
神
、

創
造
主
に
、
救
済
の
た
め
に
委
ね
る
も
の
で
あ
る
。

我
々
の
生
と
死
は
神
の
手
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
さ
ら
に
ま

た
、
生
き
る
望
み
を
抱
い
て
い
な
が
ら
急
死
し
て
し
ま
う
よ
り
も
死
を
恐
れ

な
が
ら
生
き
て
い
く
方
が
望
ま
し
い
・
・
・

死
と
生
は
神
の
手
の
も
と
に
あ
り
、
ま
た
生
き
な
が
ら
え
る
望
み
を
も
ち
つ

つ
も
急
死
に
至
る
よ
り
は
死
を
恐
れ
て
生
き
る
方
が
好
ま
し
い
の
だ
か
ら
、

そ
れ
ゆ
え
に
ク
レ
ッ
シ
ー
ノ
・
ブ
ラ
ー
コ
氏
の
娘
、
ジ
ャ
コ
モ
・
ダ
・
ラ
ヴ

霊
魂
救
済14032210

宗
教

遺
贈
の

総
数14102311

世
俗
的

遺
贈4111033

総
項
目29720491213

都
市
・
公
証
人

プ
ラ
ー
ト

ラ
ナ
ル
ド
・
デ
ィ
・
バ
ン
ド
ゥ

ッ
チ
ョ

ロ
ー
デ
ィ

ラ
ン
チ
ェ
ス
キ
ー
ノ
・
ガ
ッ
リ

ロ
ー
デ
ィ

ル
イ
ー
ジ
・
ダ
・
ト
ラ
ダ
ー
テ

マ
ン
ト
ヴ
ァ

マ
バ
ン
デ
ィ
ー
ノ
・
ブ
ラ
ッ
ツ

ィロ
ー
デ
ィ

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ダ
・
ラ
ヴ
ァ

ー
ニ
ャ

ロ
ー
デ
ィ

マ
フ
ィ
ー
ノ
・
バ
ロ
ニ
ー
オ
、

ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
ノ
・
ソ
ン
マ
リ

作
成
日

1348
年

6
月

1
日

1351
年

8
月

15日

1357
年

7
月

12日

1378
年

9
月

22日

1388
年

9
月

18日

1400
年

10月
19日

遺
言
者

マ
ル
コ
・
ダ
テ
ィ

ー
ニ
（
市
民
）

ア
マ
ー
タ
・
ダ
・

ク
レ
ス
ピ
ア
ー
テ

ィ
カ
（
寡
婦
）

カ
ラ
ベ
ッ
ロ
・
オ

ル
ゾ
ー
ノ
（
市

民
）

フ
ィ
ー
ナ
・
ダ
・

カ
ッ
ラ
ー
ラ
（
マ

ン
ト
ヴ
ァ
公
妃
）

ベ
ル
ナ
ル
ド
・
タ

ラ
ス
コ
ー
ノ
（
市

民
）

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ナ
・

ダ
・
ラ
ヴ
ァ
ー
ニ

ャ
（
市
民
の
妻
）

第
1
遺
言
書

第
2
遺
言
書

第
3
遺
言
書

第
4
遺
言
書

第
5
遺
言
書

第
6
遺
言
書
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◯×◯×××

ァ
ー
ニ
ャ
の
妻
で
あ
り
、
ロ
ー
デ
ィ
の
市
民
で
あ
る
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ナ
夫
人

は
、
健
康
な
精
神
と
良
き
知
力
、
ま
た
良
き
記
憶
力
か
ら
、
た
と
え
そ
の
体

が
病
気
に
冒
さ
れ
て
い
よ
う
と
も
、
常
に
避
け
ら
れ
な
い
こ
の
世
の
は
か
な

さ
を
思
い
、
聖
人
の
こ
と
ば
と
聖
書
に
書
い
て
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

我
々
は
皆
、
こ
の
世
で
の
行
い
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
良
き
も
の
で
あ
る
に
せ

よ
、
悪
し
き
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
釈
明
す
る
た
め
に
キ
リ
ス
ト
の
裁
き
の

前
に
い
る
と
い
う
こ
と
ば
を
胸
に
携
え
る
も
の
で
あ
る
。

言
及
率

83％

な
し

な
し

人
が
生
き
る
も
死
ぬ
も
神
の
手
の
も
と
に
あ
る
。

私
は
神
の
最
後
の
審
判
を
恐
れ
つ
つ
、
私
の
遺
言
を
熟
慮
し
て
私
の
財
産
を

処
理
す
る
。

な
し

死
の
時
が
い
つ
来
る
か
は
不
確
実
で
あ
る
に
し
て
も
、
賢
明
な
人
間
の
精
神

に
と
っ
て
は
、
死
の
時
が
来
る
こ
と
は
確
実
な
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
身
体
が
衰
弱
し
て
来
た
時
に
は
、
死
の
到
来
は
い

っ
そ
う
懸
念
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
世
の
財
産
の
整
理

に
と
っ
て
も
同
様
の
こ
と
で
あ
る
。
一
家
の
主
が
遺
言
書
を
残
さ
ず
に
死
去

し
、
財
産
を
未
整
理
の
ま
ま
に
残
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
死
の
到
来
は
い

っ
そ
う
懸
念
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

言
及
率

50％

6.7110402

1.3

6.7943605

3.7

3.745320019

8.5

21.822171734928

21.2

ー
ヴ
ァ

ロ
ー
デ
ィ

ル
ベ
ー
オ
・
ダ
・
ド
ヴ
ェ
ー
ナ

ロ
ー
デ
ィ

ド
ッ
ソ
・
デ
ィ
・
ド
ヴ
ァ
ー
リ
オ

ロ
ー
デ
ィ

コ
ッ
タ
・
マ
ー
デ
ィ
オ
、
バ
ッ

シ
ア
ー
ノ
・
フ
ェ
ッ
ラ
ー
ト

ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ

バ
ル
ト
ロ
メ
ー
オ
・
フ
ォ
ル
ナ

ー
リ

ロ
ー
デ
ィ

チ
ェ
ン
タ
ル
ド
・
ダ
・
ス
ピ
ー

ノ
、
ア
ル
ジ
シ
オ
・
ス
コ
ト
ー

ネ
、
バ
ッ
シ
ア
ー
ノ
・
フ
ェ
ッ

ラ
ー
ト

ロ
ー
デ
ィ

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
イ
セ
ン
バ
ル

ド

1229
年

1
月

10日

1236
年

9
月

21日

1248
年

11月
15日

1252
年

6
月

8
日

1263
年

11月
19日

14
世
紀

1335
年

1
月

26日

ブ
レ
ゴ
ン
デ
ィ
オ

・
デ
ナ
ー
リ

同
上

（
書
換
え
遺
言
書
）

ジ
ャ
コ
モ
・
モ
レ

ー
ナ

オ
ベ
ル
ト
・
ロ
メ

ッ
リ
ー
ノ

ベ
ッ
ラ
カ
ー
ラ
・

モ
レ
ー
ナ
（
寡

婦
）

ス
テ
ー
フ
ァ
ノ
・

ヴ
ォ
ル
ト
リ
ー
ノ

大
規
模

ペ
ス
ト
期

平
均

第
7
遺
言
書

（
第

8
遺
言
書
）

第
9
遺
言
書

第
10遺
言
書

第
11遺
言
書

（
14
世
紀
前
半
）

第
12遺
言
書

ペ
ス
ト
期
前

平
均

イ
タ
リ
ア
の
黒
死
病
関
係
史
料
集
（
一
〇
）
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史
料

大
規
模
ペ
ス
ト
期
の
遺
言
書

凡
例人

名
は
ラ
テ
ン
語
読
み
を
イ
タ
リ
ア
語
読
み
に
変
え
て
表
記
し
て
い
る
。

便
宜
的
な
理
由
か
ら
、
内
容
に
応
じ
て
改
行
し
、
さ
ら
に
見
出
し
を
付
け
て
い
る
。

〈
・
・
・
〉
や
「
・
・
・
」
は
文
字
が
消
え
て
解
読
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

解
説

第
一
遺
言
書

一
三
四
八
年
、
プ
ラ
ー
ト
市
民
マ
ル
コ
・
ダ
テ
ィ
ー
ニ
（M

arco
D

atini

）
の
遺
言
書
に
つ
い
て

プ
ラ
ー
ト
の
商
人
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ダ
テ
ィ
ー
ニ
（
一
三
三
五
〜
一
四
一
〇
）
は
、
膨
大
な
中
世
の
商
業
関
係
な
ど
の
史
料
を
残
し
た
こ
と

で
有
名
で
あ
る
が
、
こ
の
遺
言
書
は
彼
の
父
親
マ
ル
コ
・
ダ
テ
ィ
ー
ニ
（
一
三
四
八
年
没
）
の
遺
言
書
で
あ
る
。
マ
ル
コ
は
、
一
三
四
八
年
の
ペ

ス
ト
に
よ
る
犠
牲
者
で
あ
る
。
彼
は
、
こ
の
遺
言
書
の
な
か
で
、
相
続
人
と
し
て
他
の
家
族
の
す
べ
て
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
の
で
、
マ
ル
コ
が

家
族
の
最
初
の
犠
牲
者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
六
人
か
ら
成
る
マ
ル
コ
の
家
族
の
う
ち
で
生
き
残
っ
た
の
は
、
た
だ
二
人
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ

と
そ
の
弟
の
ス
テ
ー
フ
ァ
ノ
だ
け
で
あ
っ
た
。
作
成
日
が
一
三
四
八
年
六
月
一
日
と
あ
る
の
で
、
一
三
四
八
年
一
月
に
ピ
サ
に
上
陸
し
た
ペ
ス
ト

は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
三
月
、
プ
ラ
ー
ト
に
四
月
か
五
月
頃
に
達
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
遺
言
者
マ
ル
コ
は
、
プ
ラ
ー
ト
の
「
商
店
主
」
で
あ
っ
た

が
（
組
合
の
記
録
か
ら
わ
か
る
）、
こ
の
遺
言
書
が
示
す
よ
う
に
あ
る
程
度
の
財
産
を
残
し
、
そ
の
財
産
は
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ダ
テ
ィ
ー
ニ
が

ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
│
│
こ
こ
で
商
人
と
し
て
大
成
功
し
た
│
│
に
お
い
て
足
場
を
築
く
時
の
重
要
な
資
金
に
利
用
さ
れ
た
。

ダ
テ
ィ
ー
ニ
家
が
ペ
ス
ト
に
襲
わ
れ
た
時
、
母
親
は
妊
娠
中
で
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ダ
テ
ィ
ー
ニ
は
、
弟
か
妹
を
、
見
ぬ
ま
ま
に
母
親
と
と

も
に
失
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
一
家
は
、
胎
児
も
含
め
る
と
、
七
人
家
族
の
う
ち
五
人
が
疫
病
死
し
た
の
で
あ
る
。

― ２６９ ―
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第
一
遺
言
書

一
三
四
八
年
、
マ
ル
コ
・
ダ
テ
ィ
ー
ニ
の
遺
言
書
⑴

一

遺
言
者
の
心
身
の
健
康
と
口
頭
に
よ
る
作
成

（
書
き
判
）
神
の
名
に
お
い
て
。
プ
ラ
ー
ト
の
ポ
ル
タ
・
フ
イ
ア
（Fuia

）
地
区
に
居
住
し
た
故
ダ
テ
ィ
ー
ノ
（D

atino

）
の
息
子
で

あ
る
遺
言
者
マ
ル
コ
は
、
キ
リ
ス
ト
の
恩
寵
に
よ
り
、
心
身
の
健
康
な
状
態
に
お
い
て
、
こ
こ
に
自
己
の
財
産
を
処
理
す
る
こ
と
を
望

み
、
遺
言
書
を
み
ず
か
ら
の
ペ
ン
で
書
か
ず
に
こ
の
よ
う
に
口
頭
に
よ
っ
て
作
成
す
る
こ
と
を
決
し
た
。

二

遺
言
者
の
埋
葬
先
の
指
定

ま
ず
始
め
に
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
遺
体
の
埋
葬
先
と
し
て
プ
ラ
ー
ト
の
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
教
会
を
選
び
、
そ
こ
に
埋
葬
さ

れ
る
こ
と
を
望
む
。

三

自
己
の
霊
魂
の
た
め
の
遺
贈

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
た
め
に
、
プ
ラ
ー
ト
市
の
大
聖
堂
で
あ
る
サ
ン
ト
・
ス
テ

ー
フ
ァ
ノ
教
区
教
会
の
参
事
会
の
会
堂
（canonica

）
に
お
い
て
ミ
サ
を
挙
げ
る
た
め
に
一
〇
ソ
ル
ド
を
遺
贈
す
る
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
た
め
に
、
先
の
サ
ン
ト
・
ス
テ
ー
フ
ァ
ノ
教
会
の
な
か
に

あ
る
「
聖
母
マ
リ
ア
の
チ
ン
ト
ゥ
ー
ラ
」
の
新
し
い
礼
拝
堂
の
祭
壇
に
二
〇
ソ
ル
ド
を
遺
贈
す
る
。

イ
タ
リ
ア
の
黒
死
病
関
係
史
料
集
（
一
〇
）

― ２７０ ―



同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
た
め
に
、
プ
ラ
ー
ト
の
ポ
ル
タ
・
フ
イ
ア
地
区
の
サ
ン
・

ピ
エ
ト
ロ
教
会
の
参
事
会
の
会
堂
に
一
〇
ソ
ル
ド
を
遺
贈
す
る
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
た
め
に
、
プ
ラ
ー
ト
の
ポ
ル
タ
・
フ
イ
ア
地
区
の
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
教
会

の
聖
母
マ
リ
ア
信
心
会
に
二
〇
ソ
ル
ド
を
遺
贈
す
る
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
た
め
に
、
プ
ラ
ー
ト
の
サ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
修
道
会
の
修
道
院
に
ミ

サ
を
挙
げ
る
た
め
に
二
〇
ソ
ル
ド
を
遺
贈
す
る
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
た
め
に
、
プ
ラ
ー
ト
の
サ
ン
タ
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
修
道
院
に
一
〇
ソ
ル
ド
を

遺
贈
す
る
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
た
め
に
、
プ
ラ
ー
ト
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
修
道
会
の
修
道
院
に
一
〇
ソ
ル

ド
を
遺
贈
す
る
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
た
め
に
、
オ
ル
ト
レ
・
ビ
セ
ン
ツ
ィ
オ
（O

ltre
B

isenzio

）
の
サ
ン
タ
ン

ナ
教
会
の
な
か
に
あ
る
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
の
新
し
い
祭
壇
を
装
飾
す
る
た
め
に
、
一
〇
ソ
ル
ド
を
遺
贈
す
る
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
た
め
に
、
プ
ラ
ー
ト
の
サ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
信
心
会
に
一
〇
ソ
ル
ド
を

遺
贈
す
る
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
た
め
に
、
プ
ラ
ー
ト
の
「
ド
ル
チ
ェ
の
家
」
の
貧
民
た
ち
と
同
施
設
そ
の

も
の
に
二
〇
ソ
ル
ド
を
遺
贈
す
る
。
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四

遺
贈
の
支
払
い
期
限

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
に
よ
っ
て
遺
贈
さ
れ
た
上
記
の
す
べ
て
は
、
下
記
の
相
続
人
並
び
に
そ
の
後
見
人
に
よ
っ
て
、
遺
言

者
の
死
ん
だ
日
か
ら
三
年
以
内
に
支
払
い
が
遂
行
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
、
こ
こ
に
遺
言
者
は
申
し
渡
し
、
命
じ
か
つ
遺
言
す
る
。

五

不
当
利
得
返
還
の
た
め
の
財
産
の
凍
結

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
の
全
財
産
は
、
遺
言
者
が
不
当
に
ま
た
は
不
法
に
強
奪
、
横
領
し
た
も
の
を
返
還
す
る
た
め
に
凍
結

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
、
遺
言
者
は
こ
こ
に
遺
言
し
、
定
め
か
つ
欲
す
る
。

六

相
続
人
の
任
命

現
在
も
し
く
は
将
来
の
法
ま
た
は
法
令
に
も
と
づ
く
他
の
動
産
お
よ
び
不
動
産
の
財
産
に
つ
い
て
は
、
遺
言
者
は
、
そ
の
相
続
人
と
し

て
、
遺
言
者
の
子
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
、
ノ
フ
リ
、
ス
テ
ー
フ
ァ
ノ
及
び
ヴ
ァ
ン
ア
、
さ
ら
に
妊
娠
中
の
妻
ヴ
ェ
ル
ミ
リ
ア
か
ら
生
ま
れ
る

息
子
ま
た
は
娘
を
任
ず
る
。
そ
し
て
い
ず
れ
の
者
も
均
分
に
分
け
て
相
続
す
る
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
万
一
、
合
法
的
婚
姻
か
ら
生
ま
れ

た
嫡
出
子
の
息
子
を
持
た
ぬ
ま
ま
一
八
歳
に
な
る
前
に
彼
ら
の
誰
か
が
死
去
し
た
場
合
、
死
去
し
た
者
の
代
わ
り
に
生
き
残
っ
た
者
た
ち

を
被
後
見
人
の
相
続
人
と
し
て
、
ま
た
信
託
遺
贈
人
と
し
て
任
ず
る
。

七

妻
へ
の
財
産
の
用
益
権
の
遺
贈
と
そ
の
条
件

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
の
妻
ヴ
ェ
ル
ミ
リ
ア
が
先
の
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
貞
節
に
か
つ
正
直
に
生
活
を
営
み
、
寡
婦
と
し
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て
の
生
活
を
守
り
、
嫁
資
の
返
還
を
要
求
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
彼
女
に
遺
言
者
の
す
べ
て
の
財
産
の
用
益
権
を
遺
贈
す
る
も
の
と
す

る
。

八

上
記
の
相
続
人
が
す
べ
て
死
去
し
た
場
合
の
相
続
人

そ
し
て
も
し
遺
言
者
の
子
と
先
に
述
べ
た
相
続
者
た
ち
の
す
べ
て
の
者
が
未
成
年
の
う
ち
に
死
去
す
る
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
れ
ば
、
遺

言
者
は
、
兄
弟
で
あ
り
、
先
の
ダ
テ
ィ
ー
ノ
の
息
子
で
あ
る
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
デ
ィ
・
ダ
テ
ィ
ー
ノ
が
、
彼
ら
ま
た
は
最
後
に
亡
く
な
っ
た

者
に
代
わ
っ
て
相
続
す
る
も
の
と
す
る
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
遺
言
者
は
遺
言
者
の
妻
の
ヴ
ェ
ル
ミ
リ
ア
に
対
し
て
、
ポ
ル
タ
・
フ
イ
ア
に
あ
る

プ
ラ
ー
ト
の
事
務
所
と
と
も
に
遺
言
者
の
家
と
そ
の
使
用
権
、
そ
し
て
寝
台
、
家
財
道
具
と
家
に
あ
る
す
べ
て
の
物
を
、
彼
女
が
寡
婦
と

し
て
貞
節
に
か
つ
名
誉
を
も
っ
て
生
き
続
け
る
限
り
に
お
い
て
、
遺
贈
す
る
も
の
と
す
る
﹇
・
・
・
・
﹈。

九

霊
魂
の
た
め
の
遺
贈

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
と
そ
の
親
類
の
霊
魂
の
た
め
に
プ
ラ
ー
ト
市
の
ド

ゥ
オ
ー
モ
で
あ
る
サ
ン
ト
・
ス
テ
ー
フ
ァ
ノ
・
ピ
エ
ー
ヴ
ェ
教
会
に
あ
る
新
し
い
「
聖
母
マ
リ
ア
の
チ
ン
ト
ゥ
ー
ラ
礼
拝
堂
」
に
礼
拝
堂

の
装
飾
と
聖
母
の
栄
誉
の
た
め
に
二
五
リ
ラ
を
遺
贈
す
る
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
遺
言
者
は
プ
ラ
ー
ト
の
ポ
ル
タ
・
フ
イ
ア
の
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
・
フ
ォ
レ
ッ
ロ
教

会
の
管
財
委
員
会
に
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
と
そ
の
親
類
の
霊
魂
の
た
め
に
五
リ
ラ
を
遺
贈
す
る
。

― ２７３ ―

イ
タ
リ
ア
の
黒
死
病
関
係
史
料
集
（
一
〇
）



ま
た
、
同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
み
ず
か
ら
の
霊
魂
と
そ
の
親
類
の
霊
魂
の
た
め
に
ポ
ル
タ
・
フ
イ
ア
の
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ

ア
会
の
施
設
の
貧
民
並
び
に
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
会
そ
の
も
の
に
、
五
リ
ラ
を
遺
贈
す
る
。

ま
た
、
同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
プ
ラ
ー
ト
の
救
貧
院
「
ド
ル
チ
ェ
の
家
」
の
施
設
の
貧
民
並
び
に
そ
の
施
設
そ
の
も
の
に

五
リ
ラ
を
み
ず
か
ら
の
霊
魂
と
そ
の
親
類
の
霊
魂
の
た
め
に
遺
贈
す
る
。

一
〇

妹
の
扶
養
と
そ
の
条
件

ま
た
、
同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
遺
言
者
の
妹
で
あ
り
、
故
ベ
ッ
テ
ィ
ー
ノ
・
ベ
ッ
テ
ィ
ー
ニ
の
妻
で
あ
っ
た
カ
テ
リ
ー

ナ
に
対
し
て
、
彼
女
が
寡
婦
の
ま
ま
で
嫁
資
を
も
た
な
い
限
り
に
お
い
て
、
カ
テ
リ
ー
ナ
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
寡
婦
の
ま
ま
で
い
て
貞
節

な
生
活
を
守
る
な
ら
ば
、
毎
年
一
二
袋
の
上
質
の
混
ぜ
物
の
な
い
小
麦
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。

一
一

後
見
人
の
指
名

遺
言
者
の
上
記
の
子
ら
の
後
見
人
と
し
て
以
下
の
者
を
指
名
す
る
。

故
グ
ッ
チ
ョ
氏
の
息
子
バ
ル
ツ
ァ
ロ
ー
ネ
、
故
ダ
テ
ィ
ー
ノ
の
息
子
ア
ン
ジ
ェ
ロ
、
故
ジ
ュ
ン
タ
の
息
子
ピ
エ
ー
ロ
、
遺
言
者
の
妻
で

あ
る
プ
ラ
ー
ト
の
ポ
ル
タ
・
フ
イ
ア
の
ヴ
ェ
ル
ミ
リ
ア
夫
人
・
・
・

遺
言
者
は
こ
れ
ら
の
人
々
に
対
し
て
財
産
目
録
を
つ
く
り
、
遺
言
者
の
子
ど
も
の
保
護
の
実
行
に
つ
い
て
報
告
す
る
義
務
を
課
す
・
・

・
。
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一
二

本
遺
言
書
の
有
効
性

遺
言
者
は
、
こ
れ
が
遺
言
者
の
遺
言
で
あ
る
こ
と
、
並
び
に
こ
れ
が
遺
言
書
の
法
に
も
と
づ
い
て
有
効
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
も
し
遺

言
書
の
法
に
も
と
づ
い
て
有
効
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
遺
言
補
足
書
の
法
に
も
と
づ
い
て
有
効
で
あ
り
、
他
の
遺
言
書
と
同

程
度
に
有
効
で
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
明
す
る
。

一
三

他
の
遺
言
書
の
無
効
化

遺
言
書
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
作
成
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
他
の
遺
言
書
や
遺
言
を
す
べ
て
取
り
消
し
、
無
効
と
す
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
文

書
は
プ
ラ
ー
ト
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
プ
ラ
ー
ト
の
ポ
ル
タ
・
フ
イ
ア
の
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
会
の
貧
民
の
家
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
。

一
四

臨
席
者

臨
席
さ
れ
た
方
々
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

故
テ
ィ
エ
ー
ロ
の
息
子
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
托
鉢
修
道
士
（
先
に
述
べ
た
貧
民
の
家
の
施
設
長
）、
故
ヴ
ァ
ン
ニ
の
息
子
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン

ニ
托
鉢
修
道
士
、
グ
ル
ー
ノ
・
ジ
ュ
ン
テ
ィ
、
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ヴ
ェ
ッ
ツ
ォ
ー
リ
、
ジ
ャ
コ
モ
・
フ
ァ
ル
ク
ッ
チ
、
セ
ル
・
ジ
ュ
ス
タ
ト
・

ボ
ナ
フ
ェ
ー
デ
、
お
よ
び
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
会
の
家
の
家
族
、
証
人
で
あ
る
プ
ラ
ー
ト
の
ポ
ル
タ
・
サ
ン
・
ト
リ
ニ
タ
の
ボ
ン
バ
チ
ー

ノ
・
パ
ガ
ネ
ッ
リ
、
ミ
ケ
ー
レ
・
フ
ェ
イ
が
本
遺
言
者
か
ら
呼
び
求
め
ら
れ
た
。
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一
五

遺
言
書
の
作
成
日

主
の
年
の
一
三
四
八
年
、
イ
ン
デ
ィ
ク
テ
ィ
オ
の
元
年
⑵
、
六
月

一
日
。

一
六

遺
言
書
を
作
成
し
た
公
証
人

（
書
き
判
）
帝
国
の
権
威
に
よ
っ
て
判
事
で
あ
り
公
証
人
で
あ
る

私
こ
と
、
プ
ラ
ー
ト
の
故
バ
ン
ド
ゥ
ッ
チ
ョ
の
息
子
ラ
ナ
ル
ド
は
、

先
に
述
べ
た
す
べ
て
の
こ
と
の
た
め
に
こ
こ
に
臨
席
し
、
こ
こ
に
公

的
に
呼
び
求
め
ら
れ
、
こ
れ
を
記
載
し
た
。

解
説

第
二
遺
言
書

一
三
五
一
年
、
ア
マ
ー
タ
・
ダ
・
ク
レ
ス
ピ
ア
ー
テ

ィ
カ
（A

m
ata

C
respiatica

）（
故
フ
ラ
ン
キ
ー
ノ
・
ダ
・
ク
レ
ス
ピ
ア
ー
テ

ィ
カ
の
妻
）
の
遺
言
書
に
つ
い
て

ロ
ー
デ
ィ
の
大
聖
堂
（
図
４
）
の
司
教
館
に
残
さ
れ
た
遺
言
書
の
ひ

と
つ
。
寡
婦
と
な
っ
た
女
性
が
作
成
し
た
遺
言
書
で
あ
る
。
ふ
つ
う
女

性
は
夫
よ
り
か
な
り
若
く
結
婚
し
た
こ
と
か
ら
、
し
ば
し
ば
寡
婦
と
し

て
長
く
生
き
た
。
こ
の
女
性
の
場
合
、
財
産
も
多
く
な
く
質
素
な
内
容

図 4 ローディの大聖堂（12～13世紀）
（「ローディ司教館」はこの大聖堂に接して裏側にある）
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で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
全
体
に
高
い
宗
教
性
が
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
こ
の
遺
言
書
で
は
、
土
地
等
の
不
動
産
は
、
娘
の
死
後
は
す
べ
て
ウ
ミ
リ

ア
ー
テ
ィ
修
道
会
に
遺
贈
す
る
と
指
定
さ
て
い
る
。

ま
た
、
遺
言
書
の
作
成
日
は
八
月
一
五
日
、「
マ
リ
ア
被
昇
天
の
祝
日
」
の
日
で
あ
る
。
祝
祭
の
日
を
選
ん
だ
こ
と
か
ら
、
こ
の
遺
言
書
が
突
然

に
死
に
直
前
に
書
か
れ
た
と
い
う
よ
り
、
あ
る
程
度
ま
で
健
康
で
あ
っ
た
時
に
書
か
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
日
本
流
に
い
え
ば
、
縁
起
の
い
い

日
が
好
ま
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
次
の
「
遺
言
書
の
作
成
の
意
図
・
能
力
」
の
記
述
内
容
か
ら
も
い
え
る
。
遺
言
書
で
は
、
決
り
文
句
の
よ
う
に
、

《
死
が
や
っ
て
来
る
の
は
確
実
だ
が
、
い
つ
や
っ
て
来
る
か
は
不
確
実
で
あ
る
》
と
し
ば
し
ば
書
か
れ
て
い
る
。
い
つ
突
然
に
死
に
襲
わ
れ
て
も
い

い
よ
う
に
、
地
域
に
も
よ
る
の
だ
が
、
ふ
つ
う
教
会
は
健
康
時
の
遺
言
書
の
作
成
を
推
奨
し
て
い
た
。

第
二
遺
言
書

一
三
五
一
年
、
ア
マ
ー
タ
・
ダ
・
ク
レ
ス
ピ
ア
ー
テ
ィ
カ

（
故
フ
ラ
ン
キ
ー
ノ
・
ダ
・
ク
レ
ス
ピ
ア
ー
テ
ィ
カ
の
妻
）
の
遺
言
書
⑶

一

作
成
日
・
場
所

（
書
き
判
）
我
ら
が
主
の
名
に
お
い
て
、
ア
ー
メ
ン
。
主
の
誕
生
か
ら
一
三
五
一
年
。
イ
ン
デ
ィ
ク
テ
ィ
オ
の
第
四
年
、
八
月
一
五

日
。
家
長
フ
ラ
ン
キ
ー
ノ
・
ダ
・
ク
レ
ス
ピ
ア
ー
テ
ィ
カ
の
相
続
者
の
居
住
す
る
住
居
、
ロ
ー
デ
ィ
司
教
区
に
あ
る
ク
レ
ス
ピ
ア
ー
テ
ィ

カ
の
地
区
に
て
。

二

臨
席
者
│
│
証
人
と
公
証
人
│
│

臨
席
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
聖
ロ
マ
ー
ニ
・
キ
ヴ
ィ
タ
ー
テ
・
ロ
ー
デ
ィ
教
会
の
主
席
聖
職
者
に
し
て
聖
職
祿
受
領
者
で
あ
る
ジ
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ャ
コ
モ
・
ダ
・
ガ
ル
デ
ィ
ー
ナ
司
祭
、
ト
マ
ジ
ー
ノ
・
ダ
・
ク
レ
ス
ピ
ア
ー
テ
ィ
カ
、
現
在
ク
レ
ス
ピ
ア
ー
テ
ィ
カ
の
先
に
述
べ
た
地
区

に
住
む
パ
ガ
ー
ノ
・
デ
・
ベ
ル
ゼ
ー
ネ
・
ベ
ル
ガ
モ
、
ク
レ
ス
ピ
ア
ー
テ
ィ
カ
の
先
に
述
べ
た
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
ー
ノ
、
ク
レ
ス
ピ
ア
ー
テ

ィ
カ
の
地
域
に
住
む
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
リ
ー
ノ
・
ダ
・
ヴ
ァ
ロ
ー
タ
、
ザ
ノ
ー
ネ
・
ダ
・
サ
マ
ラ
ー
タ
、
そ
れ
に
ロ
ー
デ
ィ
の
「
愛
の
聖
霊

会
」
の
修
道
士
の
ク
レ
モ
ネ
ン
セ
・
パ
ム
ッ
ロ
で
あ
る
。
す
べ
て
の
証
人
は
招
か
れ
た
者
で
知
人
で
あ
る
。
ロ
ー
デ
ィ
市
の
公
認
公
証
人

で
あ
る
プ
ロ
ー
モ
・
ガ
ッ
リ
の
第
二
公
認
公
証
人
と
し
て
の
了
解
を
得
た
。

三

遺
言
書
の
作
成
の
意
図
・
能
力

故
ゲ
ラ
ル
ド
・
カ
ガ
モ
ス
テ
ィ
の
娘
で
あ
り
、
ま
た
故
フ
ラ
ン
キ
ー
ニ
・
ダ
・
ク
レ
ス
ピ
ア
ー
テ
ィ
カ
の
妻
で
あ
る
ア
マ
ー
タ
は
、
ロ

ー
デ
ィ
司
教
区
の
者
で
あ
り
、
精
神
の
健
康
と
正
し
い
記
憶
か
ら
そ
の
財
産
を
処
理
し
整
理
す
る
こ
と
を
欲
し
て
、
賢
人
の
こ
と
ば
に
思

い
を
馳
せ
る
者
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
賢
人
が
い
う
に
は
、
我
々
の
生
き
て
い
る
日
々
は
闇
の
よ
う
に
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
、
生

き
延
び
る
願
い
を
抱
き
な
が
ら
急
死
に
陥
る
よ
り
は
、
死
を
恐
れ
つ
つ
生
き
て
い
く
方
が
好
ま
し
い
の
で
あ
る
。

遺
言
者
は
法
と
規
則
に
し
た
が
っ
て
遺
言
書
を
作
成
し
た
。
そ
れ
は
遺
言
書
と
遺
言
補
足
書
の
法
規
に
し
た
が
っ
て
そ
れ
を
も
っ
て
ず

っ
と
有
効
で
持
続
で
き
る
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
形
に
お
い
て
そ
の
遺
言
が
ず
っ
と
有
効
と
な
る
こ
と
を
望
み
そ
れ
を
命
ず
る
。

四

こ
の
遺
言
書
の
効
力
と
過
去
の
遺
言
書
の
無
効
化

ま
ず
初
め
に
遺
言
者
は
こ
れ
ま
で
彼
女
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
遺
言
書
、
遺
言
補
足
書
、
命
令
書
が
無
効
な
も
の
と
し
た
。
こ
の
遺
言
書

以
外
に
遺
言
書
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
遺
言
者
が
今
後
ず
っ
と
有
効
な
も
の
で
あ
る
と
欲
す
る
こ
の
遺
言
書
の
み
が
認
め
ら
れ
る
。
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も
し
上
記
の
事
柄
を
有
効
と
す
る
こ
の
遺
言
書
以
外
の
も
の
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
遺
言
者
は
そ
の
一
切
の
遺
言
書
、
遺
言
補
足

書
、
命
令
書
の
価
値
を
無
効
と
し
た
。

五

遺
贈

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
以
下
の
ご
と
く
命
じ
遺
贈
し
た
。
彼
女
の
娘
で
あ
る
修
道
女
マ
ル
ガ
リ
ー
ナ
に
、
一
一
ス
タ
イ
オ
の
ラ
イ
ム
ギ

と
一
一
ス
タ
イ
オ
の
粟
、
そ
れ
に
ロ
ー
デ
ィ
司
教
区
の
バ
ジ
ア
ス
コ
の
領
地
に
遺
言
者
が
所
有
す
る
賃
借
地
か
ら
得
ら
れ
る
毎
年
の
賃
借

料
を
遺
贈
し
た
。
賃
借
料
は
娘
マ
ル
ガ
リ
ー
ナ
が
生
き
て
い
る
間
は
そ
れ
を
保
持
し
享
受
し
所
有
す
る
。
彼
女
が
亡
く
な
っ
た
後
は
、
も

は
や
そ
の
財
産
を
所
有
で
き
な
い
の
で
、
こ
の
賃
借
地
は
マ
ル
ガ
リ
ー
ナ
が
所
属
し
た
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
院
に
遺
贈
す
る
。
そ
し
て

慣
習
法
と
相
続
法
に
し
た
が
う
。

か
よ
う
に
決
定
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
上
記
の
よ
う
に
執
行
さ
れ
る
の
を
願
っ
た
遺
言
者
の
よ
き
冷
静
な
遺
言
で
あ
る
。

六

公
証
人
の
署
名

（
書
き
判
）
私
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
キ
ー
ノ
・
ガ
ッ
リ
、
ロ
ー
デ
ィ
の
パ
ラ
テ
ィ
ー
ノ
の
公
証
人
（notarius

palatinus

）﹇
帝
国
の
権
威
に
も

と
づ
く
公
証
人

﹈

は
こ
の
遺
言
書
作
成
に
立
ち
会
っ
た
。
そ
し
て
故
ア
マ
ー
タ
夫
人
の
こ
の
遺
言
書
を
登
記
す
る
こ
と
を
依
頼
さ
れ
た
。
そ
し
て
私
の
名
前

を
署
名
し
た
。
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図
5

1351
年
、
フ
ラ
ン
キ
ー
ノ
・
ダ
・
ク
レ
ス
ピ
ア
ー
テ
ィ
カ
の
遺
言
書

イ
タ
リ
ア
の
黒
死
病
関
係
史
料
集
（
一
〇
）

― ２８０ ―



「1351年、フランキーノ・ダ・クレスピアーティカの遺言書」のテキスト
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解
説

第
三
遺
言
書

一
三
五
七
年
、
ロ
ー
デ
ィ
市
民
カ
ラ
ベ
ッ
ロ
・
オ
ル
ゾ
ー
ノ
（C

arabello
O

rzono

）
の
遺
言
書
に
つ
い
て

一
三
五
七
年
と
あ
る
が
、
こ
の
時
期
は
、
ペ
ス
ト
で
生
き
残
っ
た
者
が
富
に
恵
ま
れ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
遺
言
書
で
は
、
結
婚
し
た
時
に
、
妻

の
持
参
し
た
嫁
資
は
「
八
〇
リ
ラ
」
と
あ
り
、
ま
た
、
娘
の
た
め
の
嫁
資
と
し
て
「
一
〇
〇
リ
ラ
」
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の

遺
言
者
の
階
層
が
あ
る
程
度
ま
で
特
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
遺
贈
の
な
か
で
目
に
付
く
の
は
、
宗
教
的
な
遺
贈
（「
霊
魂
の
救
済
の
た
め
」）
で
あ
る
。

全
部
で
お
よ
そ
一
〇
点
の
遺
贈
の
う
ち
、
結
婚
に
伴
う
嫁
資
の
遺
贈
（
こ
れ
も
ふ
つ
う
慈
善
行
為
と
さ
れ
た
）
を
含
め
て
八
点
が
宗
教
的
遺
贈
で
あ

る
。特

に
、
嫁
資
へ
の
援
助
は
、
ペ
ス
ト
に
よ
っ
て
各
コ
ム
ー
ネ
で
人
口
が
激
減
し
た
た
め
に
、
人
口
回
復
と
い
う
世
俗
的
な
見
地
か
ら
、
結
婚
が
推

奨
さ
れ
、
ペ
ス
ト
後
に
急
増
し
て
い
る
。
宗
教
的
に
も
、
未
婚
の
女
性
へ
の
嫁
資
の
援
助
は
、
修
道
女
に
な
る
女
性
も
含
め
て
（
こ
の
場
合
、「
キ

リ
ス
ト
と
の
結
婚
」
と
見
な
さ
れ
た
）、
立
派
な
慈
善
行
為
と
考
え
ら
れ
た
。
原
則
的
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
援
助
は
す
べ
て
慈
善
行
為
で
あ
っ

た
│
│
す
な
わ
ち
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
と
は
、
病
人
、
貧
民
、
障
害
者
、
寡
婦
、
子
ど
も
、
孤
児
、
囚
人
、
そ
し
て
未
婚
の
女
性
な
ど
で
あ
る
。

第
三
遺
言
書

一
三
五
七
年
、
ロ
ー
デ
ィ
市
民
カ
ラ
ベ
ッ
ロ
・
オ
ル
ゾ
ー
ノ
の
遺
言
書

一

遺
言
書
の
作
成
日
と
場
所

（
書
き
判
）
神
の
名
に
お
い
て
ア
ー
メ
ン
。
一
三
五
七
年
。
イ
ン
デ
ィ
ク
テ
ィ
オ
の
第
一
〇
年
。
七
月
一
二
日
。

ロ
ー
デ
ィ
の
マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
教
会
の
地
下
埋
葬
所
に
お
い
て
。

出
席
者
は
以
下
の
諸
氏
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
伯
爵
閣
下
で
あ
る
ジ
ョ
ヴ
ァ
ニ
ー
ノ
・
カ
ッ
シ
ー
ノ
お
よ
び
ラ
ン
テ
ル
モ
・
カ
ッ
シ
ー
ノ

の
兄
弟
、
エ
ウ
ジ
ェ
リ
ー
ノ
・
ダ
・
ソ
ル
タ
リ
ー
コ
、
エ
ン
リ
ー
コ
・
サ
ッ
コ
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
カ
モ
リ
ー
ア
、
ロ
デ
シ
ー
ノ
・
ダ
・

イ
タ
リ
ア
の
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サ
ラ
ラ
ー
ノ
、
ア
ル
ベ
ギ
ー
ノ
・
ダ
・
ポ
ス
テ
ス
タ
、
以
上
ロ
ー
デ
ィ
市
民
に
し
て
知
人
で
あ
る
証
人
で
あ
る
。
皆
、
資
格
あ
っ
て
求
め

ら
れ
招
か
れ
た
方
々
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
第
二
公
証
人
と
し
て
合
意
を
得
た
ロ
ー
デ
ィ
市
の
公
証
人
ル
イ
ー
ジ
・
ダ
・
ト
ラ
ダ
ー
テ

で
あ
る
。

二

聖
句
と
遺
言
者
の
遺
言
書
の
作
成
能
力

主
の
も
と
で
死
に
ゆ
く
者
は
幸
い
で
あ
る
か
ら
、
聖
書
の
他
の
と
こ
ろ
に
も
こ
う
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
我
々
は
皆
神
の
裁
き

の
目
の
前
に
い
る
。
こ
の
生
涯
に
お
い
て
我
々
が
果
た
し
た
行
い
、
そ
れ
が
善
き
こ
と
で
あ
る
に
せ
よ
、
悪
し
き
こ
と
で
あ
る
に
せ
よ
、

あ
る
い
は
そ
の
他
の
い
か
な
る
こ
と
で
あ
る
に
せ
よ
、
そ
れ
に
つ
い
て
我
々
は
神
に
報
告
す
る
。」

神
よ
、
ロ
ー
デ
ィ
市
の
故
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
・
オ
ル
ゾ
ー
ノ
の
息
子
カ
ラ
ベ
ッ
ロ
・
オ
ル
ゾ
ー
ノ
は
、
精
神
の
健
康
と
よ
き
記
憶
力
の
状

態
に
お
い
て
、
未
来
の
至
福
と
永
遠
の
幸
福
を
待
ち
望
ん
で
お
り
ま
す
。

三

遺
言
書
作
成
の
意
図
と
有
効
性

遺
言
者
は
自
分
の
死
後
、
財
産
に
関
与
し
そ
れ
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
者
の
間
で
争
い
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
こ
こ
に
遺

言
す
る
。
そ
し
て
遺
言
者
は
こ
の
遺
言
書
、
つ
ま
り
表
明
文
あ
る
い
は
決
定
書
、
処
置
書
を
作
成
し
た
が
、
遺
言
者
は
そ
れ
ら
が
遺
言
法

や
遺
言
補
足
書
や
遺
言
に
し
た
が
っ
て
有
効
な
も
の
と
な
る
こ
と
、
ま
た
は
い
ず
れ
の
法
に
よ
っ
て
も
有
効
な
も
の
と
な
る
こ
と
を
望
む

が
、
こ
れ
が
価
値
を
有
す
る
こ
と
、
ま
た
遺
言
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
公
証
人
の
手
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
他
の
遺
言
書
の
た
め
に
改
変
さ

れ
た
り
、
損
な
わ
れ
た
り
し
な
い
こ
と
を
望
む
。
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四

過
去
の
遺
言
書
の
無
効
化

ま
ず
初
め
に
遺
言
者
は
こ
れ
ま
で
に
遺
言
者
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
遺
言
書
、
決
定
書
、
命
令
書
の
価
値
を
無
効
に
し
た
。
遺
言
者
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
そ
れ
ら
が
発
見
さ
れ
た
場
合
、
先
に
述
べ
た
法
律
に
し
た
が
っ
て
こ
の
遺
言
書
の
み
が
永
久
に
有
効
で
あ
る
と
命
じ

た
。

五

遺
贈
│
│
都
市
・
教
会
・
家
族
・
親
類
│
│

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
神
の
栄
光
の
た
め
に
、
ま
た
自
分
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
ロ
ー
デ
ィ
の
都
市
と
市
壁
外
の
町

の
ど
の
教
会
に
も
一
・
五
リ
ッ
ブ
ラ
の
量
の
大
ろ
う
そ
く
を
遺
贈
し
た
。

遺
言
者
は
、
遺
言
者
の
兄
弟
バ
ッ
シ
ア
ー
ノ
・
オ
ル
ゾ
ー
ノ
の
娘
で
あ
る
コ
ン
フ
ォ
ル
テ
ィ
ー
ナ
と
ボ
シ
ア
に
、
ま
た
将
来
、
合
法
的

な
結
婚
に
よ
っ
て
こ
の
バ
ッ
シ
ア
ー
ノ
の
も
う
け
る
ほ
か
の
娘
に
一
〇
帝
国
リ
ラ
を
遺
贈
し
た
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
自
己
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
故
ペ
リ
ー
ニ
・
ペ
ロ
リ
ー
ニ
の
娘
フ
ロ
ル
ド
ミ
ー
ナ
が
結
婚
す
る

際
の
た
め
に
そ
の
遺
産
か
ら
五
帝
国
リ
ラ
を
遺
贈
し
た
。
ま
た
毎
年
ず
っ
と
、
ヴ
ィ
ー
ニ
ャ
地
区
に
あ
る
福
音
者
サ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ

教
会
に
そ
の
遺
産
か
ら
二
〇
ソ
ル
ド
の
遺
贈
を
命
じ
た
。
こ
の
遺
言
者
カ
ラ
ベ
ッ
ロ
氏
は
、
こ
の
金
を
使
っ
て
、
神
の
栄
光
と
自
己
の
救

済
の
た
め
に
、
こ
の
教
会
に
お
い
て
我
ら
が
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
前
に
置
か
れ
た
い
く
つ
か
の
ラ
ン
プ
に
明
か
り
を
灯
す
に

必
要
な
ろ
う
そ
く
を
買
う
の
を
命
じ
た
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
娘
ベ
ニ
ェ
ー
タ
に
以
下
の
も
の
の
遺
贈
を
命
じ
た
。
結
婚
す
る
時
の
た
め
に
、
遺
言
者
の
財
産
か
ら
一
〇
〇

帝
国
リ
ラ
と
、
そ
れ
に
加
え
新
品
の
飾
り
の
つ
い
た
上
等
の
服
二
着
、
こ
れ
は
申
し
分
な
く
で
き
た
立
派
な
も
の
で
裕
福
さ
の
点
か
ら
見
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て
優
美
に
織
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
同
じ
く
娘
ベ
ニ
ェ
ー
タ
を
相
続
法
に
し
た
が
っ
て
遺
産
の
相
続
人
、
す
な
わ
ち
フ
ァ
ル

キ
デ
ィ
オ
相
続
分
の
相
続
人
に
指
名
し
た
。
娘
は
こ
れ
で
満
足
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
娘
は
財
産
の
う
ち
こ
れ
以
外
の
も
の
に
つ

い
て
要
求
、
獲
得
、
所
有
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
命
じ
た
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
以
下
の
こ
と
を
命
じ
た
。
も
し
今
述
べ
た
娘
ベ
ニ
ェ
ー
タ
が
困
窮
状
態
も
し
く
は
寡
婦
（
こ
う
し

た
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
こ
と
で
あ
る
が
）
に
陥
っ
た
場
合
、
先
に
述
べ
た
遺
言
者
の
家
に
お
い
て
先
に
述
べ
た
相
続
人
た
ち
か
ら
宿
泊

お
よ
び
食
料
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
そ
こ
に
お
い
て
我
々
の
相
続
人
た
ち
お
よ
び
先
に
述
べ
た
遺
言
者
の
財
産
に
よ
っ
て
裕
福

な
食
事
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
彼
女
が
生
涯
ず
っ
と
そ
の
家
に
住
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
命
じ
た
。

六

妻
か
ら
受
け
た
嫁
資
の
確
認

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
カ
ラ
ベ
ッ
ロ
氏
は
妻
ビ
ア
ト
レ
ク
シ
ー
ナ
か
ら
嫁
資
の
名
目
と
し
て
八
〇
帝
国
リ
ラ
を
受
け
取
っ
た

こ
と
を
表
明
し
た
。
す
な
わ
ち
七
七
・
五
リ
ラ
は
動
産
で
、
五
〇
帝
国
ソ
ル
ド
は
現
金
で
あ
っ
た
。
そ
の
金
に
よ
っ
て
カ
ラ
ベ
ッ
ロ
氏
と

の
嫁
資
の
契
約
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
契
約
は
グ
リ
エ
ル
モ
・
ボ
ル
ド
ー
ニ
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
グ
リ
エ
ル
モ
は
一
三
五
一
年
ロ
ー
デ

ィ
の
都
市
の
公
証
人
で
あ
っ
た
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
も
し
先
に
述
べ
た
妻
ビ
ア
ト
レ
ク
シ
ー
ナ
が
貞
節
に
臥
所
を
守
り
、
寡
婦
の
生
活
を
続
け
る
な

ら
ば
、
全
財
産
の
所
有
者
に
し
て
用
益
権
所
有
者
で
あ
る
こ
と
を
定
め
た
。
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七

貧
者
へ
の
慈
善

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
下
記
の
相
続
人
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
命
じ
た
。
す
な
わ
ち
遺
言
者
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
毎

年
そ
の
遺
産
か
ら
、
慈
善
と
し
て
貧
者
に
ラ
イ
麦
と
小
麦
入
り
の
一
モ
ッ
ジ
ョ
﹇
穀
物
を
量
る
単
位
。
時
代
・
地
域
に
よ
っ
て
非
常
に
幅
が
あ
り
、
一
モ

ッ
ジ
ョ
が
一
四
〇
リ
ッ
ト
ル
程
度
か
ら
六
二
〇
リ
ッ
ト
ル
程
度
ま
で

﹈
の
量

の
焼
い
た
パ
ン
を
与
え
る
こ
と
、
た
だ
し
遺
言
者
の
死
去
し
た
年
に
は
四
モ
ッ
ジ
ョ
を
与
え
る
こ
と
を
命
じ
た
。

相
続
人
が
先
に
述
べ
た
施
し
を
お
こ
な
う
こ
と
を
〈
・
・
・
〉。

八

遺
言
執
行
人

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
遺
言
執
行
人
に
以
下
の
者
を
指
名
し
た
。
遺
言
者
の
子
供
で
あ
る
ジ
ョ
ル
ジ
ー
ノ
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン

ニ
、
ベ
ニ
ェ
ー
タ
の
三
名
、
ピ
エ
ー
ト
ロ
・
ク
ィ
ン
テ
ー
リ
、
ま
た
遺
言
者
の
兄
弟
で
あ
る
バ
ッ
サ
ニ
ー
ノ
・
オ
ル
ゾ
ー
ノ
の
二
名
、
ベ

ル
ナ
ル
ド
・
オ
ル
ゾ
ー
ノ
、
ま
た
カ
ブ
リ
ー
ノ
の
息
子
で
あ
り
、
先
に
述
べ
た
遺
言
者
の
甥
で
あ
る
ト
マ
ジ
ー
ノ
・
セ
レ
ー
ニ
ョ
の
二

名
、
そ
し
て
ロ
ー
デ
ィ
市
の
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会
の
修
道
士
ア
ル
ブ
リ
ゲ
ー
ト
・
マ
ネ
ー
ラ
一
名
と
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会
の
誰

で
も
一
名
で
あ
る
。

九

包
括
相
続
人
の
指
名
と
不
測
の
事
態
の
処
理
と
そ
の
他

動
産
・
不
動
産
そ
の
他
何
で
も
権
利
が
見
出
さ
れ
た
場
合
、
遺
言
者
は
そ
の
包
括
相
続
人
に
彼
の
息
子
ジ
ョ
ル
ジ
ー
ノ
と
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン

ニ
を
指
名
し
、
二
人
で
折
半
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。

も
し
先
に
述
べ
た
彼
の
遺
言
者
の
子
供
た
ち
が
嫡
出
子
を
も
た
ず
に
死
去
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
遺
言
者
は
下
記
の
こ
と
を
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定
め
た
。
す
な
わ
ち
、
今
後
そ
の
よ
う
な
場
合
が
生
じ
た
場
合
、
遺
言
者
の
兄
弟
の
バ
ッ
サ
ニ
ー
ノ
・
オ
ル
ゾ
ー
ノ
に
遺
産
は
渡
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
世
帯
主
で
あ
る
カ
ラ
ベ
ッ
ロ
氏
の
兄
弟
バ
ッ
サ
ニ
ー
ノ
が
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
包
括
相
続
人
は
、
動
産
、

不
動
産
の
す
べ
て
の
財
産
の
包
括
相
続
人
と
し
て
カ
ラ
ベ
ッ
ロ
氏
の
兄
弟
で
あ
る
バ
ッ
シ
ア
ー
ノ
に
対
し
て
い
か
な
る
例
外
も
な
し
に
相

続
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
命
じ
た
。

以
上
が
遺
言
者
の
カ
ラ
ベ
ッ
ロ
氏
の
述
べ
た
遺
言
で
あ
り
、
以
上
の
ど
の
項
目
に
つ
い
て
も
、
尊
重
さ
れ
正
確
に
守
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

一
〇

公
証
人
の
印
章
・
署
名

（
書
き
判
）
私
こ
と
、
ロ
ー
デ
ィ
市
の
公
認
公
証
人
ル
イ
ー
ジ
・
ダ
・
ト
ラ
ダ
ー
テ
は
こ
こ
に
立
ち
会
い
、
了
解
の
も
と
に
第
二
公
証

人
と
し
て
招
か
れ
て
、
こ
こ
に
署
名
を
し
た
。

（
書
き
判
）
私
こ
と
、
ロ
ー
デ
ィ
市
の
公
認
公
証
人
に
し
て
か
つ
パ
ラ
テ
ィ
ー
ノ
の
公
証
人
で
あ
る
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
コ
デ
カ
ー
サ
は

こ
こ
に
立
ち
会
い
、
依
頼
さ
れ
、
先
に
述
べ
た
カ
ラ
ベ
ッ
ロ
氏
の
こ
の
遺
言
書
を
登
記
し
た
。
か
く
し
て
私
は
先
に
述
べ
た
人
び
と
と
と

も
に
書
き
判
を
添
え
て
署
名
し
た
。

（
書
き
判
）
私
こ
と
パ
ガ
ー
ノ
・
ボ
ル
デ
ィ
ゾ
ー
ネ
・〈
・
・
・
〉
は
、
ロ
ー
デ
ィ
市
の
パ
ラ
テ
ィ
ー
ノ
の
公
証
人
で
あ
り
、
公
証
文

書
の
登
記
の
役
人
で
あ
る
。
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解
説

第
四
遺
言
書

一
三
七
八
年
、
パ
ド
ヴ
ァ
の
シ
ニ
ョ
ー
レ
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ダ
・
カ
ッ
ラ
ー
ラ
の
妻
フ
ィ
ー
ナ
・
ダ
・
カ
ッ
ラ
ー
ラ
（Fina

da
C

arrara

）
の
遺
言
書
に
つ
い
て

こ
れ
は
非
常
に
特
殊
な
遺
言
書
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
パ
ド
ヴ
ァ
君
主
（
シ
ニ
ョ
ー
レ
在
位

一
三
五
〇
〜
八
八
）
で
あ
っ
た
軍
人
フ
ラ
ン
チ
ェ

ス
コ
・
ダ
・
カ
ッ
ラ
ー
ラ
の
妻
フ
ィ
ー
ナ
・
ダ
・
カ
ッ
ラ
ー
ラ
（
一
三
二
五
頃
〜
七
八
）
の
遺
言
書
（
一
三
七
八
年
）
で
あ
る
。
フ
ィ
ー
ナ
は
、
も

と
も
と
実
家
の
名
門
貴
族
ブ
ッ
ザ
カ
ッ
リ
ー
ニ
（B

uzzaccarini

）
家
か
ら
莫
大
な
財
産
を
相
続
し
て
お
り
、
加
え
て
夫
が
パ
ド
ヴ
ァ
の
全
権
力
を
掌

握
し
た
シ
ニ
ョ
ー
レ
（
独
裁
君
主
）
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
破
格
の
財
産
を
所
有
し
て
い
た
。
敬
虔
な
女
性
で
、
来
世
の
救
済
を
切
に
祈
願
し
て
、

遺
言
書
で
は
教
会
（
パ
ド
ヴ
ァ
の
洗
礼
堂
）
へ
の
莫
大
な
喜
捨
、
供
養
ミ
サ
、
慈
善
行
為
な
ど
に
惜
し
み
な
く
金
を
注
い
だ
。
特
に
洗
礼
堂
の
装
飾

の
た
め
の
喜
捨
は
破
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
パ
ド
ヴ
ァ
礼
拝
堂
と
そ
の
中
に
あ
る
祭
壇
の
装
飾
の
た
め
、
た
だ
そ
れ
の
み
の
た
め
に
、

死
を
迎
え
た
と
き
に
所
有
し
て
い
る
す
べ
て
の
銀
と
す
べ
て
の
衣
装
を
先
の
礼
拝
堂
に
遺
贈
す
る
」。
そ
れ
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
出
身
の
画
家
ジ
ュ

ス
ト
・
メ
ナ
ブ
オ
ー
イ
・
ダ
・
パ
ド
ヴ
ァ
（
一
三
九
三
年
没
）
に
よ
る
約
一
〇
〇
の
場
面
を
描
い
た
絵
画
に
結
晶
し
て
い
る
⑷
。
い
つ
の
時
代
で
も

そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
り
わ
け
こ
の
苦
難
の
時
代
で
は
、
誰
で
も
金
が
あ
れ
ば
、
煉
獄
の
拷
問
を
恐
れ
て
、
自
己
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
お

金
を
使
い
た
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
女
性
の
場
合
、
ま
さ
に
金
に
糸
目
を
付
け
ず
に
、
思
い
通
り
に
お
金
を
使
い
切
っ
た
感
が
あ
る
。
自
己
の

心
性
を
そ
の
ま
ま
あ
り
の
ま
ま
に
率
直
に
喜
捨
に
注
い
だ
の
で
あ
る
。
全
部
で
三
〇
件
も
の
遺
贈
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
一
〇
件
が
家
族
や
知
人
へ

の
遺
贈
で
あ
り
、
残
り
の
二
〇
件
は
、「
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
」「
霊
魂
の
た
め
に
」
と
い
っ
て
来
世
の
自
己
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
の
宗
教
的
遺

贈
と
し
て
、
お
金
を
使
っ
た
。

で
は
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
宗
教
的
遺
贈
が
多
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
仮
説
的
に
言
え
ば
、
そ
の
破
格
の
富
裕
さ
や
個
人
的
な
宗
教
心
の
強

さ
の
ほ
か
に
、
社
会
的
、
心
性
的
な
背
景
が
強
く
作
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
│
│
す
な
わ
ち
、
フ
ィ
ー
ナ
が
こ
の
遺
言
書
を
書
い
た
一
三
七
八

年
の
時
点
に
お
い
て
、
パ
ド
ヴ
ァ
や
北
イ
タ
リ
ア
は
、
す
で
に
三
度
の
大
規
模
ペ
ス
ト
に
襲
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
三
四
八
年
か
ら

五
〇
年
の
第
一
波
、
一
三
六
〇
年
頃
か
ら
六
三
年
の
第
二
波
、
そ
し
て
一
三
七
一
年
か
ら
七
四
年
の
第
三
波
で
あ
る
。
ど
れ
も
人
口
の
大
激
減
を
も
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た
ら
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
受
け
る
《
峻
厳
な
神
》
の
脅
威
、
来
世
（
煉
獄
）
の
贖
罪
の
強
い
恐
れ
は
、
そ
の
ま
ま
教
会
へ
の
絶
大
な
喜

捨
、
若
い
女
性
へ
の
嫁
資
の
援
助
、
煉
獄
で
苦
し
む
は
ず
の
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
た
め
の
供
養
ミ
サ
な
ど
へ
の
、
く
ど
い
ほ
ど
の
献
金
と
な
っ
て
表

出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
女
性
の
生
ま
れ
た
年
は
、
一
三
二
五
年
頃
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
く
莫
大
な
遺
産
を
貧
民
救
済
に
注
い
だ
プ
ラ
ー
ト
の
商
人
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ

・
ダ
テ
ィ
ー
ニ
（
一
三
三
五
〜
一
四
一
〇
）
と
ほ
ぼ
同
世
代
の
人
で
あ
る
。
こ
の
女
性
も
、
お
そ
ら
く
ダ
テ
ィ
ー
ニ
と
同
様
に
親
族
や
知
人
の
な
か

に
ペ
ス
ト
で
命
を
落
と
し
た
者
が
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
世
の
人
び
と
へ
の
神
の
怒
り
の
強
さ
を
痛
感
し
、
さ
ら
に
、
来
世
も
同
様
に
神
の
贖

罪
を
恐
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
人
は
、
お
そ
ら
く
同
じ
心
性
（
ペ
ス
ト
的
心
性
）
を
抱
い
て
い
た
こ
と
か
ら
い
よ
い
よ
人
生
の
最
後
の
時

に
な
っ
て
、
か
ね
て
か
ら
考
え
て
い
た
莫
大
な
宗
教
的
遺
贈
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
フ
ィ
ー
ナ
も
ダ
テ
ィ
ー
ニ
も
、
と
も
に
遺
言
書
の
末
尾
の
と
こ
ろ
で
、
興
味
深
い
警
告
を
与
え
て
い
る
。
二
人
は
、
自
己
の
遺
産
の
使

用
に
お
い
て
共
通
し
て
懸
念
を
示
し
て
、
自
己
の
遺
産
が
決
し
て
聖
職
者
の
手
に
渡
ら
な
い
よ
う
に
と
、
口
を
そ
ろ
え
て
、
強
く
警
戒
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
ダ
テ
ィ
ー
ニ
は
、
み
ず
か
ら
の
遺
言
書
（
本
史
料
集
第
二
二
章
）
の
最
初
と
最
後
で
「
聖
職
者
の
悪
巧
み
が
入
ら
な
い
よ
う
に
」
と
述

べ
、
フ
ィ
ー
ナ
は
「
決
し
て
パ
ド
ヴ
ァ
司
教
様
の
手
に
落
ち
な
い
よ
う
に
」
と
忠
告
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
聖
職
者
不
信
は
こ
の
時
代
の
ひ
と

つ
の
イ
メ
ー
ジ
か
も
し
れ
な
い
。
お
お
げ
さ
な
こ
と
を
言
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
、
ウ
ィ
ク
リ
フ
や
フ
ス
の
意
識
と
同
じ
く
、
か
つ
て
な
い

宗
教
的
恐
怖
の
時
代
に
生
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
信
徒
に
十
分
に
霊
魂
の
治
癒
を
お
こ
な
わ
な
い
聖
職
者
へ
の
批
判
か
も
し
れ
な
い
。
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第
四
遺
言
書

一
三
七
八
年
、
パ
ド
ヴ
ァ
の
シ
ニ
ョ
ー
レ
、

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ダ
・
カ
ッ
ラ
ー
ラ
の
妻
フ
ィ
ー
ナ
・
ダ
・
カ
ッ
ラ
ー
ラ
の
遺
言
書
⑸

一

遺
言
書
の
作
成
日
・
場
所

（
書
き
判
）
キ
リ
ス
ト
の
名
に
お
い
て
ア
ー
メ
ン
。
主
の
誕
生
か
ら
一
三
七
八
年
、
イ
ン
デ
ィ
ク
テ
ィ
オ
の
元
年
。
九
月
二
二
日
、
水

ク
ワ
ッ
ト
ロ
・
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ

曜
日
。
下
記
の
遺
言
者
フ
ィ
ー
ナ
の
パ
ド
ヴ
ァ
の
私
邸
の
庭
園
の
上
方
に
あ
る
大
部
屋
の
《
四
美
徳
》﹇
賢
明
・
正
義
・
剛
毅
・

節
制
の
「
枢
要
徳
」

﹈
と
呼
ば
れ

る
部
屋
に
て
。

二

臨
席
し
た
証
人

以
下
の
賢
明
で
誉
れ
高
き
方
々
の
臨
席
を
戴
い
た
。
ま
ず
、
故
ア
ン
ト
ー
ニ
オ
・
ト
ゥ
ル
ケ
ッ
ト
氏
の
息
子
セ
ル
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ

・
ト
ゥ
ル
ケ
ッ
ト
で
あ
る
。
氏
は
ド
ゥ
オ
ー
モ
地
区
在
住
の
パ
ド
ヴ
ァ
市
民
で
あ
り
、
次
に
記
す
光
輝
あ
る
閣
下
の
財
産
管
理
人
で
あ

る
。
次
に
、
パ
ド
ヴ
ァ
の
サ
ン
・
ニ
ッ
コ
ロ
地
区
の
故
ニ
ッ
コ
ロ
・
ガ
フ
ァ
レ
ッ
ロ
の
息
子
で
あ
る
ヤ
コ
ピ
ー
ノ
、
次
に
サ
ン
タ
・
チ
ェ

チ
ー
リ
ア
地
区
の
パ
ド
ヴ
ァ
の
市
民
で
あ
り
住
民
で
あ
り
、
パ
ド
ヴ
ァ
の
先
に
述
べ
た
光
輝
あ
る
閣
下
の
差
配
人
の
、
故
ア
ル
ベ
ル
ト
・

コ
ン
テ
ィ
の
息
子
マ
ン
フ
レ
デ
ィ
ー
ノ
、
そ
し
て
サ
ン
・
レ
パ
レ
ン
ツ
ィ
地
区
の
パ
ド
ヴ
ァ
の
市
民
に
し
て
住
民
で
あ
り
、
故
ピ
エ
ー
ト

ロ
・
ダ
・
カ
サ
ー
レ
判
事
の
息
子
で
あ
る
セ
ル
・
ル
ー
カ
、
そ
し
て
故
ピ
エ
ト
ロ
パ
オ
ー
ロ
・
デ
ー
リ
・
ス
タ
ト
ゥ
ー
テ
ィ
の
息
子
で
あ

り
、
パ
ド
ヴ
ァ
の
ス
ト
ラ
・
マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
地
区
の
シ
メ
オ
ー
ネ
、
そ
し
て
パ
ド
ヴ
ァ
の
サ
ン
・
ニ
ッ
コ
ロ
地
区
の
故
セ
ル
・
ド
メ
ニ
ジ
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ー
ノ
・
デ
・
ジ
ュ
ニ
チ
ア
ー
ト
の
息
子
で
あ
る
ア
ン
ト
ー
ニ
オ
、
そ
し
て
同
じ
く
サ
ン
・
ニ
ッ
コ
ロ
地
区
の
故
セ
ル
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・

ダ
・
モ
ン
セ
リ
ー
チ
ェ
の
息
子
で
あ
る
バ
ル
ダ
セ
ー
ラ
で
あ
る
。
以
上
、
遺
言
者
の
求
め
に
応
じ
て
、
他
の
方
々
と
と
も
に
参
集
し
た
証

人
で
あ
る
。

三

遺
言
書
の
作
成
の
動
機
・
理
由

こ
の
世
の
生
が
不
安
定
な
状
態
に
あ
り
、
現
在
目
に
見
え
て
い
る
も
の
も
次
第
に
見
え
な
く
な
る
の
だ
か
ら
、
誰
し
も
皆
、
こ
の
世
の

人
生
の
巡
礼
の
旅
の
残
り
少
な
い
時
に
遺
贈
の
処
理
が
お
こ
な
え
る
よ
う
、
有
益
な
こ
と
に
こ
こ
ろ
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら

こ
の
世
の
人
生
に
お
い
て
死
ほ
ど
確
実
な
も
の
は
ほ
か
に
な
く
、
い
つ
死
が
や
っ
て
来
る
か
と
い
う
こ
と
ほ
ど
不
確
実
な
こ
と
は
ほ
か
に

な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
、
人
は
自
分
の
身
の
回
り
の
事
柄
が
一
瞬
の
う
ち
に
覆
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
そ

の
処
理
に
気
遣
う
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
世
の
人
生
に
お
い
て
そ
の
名
声
と
名
誉
が
優
れ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
に
、
ま
た
そ
の

地
位
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
に
、
人
間
の
欺
き
に
気
遣
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
令
名
高
く
高
貴
な
フ
ィ
ー
ナ
・
ダ
・
カ
ッ
ラ
ー
ラ
様
、
す
な
わ
ち
、
威
光
と
力
量
を
備
え
た
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ダ
・
カ

ッ
ラ
ー
ラ
閣
下
の
配
偶
者
で
あ
り
、
ま
た
、
傑
出
し
、
恭
敬
せ
ら
れ
る
兵
士
に
し
て
優
れ
た
名
声
の
パ
ド
ヴ
ァ
市
民
で
あ
る
パ
タ
ー
ロ
・

ブ
ッ
ザ
カ
ッ
リ
ー
ニ
の
息
女
は
、
賢
明
な
る
助
言
を
得
て
自
己
の
財
産
処
理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
て
、
混
乱
を
来
す
問
題
や
不
確
実
な
事

柄
を
早
く
決
着
す
る
こ
と
を
望
み
、
こ
の
世
の
末
に
、
み
ず
か
ら
終
生
持
ち
続
け
た
叡
智
を
示
す
こ
と
を
望
ま
れ
た
。
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四

遺
言
者
の
精
神
の
健
康
の
保
証

そ
し
て
今
そ
の
体
は
病
ん
で
い
よ
う
と
も
、
遺
言
者
は
、
神
の
恩
寵
に
よ
り
、
今
、
精
神
の
健
康
と
良
き
記
憶
力
、
完
全
な
る
知
力
、

完
全
な
る
精
神
状
態
に
あ
る
。
そ
し
て
遺
言
な
き
ま
ま
に
こ
の
世
を
去
る
の
を
恐
れ
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
救
済
の
準
備
を
す
る
の
を
欲

し
、
今
ま
さ
に
こ
の
よ
う
に
、
筆
記
で
は
な
く
口
頭
に
よ
り
て
、
遺
言
の
作
成
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

五

神
の
裁
き
の
覚
悟

ま
ず
始
め
に
、
遺
言
者
が
も
し
こ
の
世
を
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
れ
ば
、
遺
言
者
は
、
主
の
天
界
の
裁
き
場
に
お
い
て
、
み
ず

か
ら
の
霊
魂
を
全
能
な
る
神
、
創
造
主
に
、
救
済
の
た
め
に
委
ね
る
も
の
で
あ
る
。

六

埋
葬
先
の
指
定

次
に
み
ず
か
ら
の
遺
体
の
埋
葬
先
と
し
て
、
パ
ド
ヴ
ァ
の
大
教
会
、
つ
ま
り
大
聖
堂
を
選
ぶ
。
そ
の
教
会
の
な
か
の
、
今
日
「
バ
ッ
テ

ィ
ス
テ
ロ
」﹇
洗
礼
堂

﹈
と
呼
ば
れ
て
い
る
「
洗
礼
者
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
礼
拝
堂
」
に
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
を
選
ぶ
。

七

墓
の
制
作
の
指
示

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
以
下
の
よ
う
に
望
み
、
命
じ
、
か
つ
遺
言
す
る
。
す
な
わ
ち
、
先
の
礼
拝
堂
つ
ま
り
「
バ
ッ
テ
ィ

ス
テ
ロ
」
の
な
か
に
彼
女
の
遺
体
の
た
め
に
、
遺
言
者
の
要
望
に
敬
意
と
配
慮
を
払
い
な
が
ら
、
名
誉
あ
る
墓
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
地
位

に
ふ
さ
わ
し
く
、
ま
た
先
の
偉
大
な
閣
下
と
偉
大
な
子
息
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ダ
・
カ
ッ
ラ
ー
ラ
﹇
父
と
同
名
﹈
の
地
位
を
考
慮
し
た
名
誉
あ
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る
墓
を
制
作
す
る
も
の
と
す
る
。
同
様
に
遺
言
者
は
以
下
の
よ
う
に
望
み
、
遺
言
す
る
。
す
な
わ
ち
、
先
の
洗
礼
者
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
礼
拝

堂
つ
ま
り
「
バ
ッ
テ
ィ
ス
テ
ロ
」
が
、
遺
言
者
で
あ
り
偉
大
な
る
奥
方
の
財
産
を
用
い
て
、
下
記
の
遺
言
執
行
人
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
位

に
応
じ
た
か
た
ち
で
、
遺
言
者
の
配
偶
者
で
あ
る
先
の
偉
大
な
る
閣
下
を
喜
ば
せ
、
閣
下
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、
美
し
い
も
の
と

な
る
こ
と
を
望
む
。

八

礼
拝
堂
で
の
ミ
サ
と
司
祭
の
任
命
の
義
務
づ
け
│
│
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
│
│

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
以
下
の
よ
う
に
望
み
、
命
じ
、
か
つ
遺
言
し
、
定
め
る
。
す
な
わ
ち
先
に
述
べ
た
礼
拝
堂
に
お
い

て
、
ミ
サ
と
聖
務
日
課
﹇
一
定
の
時
刻
に
一
定
の
形

式
で
行
う
日
々
の
祈
禱

﹈
を
執
り
行
う
た
め
に
、
遺
言
執
行
人
は
二
人
の
司
祭
を
任
命
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
そ
の

二
人
の
司
祭
と
、
そ
の
二
人
の
司
祭
を
引
き
継
い
だ
者
は
、
礼
拝
堂
に
与
え
ら
れ
た
先
の
贈
与
の
収
入
を
永
久
に
も
つ
も
の
と
し
、
こ
れ

ら
の
司
祭
は
遺
言
者
で
あ
る
偉
大
な
女
性
の
霊
魂
の
た
め
に
、
ミ
サ
と
祈
禱
を
歌
い
、
唱
え
る
べ
き
で
あ
り
、
彼
女
の
霊
魂
の
た
め
に
天

上
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
祈
禱
を
捧
げ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。
そ
の
司
祭
は
、
そ
の
礼
拝
堂
に
お
い
て
常
に
、
絶
え
る
こ
と
な
く
、
ミ

サ
と
聖
務
日
課
を
執
り
行
う
も
の
と
す
る
。

八

礼
拝
堂
へ
の
喜
捨

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
礼
拝
堂
と
そ
の
中
に
あ
る
祭
壇
の
装
飾
の
た
め
、
た
だ
そ
れ
の
み
の
た
め
に
、
先
の
遺
言
者
が

死
を
迎
え
た
と
き
に
所
有
し
て
い
る
彼
女
の
す
べ
て
の
銀
と
す
べ
て
の
衣
装
を
先
の
礼
拝
堂
に
遺
贈
す
る
。
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一
〇

遺
言
者
の
所
有
地
か
ら
の
収
穫
の
主
要
用
途

同
様
に
遺
言
者
は
以
下
の
よ
う
に
遺
言
し
、
こ
れ
を
望
み
、
命
じ
、
か
つ
定
め
る
。
す
な
わ
ち
パ
ド
ヴ
ァ
近
郊
の
ヌ
オ
ー
ヴ
ァ
通
り
に

あ
る
遺
言
者
の
す
べ
て
の
所
有
地
か
ら
得
ら
れ
る
収
穫
・
賃
貸
料
・
収
入
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
、
高
貴
に
し
て
尊
き
故
サ
リ
オ
ー
ネ
・

ブ
ッ
ザ
カ
ッ
リ
ー
ニ
閣
下
﹇
父
方
の

お
じ

﹈
か
ら
、
そ
の
遺
言
と
遺
言
書
を
通
じ
て
、
遺
言
者
に
遺
贈
さ
れ
た
遺
産
の
執
行
を
お
こ
な
う
た
め
の

手
数
料
に
割
り
当
て
、
配
分
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
閣
下
の
遺
言
書
に
お
い
て
明
白
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

一
一

配
分
後
の
残
余
金
の
用
途
と
執
行
人
の
指
名

そ
し
て
先
に
述
べ
た
所
有
地
か
ら
得
ら
れ
る
収
入
は
、
サ
リ
オ
ー
ネ
閣
下
の
遺
産
の
執
行
の
手
数
料
の
総
額
を
上
回
る
も
の
な
の
で
、

先
に
述
べ
た
遺
言
者
は
以
下
の
よ
う
に
望
み
、
命
じ
る
。
す
な
わ
ち
先
の
遺
産
の
超
過
分
の
す
べ
て
は
、
以
下
に
示
さ
れ
る
執
行
人
に
よ

っ
て
ほ
か
の
遺
産
の
充
当
の
た
め
に
配
分
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
執
行
人
と
は
、
遺
言
者
に
よ
っ
て
以
下
に
お
い
て
特
に
任
命
さ
れ

た
者
で
あ
る
。
そ
れ
が
パ
ド
ヴ
ァ
の
ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
の
修
道
院
長
で
あ
り
、
現
在
の
修
道
院
長
だ
け
で
な
く
、
将
来
そ
れ
に
就
く
修
道

院
長
の
い
か
な
る
者
に
ま
で
及
ぶ
。
修
道
院
長
は
、
以
下
に
明
ら
か
に
す
る
遺
産
処
理
の
問
題
に
関
し
て
遺
言
者
の
遺
言
執
行
人
で
あ

る
。
修
道
院
長
は
、
そ
の
労
の
報
酬
と
し
て
毎
年
八
リ
ラ
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

一
二

修
道
女
に
よ
る
「
詩
篇
」
の
歌
唱
の
義
務
づ
け
│
│
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
│
│

そ
し
て
実
に
、
残
り
の
す
べ
て
は
、
今
も
ま
た
将
来
も
、
パ
ド
ヴ
ァ
の
サ
ン
・
ベ
ネ
デ
ッ
ト
女
子
修
道
院
の
二
名
の
修
道
女
の
間
で
毎

年
ず
っ
と
分
割
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
そ
の
修
道
女
は
、
現
在
の
修
道
女
に
限
ら
ず
、
将
来
の
修
道
女
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
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は
、
そ
の
修
道
女
た
ち
が
、
毎
年
、
先
に
述
べ
た
遺
言
者
の
霊
魂
の
た
め
に
「
詩
篇
」
を
歌
う
の
を
義
務
づ
け
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
遺

産
の
執
行
を
確
実
に
お
こ
な
う
た
め
に
、
遺
言
者
は
、
紛
れ
も
な
く
ほ
か
な
ら
ぬ
パ
ド
ヴ
ァ
の
サ
ン
・
ベ
ネ
デ
ッ
ト
修
道
院
の
敬
虔
で
尊

き
女
子
大
修
道
院
長
│
│
こ
れ
は
現
在
の
在
職
者
に
限
ら
ず
将
来
就
任
者
す
る
い
か
な
る
女
子
大
修
道
院
長
に
ま
で
及
ぶ
│
│
、
並
び
に

敬
虔
な
る
お
方
、
す
な
わ
ち
パ
ド
ヴ
ァ
の
ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
の
サ
ン
タ
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
﹇
聖
ア
ゴ
ス

テ
ィ
ー
ノ
﹈
修
道
院
の
修
道
院
長
│
│
こ
れ
は
現

在
の
在
職
者
に
限
ら
ず
将
来
就
任
す
る
い
か
な
る
修
道
院
長
い
か
な
る
者
に
ま
で
も
及
ぶ
│
│
を
任
命
し
、
そ
の
方
に
要
請
し
、
要
望
す

る
。

一
三

不
作
に
よ
る
収
入
減
の
際
の
対
処
方
法

さ
ら
に
、
光
輝
あ
る
遺
言
者
は
、
次
の
よ
う
に
要
望
し
か
つ
命
ず
る
。
す
な
わ
ち
、
ヌ
オ
ー
ヴ
ァ
通
り
の
所
有
地
か
ら
得
ら
れ
る
は
ず

の
収
入
が
年
に
よ
っ
て
悪
天
候
や
そ
の
他
の
不
幸
に
よ
る
理
由
の
た
め
に
、
先
の
サ
リ
オ
ー
ネ
閣
下
の
遺
産
の
執
行
に
不
足
を
来
す
場
合

に
は
、
遺
言
者
は
以
下
の
よ
う
に
執
り
行
う
よ
う
に
命
ず
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
先
の
遺
言
執
行
人
は
、
遺
言
者
の
他

の
財
産
か
ら
先
の
サ
リ
オ
ー
ネ
閣
下
の
遺
産
の
執
行
の
支
払
い
を
お
こ
な
う
べ
き
も
の
と
し
、
以
下
に
挙
げ
る
包
括
相
続
人
の
責
任
と
負

担
の
も
と
に
、
彼
女
の
遺
言
執
行
人
に
命
じ
て
遺
言
者
の
相
続
分
の
他
の
財
産
を
持
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
遺
言
者
の
お
じ
の
サ
リ
オ

ー
ネ
閣
下
の
先
の
遺
産
の
完
全
な
弁
済
に
必
要
な
も
の
を
加
え
て
遺
贈
先
に
す
べ
て
を
引
き
渡
す
よ
う
に
さ
せ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。

一
四

嫁
資
の
遺
贈
│
│
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
│
│

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
、
貴
族
ウ
ベ
ル
テ
ィ
ー
ノ
・
ア
ル
セ
ン
デ
ィ
の
妻
﹇
名
前
の

記
載
は
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ない
﹈
に
そ
の
嫁
資
と
し
て
四
〇
〇
ド
ゥ
カ
ー
ト
を
遺
贈
す
る
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
、
ピ
エ
ー
ト
ロ
・
カ
ポ
デ
ィ
ヴ
ァ
ッ
カ
の
未
成
年
の
娘

﹇
名
前
の
記

載
は
な
い
﹈
に
そ
の
嫁
資
と
し
て
一
、
〇
〇
〇
リ
ラ
を
遺
贈
す
る
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
、
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
テ
ル
ゴ
ー
ラ
の
娘
カ
テ
リ
ー
ナ
に
嫁
資

と
し
て
一
、
〇
〇
〇
リ
ラ
と
遺
言
者
の
一
着
の
外
衣
を
遺
贈
す
る
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
、
セ
ル
・
ル
ッ
ケ
ー
ゼ
・
ダ
・
ピ
サ
の
娘
ア
ナ
ス
タ
ー
ジ

ア
に
そ
の
嫁
資
と
し
て
六
〇
〇
リ
ラ
を
遺
贈
し
、
さ
ら
に
彼
女
が
着
用
し
て
い
る
服
と
、
ア
ナ
ス
タ
ー
ジ
ア
が
着
用
す
る
た
め
に
持
っ
て

い
る
服
を
遺
贈
す
る
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
、
故
パ
オ
ロ
・
ド
ッ
テ
ィ
の
孫
娘
で
ア
ン
ト
ー
ニ
オ
・
ダ

・
ジ
ュ
デ
ッ
カ
の
娘
マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
に
、
嫁
資
と
し
て
一
、
〇
〇
〇
リ
ラ
を
遺
贈
し
、
さ
ら
に
マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
が
現
在
所
有
し
て
い
る
遺

言
者
の
品
物
も
遺
贈
す
る
。
ま
た
婚
姻
が
執
り
行
わ
れ
る
際
に
は
、
彼
女
に
礼
服
か
外
衣
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
、
故
マ
ル
キ
ア
ー
ノ
・
フ
ェ
ス
ト
ゥ
ッ
チ
の
娘
カ
テ
リ
ー

ナ
に
、
彼
女
の
使
用
の
た
め
に
す
で
に
与
え
て
あ
る
品
物
と
と
も
に
、
嫁
資
と
し
て
六
〇
〇
リ
ラ
を
遺
贈
す
る
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
、
カ
テ
リ
ー
ナ
・
ザ
バ
レ
ッ
ラ
に
対
し
て
、
一
定
の
賃
貸

料
を
も
た
ら
す
一
軒
の
家
﹇
場
所
の
記

載
は
な
し
﹈
を
遺
贈
す
る
。
ま
た
こ
の
家
に
加
え
て
二
〇
〇
リ
ラ
、
さ
ら
に
、
彼
女
の
使
用
の
た
め
に
す
で
に

与
え
て
あ
る
外
衣
、
ベ
ル
ト
、
衣
類
を
遺
贈
す
る
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
プ
ル
ゼ
ー
タ
に
対
し
、
遺
言
者
自
身
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
、
二
〇
〇
リ
ラ
と
衣
類
を
遺
贈
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す
る
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
、
コ
ス
タ
ー
ビ
レ
家
の
二
人
の
修
道
女
、
す
な
わ
ち
、
一

人
は
パ
ド
ヴ
ァ
の
サ
ン
・
ベ
ネ
デ
ッ
ト
女
子
修
道
院
の
修
道
女
、
も
う
一
人
は
パ
ド
ヴ
ァ
の
サ
ン
タ
ガ
ー
タ
﹇
聖
ア
ガ

ー
タ

﹈
女
子
修
道
院
の
修

道
女
の
そ
れ
ぞ
れ
に
二
〇
〇
リ
ラ
を
遺
贈
す
る
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
、
遺
言
者
が
ベ
ッ
ラ
グ
ァ
ル
ダ
に
も
つ
地
所
の
執
事
を
務

め
て
い
た
故
ヤ
コ
ピ
ー
ノ
の
息
子
の
ド
メ
ニ
コ
に
対
し
て
、
彼
の
娘
の
嫁
資
と
し
て
、
四
〇
〇
リ
ラ
を
遺
贈
す
る
。
そ
し
て
こ
の
金
額
に

は
ド
メ
ニ
コ
が
、
今
述
べ
た
ベ
ッ
ラ
グ
ァ
ル
ダ
の
地
所
に
お
い
て
管
理
・
運
営
す
る
財
産
か
ら
得
る
利
益
を
含
め
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た

こ
の
嫁
資
の
決
算
報
告
を
ド
メ
ニ
コ
に
義
務
づ
け
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
は
遺
言
者
の
善
良
に
し
て
合
法
的
な
行
い
に
よ
る

も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
遺
言
者
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
、
ノ
ヴ
ェ
ン
タ
の
地
所
の
執
事
で
あ
る
ア
ン
ト
ー
ニ
オ
に

対
し
て
、
彼
の
娘
の
嫁
資
と
し
て
四
〇
〇
リ
ラ
を
遺
贈
す
る
。
そ
し
て
こ
の
金
額
に
は
先
に
述
べ
た
ノ
ヴ
ェ
ン
タ
の
地
所
に
お
い
て
、
彼

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
管
理
や
諸
々
の
事
柄
か
ら
の
利
益
を
含
め
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
こ
の
嫁
資
の
決
算
報
告
を
彼
に
義
務
づ
け
て
は
な

ら
な
い
。
そ
れ
は
こ
れ
が
遺
言
者
の
善
良
な
行
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
五

サ
ン
・
ベ
ネ
デ
ッ
ト
教
会
の
礼
拝
堂
へ
の
喜
捨
│
│
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
│
│

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
パ
ド
ヴ
ァ
の
サ
ン
・
ベ
ネ
デ
ッ
ト
教
会
の
サ
ン
・
ロ
ド
ヴ
ィ
ー
コ
と
呼
ば
れ
る
礼
拝
堂
に
対
し

て
、
喜
捨
と
し
て
、
パ
ド
ヴ
ァ
の
サ
ン
ト
・
ス
ピ
リ
ト
教
会
の
近
隣
に
位
置
す
る
遺
言
者
の
地
所
か
ら
得
ら
れ
る
収
入
を
遺
贈
す
る
。
こ

― ２９７ ―

イ
タ
リ
ア
の
黒
死
病
関
係
史
料
集
（
一
〇
）



れ
は
遺
言
者
の
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
で
あ
る
。

一
六

コ
ム
ー
ネ
へ
の
遺
贈

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
ブ
ル
ジ
ー
ネ
の
コ
ム
ー
ネ
に
対
し
て
、
遺
言
者
が
そ
こ
で
借
り
た
か
も
し
れ
な
い
未
払
い
の
借

金
を
償
う
た
め
に
二
〇
〇
リ
ラ
を
遺
贈
す
る
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
同
じ
理
由
で
ア
ル
ゼ
ル
カ
ヴ
ァ
ッ
リ
の
コ
ム
ー
ネ
に
二
〇
〇
リ
ラ
を
遺
贈
す
る
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
同
じ
理
由
で
ノ
ヴ
ェ
ン
タ
の
コ
ム
ー
ネ
に
二
〇
〇
リ
ラ
を
遺
贈
す
る
。

一
七

夫
の
庶
出
の
娘
へ
の
遺
贈
│
│
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
│
│

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
・
ダ
・
カ
ッ
ラ
ー
ラ
﹇
夫
の
庶

出
の
娘
﹈
に
一
〇
〇
リ
ラ
と
衣
類
を
、
霊
魂
の
救
済
の
た

め
に
遺
贈
す
る
。
マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
は
こ
の
遺
言
者
と
同
じ
家
、
宮
廷
に
住
む
者
で
あ
る
。

一
八

嫁
資
の
遺
贈
│
│
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
│
│

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
、
故
ア
ン
ト
ー
ニ
オ
・
パ
ヴ
ァ
ネ
ッ
ロ
の
娘
ド
ロ
テ
ー
ア

に
対
し
て
そ
の
嫁
資
の
た
め
に
二
〇
〇
リ
ラ
を
遺
贈
す
る
。
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一
九

遺
贈
│
│
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
│
│

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
、
故
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ペ
ル
ッ
ツ
ォ
の
息
子
バ
ル
ト
ロ

メ
ー
オ
・
チ
ェ
レ
ジ
ー
ノ
に
四
〇
〇
リ
ラ
を
遺
贈
す
る
。

二
〇

ミ
サ
の
た
め
の
遺
贈
│
│
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
│
│

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
、
ミ
サ
を
執
り
行
い
、
祈
り
を
唱
え
る
た
め
に
一
、
〇
〇

〇
リ
ラ
を
遺
贈
す
る
。
こ
れ
は
、
以
下
に
そ
の
名
を
挙
げ
る
遺
言
執
行
人
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
彼
の
命
令
に
基
づ
い
て
、
彼
の
望
む
い

か
な
る
と
こ
ろ
に
で
も
配
分
し
て
よ
い
も
の
と
す
る
。

二
一

遺
産
執
行
に
際
し
て
の
包
括
相
続
人
の
心
得

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
以
下
の
よ
う
に
命
じ
か
つ
欲
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
遺
言
者
の
包
括
相
続
人
は
、
遺
言
者
か
ら

相
続
し
た
財
産
か
ら
得
ら
れ
た
収
入
に
応
じ
て
、
ま
た
そ
の
収
入
の
額
を
考
慮
し
な
が
ら
、
こ
の
遺
産
の
執
行
を
お
こ
な
う
べ
き
も
の
と

す
る
。

二
二

遺
言
者
の
所
有
す
る
家
の
使
用
権
・
相
続
権
、
娘
へ
の
遺
贈

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
傑
出
し
、
気
高
き
皇
女
で
あ
り
、
ザ
ク
セ
ン
公
妃
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
ジ
リ
オ
ー
ラ
様
、
そ
れ
に
、
光
輝
あ
る

卓
越
し
た
ヴ
ェ
ー
リ
ア
伯
妃
カ
テ
リ
ー
ナ
様
、
ま
た
彼
女
の
娘
た
ち
、
そ
し
て
先
に
述
べ
た
偉
大
な
閣
下
、
カ
テ
リ
ー
ナ
様
の
配
偶
者
で
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あ
ら
せ
ら
れ
る
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ダ
・
カ
ッ
ラ
ー
ラ
閣
下
の
娘
た
ち
に
対
し
て
、
こ
の
遺
言
者
は
、
先
に
述
べ
た
故
サ
リ
オ
ー
ネ
・
ブ

ッ
ザ
カ
ッ
リ
ー
ニ
か
ら
相
続
し
た
家
と
そ
の
す
べ
て
の
離
れ
の
家
と
財
産
を
そ
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
利
用
す
る
こ
と
を
遺
言
と
し
て
認
め

る
。
そ
の
家
は
パ
ド
ヴ
ァ
の
サ
ン
ト
ゥ
ル
バ
ー
ノ
﹇
聖
ウ
ル

バ
ー
ノ
﹈
地
区
に
あ
り
、
家
の
二
つ
の
側
面
は
公
道
に
よ
っ
て
仕
切
ら
れ
、
三
つ
め
の

側
面
は
傑
出
し
た
兵
士
ア
ル
コ
ア
ー
ノ
・
ブ
ッ
ザ
カ
ッ
リ
ー
ニ
、
四
つ
め
の
側
面
は
同
じ
く
兵
士
ア
ル
コ
ア
ー
ノ
に
よ
っ
て
仕
切
ら
れ
て

い
る
。
多
分
他
に
も
も
っ
と
正
確
な
境
界
が
あ
ろ
う
。
こ
の
家
は
彼
ら
の
配
偶
者
の
う
ち
の
一
方
ま
た
は
両
方
が
死
去
す
る
よ
う
な
こ
と

に
な
れ
ば
、
│
│
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
が
│
│
そ
の
よ
う
な
場
合
、
彼
ら
の
う
ち
の
一
方
か
ま
た
は
両
方
が

パ
ド
ヴ
ァ
に
居
住
す
る
場
合
に
は
、
彼
ら
の
家
と
な
る
。
そ
し
て
も
し
先
に
述
べ
た
娘
の
ひ
と
り
が
死
去
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

相
続
権
は
他
の
生
き
残
っ
て
い
る
娘
に
移
る
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
者
は
パ
ド
ヴ
ァ
に
居
住
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
実
に
、
仮
に
、

両
方
の
側
の
両
者
が
と
も
に
死
去
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
遺
産
と
す
べ
て
の
権
利
は
遺
言
者
の
包
括
相
続
人
に
そ
の
ま
ま
帰
す
る

も
の
と
す
る
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
こ
の
光
輝
あ
る
奥
方
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
遺
言
者
は
、
先
に
述
べ
た
二
人
の
娘
ジ
リ
オ
ー
ラ
様
と
カ
テ
リ
ー
ナ

様
の
そ
れ
ぞ
れ
に
六
、
〇
〇
〇
ド
ゥ
カ
ー
ト
金
貨
を
遺
贈
す
る
。
包
括
相
続
人
は
こ
の
金
を
遺
言
者
の
死
去
し
た
直
後
に
そ
れ
ぞ
れ
六
、

〇
〇
〇
ド
ゥ
カ
ー
ト
相
当
の
土
地
財
産
を
二
つ
購
入
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
土
地
財
産
は
、
先
の
二
人
の
娘
に
指
名
さ
れ
る
べ
き

も
の
と
し
、
二
人
の
使
用
の
た
め
に
譲
渡
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。
こ
の
土
地
財
産
か
ら
得
ら
れ
る
収
益
・
収
穫
・
貸
借
料
は
、
先
の

遺
言
者
が
死
去
し
た
日
か
ら
は
、
先
に
述
べ
た
二
人
の
女
性
に
ず
っ
と
支
払
わ
れ
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
遺
産
の
執
行
は
遺
言
者
の

包
括
相
続
人
の
務
め
と
す
る
。

さ
ら
に
こ
の
光
輝
あ
る
遺
言
者
は
、
以
下
の
ご
と
く
欲
し
か
つ
命
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
も
し
遺
言
者
の
娘
の
誰
か
が
、
い
か
な
る
子
も
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残
さ
ず
に
死
去
す
る
よ
う
な
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
、
娘
は
そ
の
死
去
に
際
し
て
望
む
と
こ
ろ
に
し
た
が
っ
て
三
、
〇
〇
〇
ド
ゥ
カ
ー
ト
の

み
│
│
ま
た
は
三
、
〇
〇
〇
ド
ゥ
カ
ー
ト
相
当
の
も
の
の
み
│
│
遺
贈
し
て
も
よ
い
も
の
と
す
る
。
残
る
二
分
の
一
は
遺
言
者
の
包
括
相

続
人
に
帰
す
る
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
ま
さ
に
、
一
方
ま
た
は
他
方
、
あ
る
い
は
両
方
の
娘
が
死
去
し
た
際
に
、
息
子
に
せ
よ
娘
に
せ

よ
、
そ
の
死
者
に
子
供
が
い
た
な
ら
ば
、
全
遺
産
は
、
死
去
し
た
娘
か
ら
生
ま
れ
た
息
子
や
娘
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。
そ
し

て
こ
の
事
柄
に
つ
い
て
遺
言
者
は
、
他
の
相
続
人
に
対
し
て
こ
れ
を
甘
ん
じ
て
受
け
る
よ
う
に
命
じ
る
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
ご
自
分
の
娘
で
あ
り
、
ま
た
夫
す
な
わ
ち
先
に
述
べ
た
偉
大
な
る
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ダ
・
カ
ッ

ラ
ー
ラ
閣
下
の
娘
で
も
あ
る
、
威
光
あ
る
ご
婦
人
リ
エ
ー
タ
・
ダ
・
カ
ッ
ラ
ー
ラ
様
に
対
し
て
、
家
と
そ
の
庭
と
す
べ
て
の
離
れ
の
家
と

地
所
を
遺
贈
す
る
。
そ
れ
は
パ
ド
ヴ
ァ
の
サ
ン
・
ミ
ケ
ー
レ
教
会
の
近
く
に
あ
り
、
サ
ン
・
ミ
ケ
ー
レ
地
区
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
家
は
タ
イ
ル
製
の
屋
根
に
覆
わ
れ
た
半
木
造
の
二
階
建
て
の
家
で
あ
る
。
そ
の
家
は
正
面
に
公
道
、
裏
側
に
ボ
ル
ゴ
・
パ
ー
リ
ア
の

公
道
で
境
界
が
な
さ
れ
、
一
方
の
側
は
市
壁
、
他
方
の
側
は
一
部
が
サ
ン
・
ミ
ケ
ー
レ
教
会
の
地
所
、
一
部
が
ブ
ラ
ガ
レ
ー
ド
の
マ
ッ
テ

オ
伯
の
家
と
、
織
物
業
者
ヤ
コ
ポ
・
ダ
・
モ
ン
タ
ニ
ャ
ー
ナ
の
家
と
、
石
工
バ
ル
ト
ゥ
チ
ョ
の
家
の
そ
れ
ぞ
れ
で
境
界
が
な
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
お
そ
ら
く
他
に
も
も
っ
と
正
確
な
境
界
が
あ
る
だ
ろ
う
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
先
に
述
べ
た
威
光
あ
る
女
性
、
娘
の
リ
エ
ー
タ
様
に
六
、
〇
〇
〇
ド
ゥ
カ
ー
ト
金
貨
を
遺
贈
す

る
。
こ
の
光
輝
あ
る
遺
言
者
は
、
自
分
の
死
後
、
速
や
か
に
そ
の
六
、
〇
〇
〇
ド
ゥ
カ
ー
ト
を
使
っ
て
そ
の
金
額
に
相
当
す
る
価
値
の
地

所
を
購
入
す
る
こ
と
を
命
じ
か
つ
欲
す
る
。
そ
し
て
遺
言
者
は
そ
の
地
所
に
つ
い
て
そ
の
利
用
の
た
め
に
娘
リ
エ
ー
タ
様
を
指
名
し
か
つ

彼
女
に
譲
渡
す
る
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
遺
産
の
執
行
は
、
遺
言
者
の
包
括
相
続
人
の
務
め
と
す
る
。
そ
の
地
所
を
遺
言
者
の
娘
で

あ
る
、
威
光
あ
る
女
性
リ
エ
ー
タ
様
が
子
を
も
う
け
ず
に
ご
逝
去
さ
れ
た
場
合
、
こ
の
遺
産
か
ら
彼
女
が
望
む
誰
に
対
し
て
も
、
三
、
〇
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〇
〇
ド
ゥ
カ
ー
ト
を
越
え
な
い
範
囲
で
遺
贈
し
て
も
よ
い
も
の
と
定
め
、
そ
の
よ
う
に
欲
す
る
。
残
る
二
分
の
一
は
包
括
相
続
人
に
帰
す

る
も
の
と
す
る
。
先
の
威
光
あ
る
女
性
リ
エ
ー
タ
様
の
逝
去
に
際
し
て
、
男
子
ま
た
は
女
子
の
子
供
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
遺
産
は

そ
の
子
ら
に
そ
の
ま
ま
移
る
べ
き
も
の
と
す
る
。
こ
の
事
柄
に
つ
い
て
遺
言
者
は
、
他
の
相
続
人
に
甘
ん
じ
て
受
け
る
よ
う
に
命
じ
る
。

二
三

娘
の
乳
母
と
遺
言
者
の
使
用
人
へ
の
遺
贈

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
包
括
相
続
人
が
、
遺
言
者
の
財
産
か
ら
、
以
下
の
贈
与
を
支
払
い
、
与
え
る
よ
う
望
み
、
命
ず

る
。
す
な
わ
ち
、
カ
テ
リ
ー
ナ
│
│
先
に
述
べ
た
光
輝
あ
る
リ
エ
ー
タ
の
乳
母
で
あ
る
│
│
、
フ
ォ
ン
タ
ー
ナ
、
マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
、
そ
れ

に
パ
ス
ク
ァ
﹇
以
上
、

使
用
人
﹈
は
、
彼
女
た
ち
が
生
き
て
い
る
間
、
身
に
つ
け
て
い
る
衣
服
と
、
食
べ
物
と
住
ま
い
を
与
え
ら
れ
る
も
の
と
す

る
。

二
四

実
の
き
ょ
う
だ
い
へ
の
遺
贈

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
の
き
ょ
う
だ
い
で
あ
る
傑
出
し
た
兵
士
ア
ル
コ
ア
ー
ノ
・
ブ
ッ
ザ
カ
ッ
リ
ー
ニ
に
対
し
て
、
貴
族
の

兵
士
ボ
ス
カ
リ
ー
ノ
・
ブ
ッ
ザ
カ
ッ
リ
ー
ニ
が
住
ん
で
い
る
大
き
な
邸
宅
と
、
そ
の
大
き
な
邸
宅
に
属
す
る
、
タ
イ
ル
屋
根
で
覆
わ
れ
た

ほ
か
の
二
軒
の
家
を
、
そ
の
離
れ
の
家
と
地
所
を
含
め
て
遺
贈
す
る
。
そ
の
家
は
、
先
の
大
き
な
邸
宅
の
角
か
ら
通
り
に
接
し
て
大
き
な

邸
宅
と
境
界
を
な
し
、
サ
ン
ト
ゥ
ル
バ
ー
ノ
教
会
に
隣
接
し
て
い
る
。
こ
の
大
き
な
邸
宅
は
、
壁
に
囲
ま
れ
て
、
二
階
と
タ
イ
ル
の
屋
根

を
備
え
、
中
庭
と
井
戸
、
屋
根
の
付
い
た
二
つ
の
小
屋
を
備
え
、
パ
ド
ヴ
ァ
の
パ
レ
ン
ツ
ィ
地
区
も
し
く
は
サ
ン
ト
ゥ
ル
バ
ー
ノ
地
区
に

位
置
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
大
き
な
邸
宅
は
、
二
面
を
公
道
で
仕
切
ら
れ
、
も
う
一
つ
の
側
面
は
先
に
述
べ
た
ア
ル
コ
ア
ー
ノ
閣
下
の
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地
所
、
も
う
一
つ
は
、
先
に
述
べ
た
光
輝
あ
る
ご
婦
人
、
こ
の
遺
言
書
の
遺
言
者
の
地
所
と
、
先
に
述
べ
た
ア
ル
コ
ア
ー
ノ
閣
下
の
地

所
、
そ
れ
に
サ
ン
・
ラ
ッ
ザ
ロ
の
地
所
と
パ
ド
ヴ
ァ
の
ド
ミ
ニ
コ
会
の
地
所
に
よ
っ
て
仕
切
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
多
分
、
も
っ
と
正
確

な
境
界
が
存
在
す
る
だ
ろ
う
。

二
五

教
会
へ
の
喜
捨
と
ミ
サ
の
要
請
│
│
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
│
│

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
パ
ド
ヴ
ァ
の
サ
ン
・
ミ
ケ
ー
レ
教
会
に
対
し
て
、
毎
年
永
続
的
に
、
六
〇
リ
ラ
を
遺
贈
す
る
。

そ
の
金
は
、
遺
言
者
が
サ
ン
・
ミ
ケ
ー
レ
教
会
に
あ
る
遺
言
者
の
家
の
近
く
に
位
置
し
た
地
所
の
賃
貸
の
収
入
と
し
て
得
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。
そ
の
金
に
よ
っ
て
サ
ン
・
ミ
ケ
ー
レ
教
会
の
聖
職
者
は
、
現
在
の
聖
職
者
も
ま
た
将
来
の
聖
職
者
も
、
遺
言
者
の
霊
魂
の
救
済
の

た
め
に
、
ミ
サ
を
あ
げ
て
、
神
に
祈
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二
六

犯
し
た
か
も
し
れ
な
い
過
ち
に
備
え
て
、
貧
困
貴
族
の
娘
の
嫁
資
│
│
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
│
│

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
自
分
が
知
ら
ず
に
犯
し
た
か
も
し
れ
な
い
何
ら
か
の
過
ち
の
た
め
に
、
も
し
こ
れ
ま
で
に
そ
の

よ
う
な
罪
を
犯
し
た
な
ら
ば
、
一
、
〇
〇
〇
リ
ラ
を
遺
贈
す
る
。
そ
の
金
は
、
貴
族
の
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ダ
・
モ
ン
フ
ー
モ
の
一
人
の
娘

の
た
め
の
嫁
資
と
し
て
使
わ
れ
、
配
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
。
そ
し
て
、
も
し
仮
に
、
そ
の
娘
が
結
婚
す
る
前
に
死
去
す
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
れ
ば
、
そ
の
金
は
先
に
述
べ
た
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
の
も
う
一
人
の
娘
に
移
る
べ
き
も
の
と
す
る
。
も
し
、
そ
の
両
方
と
も
結
婚
せ
ず
に
死

去
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
先
の
一
、
〇
〇
〇
リ
ラ
は
、
遺
言
者
自
身
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
、
ほ
か
の
貧
困
な
貴
族
出
身
の
結

婚
前
の
女
性
の
嫁
資
の
一
部
と
し
て
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
遺
言
者
は
、
こ
の
一
、
〇
〇
〇
リ
ラ
が
、
決
し
て
パ
ド
ヴ
ァ
の
司
教
様

― ３０３ ―

イ
タ
リ
ア
の
黒
死
病
関
係
史
料
集
（
一
〇
）



図 6 フィーナ・ダ・カッラーラの 1378年の遺言書（部分）
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の
手
に
落
ち
る
こ
と
の
な
い
こ
と
を
望
み
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
命
ず
る
。

二
七

包
括
相
続
人
の
指
名

最
後
に
、
遺
言
者
に
帰
属
す
る
い
か
な
る
も
の
も
、
ほ
か
の
す
べ
て
の
不
動
産
や
動
産
や
諸
権
利
は
、
そ
れ
が
現
在
ど
こ
に
あ
る
に
せ

よ
、
ど
こ
に
見
出
さ
れ
よ
う
と
、
そ
の
す
べ
て
は
、
遺
言
者
の
息
子
、
す
な
わ
ち
威
光
あ
る
、
傑
出
し
た
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ダ
・
カ
ッ

ラ
ー
ラ
閣
下
﹇
息
子
の
方
の
フ
ラ
ン
チ
ェ

ス
コ
・
ダ
・
カ
ッ
ラ
ー
ラ
﹈
に
帰
属
す
る
も
の
と
す
る
。
閣
下
は
、
遺
言
者
の
夫
で
あ
る
先
の
光
輝
あ
る
、
際
立
っ
た
閣
下
フ
ラ

ン
チ
ェ
ス
コ
・
ダ
・
カ
ッ
ラ
ー
ラ
の
息
子
で
あ
る
。
遺
言
者
は
、
閣
下
を
包
括
相
続
人
に
任
じ
、
命
じ
、
か
つ
そ
れ
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

二
八

遺
言
執
行
人
の
指
名

さ
ら
に
、
遺
言
者
は
、
そ
の
遺
言
と
遺
言
書
の
執
行
人
と
し
て
、
パ
ド
ヴ
ァ
閣
下
、
遺
言
者
の
配
偶
者
で
あ
る
、
威
光
あ
る
、
有
力
な

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ダ
・
カ
ッ
ラ
ー
ラ
閣
下
を
任
じ
、
命
じ
、
欲
す
る
。
そ
し
て
完
全
な
支
払
い
、
履
行
、
上
記
の
遺
産
の
執
行
の
た
め

に
、
遺
言
者
の
財
産
、
動
産
に
つ
い
て
、
求
め
ら
れ
る
す
べ
て
を
与
え
、
か
つ
譲
る
全
面
的
な
許
可
・
権
威
・
権
限
・
承
諾
を
こ
の
威
光

あ
る
閣
下
、
執
行
者
に
譲
渡
す
る
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
、
遺
言
者
に
し
て
、
ま
た
名
だ
た
る
、
光
輝
あ
る
先
の
ご
婦
人
フ
ィ
ー
ナ
・
ダ

・
カ
ッ
ラ
ー
ラ
様
は
、
こ
れ
が
、
遺
言
に
し
て
遺
言
書
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
、
定
め
、
遺
言
者
が
こ
れ
を
遺
言
・
遺
言
書
と
し
て
是
認

・
承
認
し
、
ご
自
分
が
そ
れ
に
喜
ん
で
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
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二
九

先
の
遺
言
書
の
無
効
化

そ
し
て
、
も
し
遺
言
者
が
、
す
で
に
ほ
か
の
機
会
に
遺
言
書
を
作
成
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
遺
言
書
は
、
こ
れ
以
降
、
破
棄
さ
れ
、
無
効

と
さ
れ
、
効
力
を
失
う
。
そ
し
て
、
今
、
こ
の
遺
言
書
が
、
ず
っ
と
効
力
と
有
効
性
を
も
つ
も
の
と
定
め
る
。
そ
し
て
、
現
在
の
こ
の
遺

言
書
は
、
遺
言
補
足
書
や
ほ
か
の
遺
言
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
う
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
死
や
他
の
事
由
、
形
式
、
形
態
、
法
に
よ

る
贈
与
や
そ
の
よ
う
な
変
更
は
、
現
在
も
将
来
も
有
効
と
認
め
ら
れ
る
。

三
〇

公
証
人
の
署
名

（
書
き
判
）
私
、
バ
ン
デ
ィ
ー
ノ
・
ブ
ラ
ッ
ツ
ィ
、
公
証
人
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
デ
ィ
・
バ
ン
デ
ィ
ー
ノ
の
息
子
は
、
パ
ド
ヴ
ァ
市
の
市
民

に
し
て
、
ド
ゥ
オ
ー
モ
地
区
、
サ
ン
タ
・
ル
チ
ー
ア
街
区
の
住
居
者
で
あ
り
、
帝
国
の
権
威
に
よ
る
公
証
人
で
あ
り
、
正
規
判
事
で
あ

り
、
先
に
述
べ
た
光
輝
あ
る
遺
言
者
の
ご
婦
人
の
た
め
の
書
記
で
あ
る
。
そ
し
て
、
先
に
述
べ
た
光
輝
あ
る
遺
言
者
の
ご
婦
人
に
よ
っ
て

な
さ
れ
、
語
ら
れ
た
す
べ
て
の
こ
と
の
た
め
に
、
こ
こ
に
求
め
ら
れ
て
臨
席
し
た
。
そ
し
て
、
私
は
、
よ
き
信
仰
心
の
も
と
に
こ
れ
を
記

述
し
、
正
式
の
形
式
に
お
い
て
、
ま
た
通
常
の
署
名
の
も
と
に
、
作
成
し
た
。

解
説

第
五
遺
言
書

一
三
八
八
年
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
タ
ラ
ス
コ
ー
ノ
（B

ernardo
T

arascono

）
の
遺
言
書
に
つ
い
て

こ
の
遺
言
書
の
作
成
者
（
遺
言
者
）
で
あ
る
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
タ
ラ
ス
コ
ー
ノ
は
、「
今
、
体
の
衰
弱
に
苦
し
ん
で
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
、

病
気
の
状
態
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
冒
頭
の
記
述
か
ら
、
遺
言
書
の
作
成
場
所
は
、
自
宅
で
は
な
く
デ
ナ
ー
リ
女
子
修
道
院
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
デ

ナ
ー
リ
女
子
修
道
院
は
、
一
二
二
九
年
の
第
一
遺
言
書
と
一
二
三
六
年
の
第
二
遺
言
書
の
作
成
者
で
あ
る
ブ
レ
ゴ
ン
デ
ィ
オ
・
デ
ナ
ー
リ
が
遺
贈
し
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た
デ
ナ
ー
リ
女
子
修
道
院
で
あ
る
。

遺
言
書
の
作
成
場
所
が
、
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会
の
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
察
で
き
る
よ
う
に
、
か
な
り
宗
教
色
の
強
い
遺
言
書
と
な
っ
て

い
る
。
ま
ず
「
三

遺
言
書
作
成
の
意
図
・
能
力
」
の
内
容
は
極
め
て
宗
教
的
な
も
の
で
あ
る
│
│
「
我
々
の
生
と
死
は
神
の
手
に
か
か
っ
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
さ
ら
に
ま
た
、
生
き
る
望
み
を
抱
い
て
い
な
が
ら
急
死
し
て
し
ま
う
よ
り
も
死
を
恐
れ
な
が
ら
生
き
て
い
く
方
が
望
ま
し
い
の
で

あ
る
」。
ま
た
、
遺
贈
相
手
も
二
人
の
息
子
（
パ
オ
ロ
、
ボ
ー
ノ
）
に
五
ソ
ル
ド
と
い
う
ご
く
わ
ず
か
な
額
の
お
金
を
与
え
る
だ
け
で
、
自
分
の
所

有
す
る
土
地
も
家
も
す
べ
て
こ
の
女
子
修
道
院
に
遺
贈
し
て
い
る
。
来
世
の
長
く
苦
し
い
煉
獄
の
旅
を
意
識
し
て
の
遺
贈
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
五
遺
言
書

一
三
八
八
年
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
タ
ラ
ス
コ
ー
ノ
の
遺
言
書
⑹

一

作
成
日

（
書
き
判
）
神
の
名
に
お
い
て
ア
ー
メ
ン
。
神
の
誕
生
か
ら
一
三
八
八
年
の
九
月
一
八
日
。
イ
ン
デ
ィ
ク
テ
ィ
オ
の
第
一
二
年
。

二

作
成
場
所
・
出
席
者
│
│
証
人
・
公
証
人
│
│

ロ
ー
デ
ィ
市
の
デ
ナ
ー
リ
女
子
修
道
院
に
出
席
さ
れ
た
の
が
、
以
下
の
諸
氏
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ザ
ノ
ッ
ロ
・
ダ
・
ム
ラ
ザ
ー
ノ
、
ジ

ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
ー
ノ
・
ダ
・
ガ
ッ
ラ
ラ
ー
テ
こ
と
通
称
ペ
ー
ロ
ゾ
（Pesolo

）、
マ
ン
フ
レ
ー
ド
・
ポ
カ
ロ
ー
ド
、
バ
ッ
サ
ー
ノ
・
ダ
・
ラ

レ
ニ
ー
ア
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
フ
ァ
ゾ
ー
ロ
、
マ
ン
フ
レ
ー
ド
・
ポ
カ
ロ
ー
ド
、
ア
リ
ギ
ー
ノ
・
チ
ェ
ル
ヴ
ォ
・
デ
・
ベ
ル
ガ
モ
、
フ
ラ

ン
チ
ェ
ス
キ
ー
ノ
・
ダ
・
ク
レ
ー
マ
こ
と
通
称
レ
ヌ
ツ
ォ
ッ
ロ
、
皆
ロ
ー
デ
ィ
市
民
で
あ
り
、
こ
こ
に
依
頼
さ
れ
て
来
た
知
り
合
い
の

方
々
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
に
は
第
二
公
証
人
と
し
て
、
ロ
ー
デ
ィ
市
の
公
認
公
証
人
で
あ
る
バ
ル
ト
ロ
メ
ー
オ
・
ダ
・
ラ
ヴ
ァ
ー
ニ
ャ
も

イ
タ
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出
席
さ
れ
た
。

三

遺
言
書
の
作
成
の
意
図
・
能
力

我
々
の
生
と
死
は
神
の
手
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
さ
ら
に
ま
た
、
生
き
る
望
み
を
抱
い
て
い
な
が
ら
急
死
し
て
し
ま
う
よ

り
も
死
を
恐
れ
な
が
ら
生
き
て
い
く
方
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
オ
ッ
ト
リ
ー
ニ
の
息
子
で
あ
り
、
ま
た
ロ
ー
デ
ィ

市
民
で
あ
る
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
タ
ラ
ス
コ
ー
ノ
は
、
た
と
え
今
、
体
の
衰
弱
に
苦
し
ん
で
い
る
に
し
て
も
、
精
神
の
健
康
と
よ
き
記
憶
力
の

状
態
に
お
い
て
、
彼
の
死
後
、
彼
の
財
産
に
関
係
し
そ
れ
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
者
た
ち
に
争
い
が
生
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
財
産
の
処
理
お
よ
び
規
定
を
お
こ
な
う
こ
と
を
欲
し
て
こ
の
遺
言
書
、
意
見
書
、
命
令
書
を
作
成
し
た
。
そ
れ
ら
は
遺
言
法
や
遺
言

補
足
書
や
遺
言
や
あ
ら
ゆ
る
形
の
法
規
や
訴
訟
・
手
続
き
に
し
た
が
っ
て
も
有
効
で
あ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
ま
た
先
の
遺
言
者
の
意

思
に
基
づ
い
て
公
認
公
証
人
の
手
に
よ
っ
て
変
え
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
文
章
は
変
更
し
て
は
な
ら
な
い
と
命
ず
る
。

四

遺
言
書
の
効
力
と
過
去
の
遺
言
書
の
無
効
化

す
な
わ
ち
ま
ず
始
め
に
遺
言
者
は
、
こ
の
遺
言
書
以
外
の
も
の
、
す
な
わ
ち
遺
言
者
が
法
的
遺
言
書
、
遺
言
に
基
づ
く
遺
言
補
足
書
、

そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
形
の
法
規
に
お
い
て
価
値
を
有
す
る
訴
訟
・
手
続
き
を
決
定
的
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
欲
し
か
つ
要
求
し
た
以
外
の
遺

言
書
が
作
成
さ
れ
発
見
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
無
効
の
も
の
と
し
た
。
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五

世
俗
的
遺
贈

す
な
わ
ち
、
ま
ず
遺
言
者
は
遺
言
法
に
し
た
が
っ
て
ロ
ー
デ
ィ
市
民
に
し
て
故
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
リ
ー
ニ
の
息
子
で
あ
る
パ
オ
ロ
・
タ
ラ
ス

コ
ー
ノ
に
五
帝
国
ソ
ル
ド
を
遺
贈
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
つ
ま
り
遺
言
者
は
、
慣
習
法
と
フ
ァ
ル
キ
デ
ィ
オ
の
法
に
し
た
が
っ
て
彼
を

五
帝
国
ソ
ル
ド
の
相
続
人
に
指
名
し
た
。
し
か
し
他
の
財
産
の
い
か
な
る
も
の
も
ど
の
よ
う
な
手
段
に
よ
っ
て
も
、
法
律
に
基
づ
い
て

も
、
あ
る
い
は
裁
判
や
訴
訟
に
よ
っ
て
も
先
に
述
べ
た
彼
の
財
産
を
要
求
し
て
は
な
ら
な
い
と
決
定
し
た
。

同
様
に
遺
言
者
は
遺
言
法
に
し
た
が
っ
て
ロ
ー
デ
ィ
市
民
で
あ
る
ボ
ー
ノ
・
タ
ラ
ス
コ
ー
ノ
に
五
帝
国
ソ
ル
ド
の
遺
贈
を
決
定
し
た
。

つ
ま
り
遺
言
者
は
、
ボ
ー
ノ
・
デ
イ
・
タ
ラ
ス
コ
ー
ノ
を
慣
習
法
と
フ
ァ
ル
キ
デ
ィ
オ
の
法
に
し
た
が
っ
て
、
五
帝
国
ソ
ル
ド
の
相
続
人

に
指
名
し
た
。
し
か
し
彼
は
い
か
な
る
方
法
に
よ
っ
て
も
、
法
律
に
基
づ
い
て
も
、
あ
る
い
は
裁
判
や
訴
訟
に
よ
っ
て
も
、
ほ
か
の
財
産

を
要
求
し
て
は
な
ら
な
い
と
決
定
し
た
。

同
様
に
遺
言
者
は
遺
言
法
に
よ
っ
て
今
は
亡
き
ク
ラ
ー
ロ
の
息
子
で
あ
り
、
ロ
ー
デ
ィ
の
市
民
で
あ
る
パ
オ
ロ
・
タ
ラ
ス
コ
ー
ノ
に
五

帝
国
ソ
ル
ド
を
遺
贈
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
つ
ま
り
遺
言
者
は
、
慣
習
法
と
フ
ァ
ル
キ
デ
ィ
オ
の
法
に
し
た
が
っ
て
、
彼
を
五
帝
国
ソ

ル
ド
の
相
続
に
指
名
し
た
。
し
か
し
彼
は
五
帝
国
ソ
ル
ド
の
他
に
は
い
か
な
る
財
産
も
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
も
、
法
律
に
基
づ
い

て
も
、
あ
る
い
は
裁
判
や
訴
訟
に
よ
っ
て
も
、
先
に
述
べ
た
彼
の
財
産
を
要
求
し
て
は
な
ら
な
い
と
決
定
し
た
。

六

宗
教
的
遺
贈
│
│
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
│
│

同
様
に
、
ロ
ー
デ
ィ
市
の
聖
ト
ン
マ
ー
ゾ
教
会
の
主
席
聖
職
者
で
あ
り
、
聖
職
祿
受
領
者
で
あ
る
司
祭
ド
ン
・
パ
オ
ロ
・
デ
ィ
・
ア
ド

ラ
ル
デ
ィ
（A

dlardi

）
様
に
遺
言
者
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
ミ
サ
と
祈
禱
を
お
こ
な
う
よ
う
に
、
五
帝
国
ソ
ル
ド
を
遺
贈
す
る
こ
と
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を
決
定
し
た
。

七

賃
貸
借
料
の
請
求

同
様
に
、
先
に
述
べ
た
ベ
ル
ナ
ル
ド
は
、
ア
ル
ギ
ー
ノ
・
チ
ェ
ル
ヴ
ィ
・
ダ
・
ベ
ル
ガ
モ
が
二
デ
ナ
ー
ロ
五
ソ
ル
ド
を
来
る
九
月
一
日

ま
で
に
支
払
う
こ
と
を
命
じ
た
。
そ
れ
は
賃
貸
借
料
と
し
て
先
に
述
べ
た
ベ
ル
ナ
ル
ド
に
支
払
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

八

包
括
相
続
人
の
指
名

遺
言
者
は
、
動
産
お
よ
び
不
動
産
、
ま
た
現
に
存
在
す
る
か
、
も
し
く
は
今
後
見
出
さ
れ
う
る
諸
権
利
の
一
切
の
包
括
相
続
人
と
し

て
、
ロ
ー
デ
ィ
市
の
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会
の
デ
ナ
ー
リ
（D

enari

）
修
道
院
の
女
子
修
道
院
長
と
修
道
女
を
指
名
し
た
。
二
人
は
、

今
そ
の
相
続
と
先
に
述
べ
た
遺
言
者
の
遺
言
を
あ
く
ま
で
限
定
承
認
付
き
で
受
け
取
る
。
な
ぜ
な
ら
二
人
は
、
財
産
と
先
に
述
べ
た
相
続

財
産
が
二
人
に
帰
属
す
る
以
外
に
つ
い
て
ま
で
義
務
を
負
う
こ
と
は
、
こ
れ
を
望
ん
だ
り
欲
し
た
り
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

九

公
証
人
の
署
名

（
書
き
判
）
私
こ
と
バ
ル
ト
ロ
メ
ー
オ
・
ダ
・
ラ
ヴ
ァ
ー
ニ
ャ
は
、
ロ
ー
デ
ィ
の
公
認
公
証
人
で
あ
り
、
こ
の
法
的
決
定
に
出
席
し

た
。
そ
し
て
第
二
公
証
人
と
し
て
要
請
さ
れ
、
署
名
を
し
た
。

（
書
き
判
）
私
こ
と
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ダ
・
ラ
ヴ
ァ
ー
ニ
ャ
は
、
ロ
ー
デ
ィ
の
公
認
公
証
人
で
あ
り
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
の
上
記
の
遺
言
を

先
の
遺
言
書
と
し
て
作
成
す
る
よ
う
に
要
請
さ
れ
た
。
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解
説

第
六
遺
言
書

一
四
〇
〇
年
、
ロ
ー
デ
ィ
市
民
ジ
ャ
コ
モ
・
ダ
・
ラ
ヴ
ァ
ー
ニ
ャ
の
妻
、
ク
レ
ッ
シ
ー
ノ
・
ブ
ラ
ー
コ
の
娘
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ナ
・
ダ

・
ラ
ヴ
ァ
ー
ニ
ャ
（G

ivanna
da

L
avagna

）
の
遺
言
書
に
つ
い
て

夫
に
先
立
っ
て
旅
立
つ
妻
の
遺
言
書
で
あ
る
。
一
四
〇
〇
年
と
い
え
ば
、
北
部
と
中
部
の
イ
タ
リ
ア
に
ペ
ス
ト
が
荒
れ
狂
っ
た
年
で
あ
る
。
こ
の

遺
言
者
の
死
は
ペ
ス
ト
死
の
可
能
性
が
あ
る
。
前
年
か
ら
ペ
ス
ト
の
兆
候
が
認
め
ら
れ
、
人
び
と
の
間
で
ペ
ス
ト
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
た
。
一
三

九
九
年
は
、
こ
の
迫
り
来
る
ペ
ス
ト
の
意
識
に
加
え
、
翌
年
が
一
四
〇
〇
年
と
い
う
世
紀
の
転
換
点
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
イ
タ
リ
ア
で
も
大
い

に
終
末
的
意
識
が
高
ま
っ
て
い
た
⑺
。
こ
の
不
安
の
な
か
で
北
部
と
中
部
の
諸
都
市
一
帯
に
お
い
て
神
に
赦
し
を
乞
う
ビ
ア
ン
キ
の
改
悛
の
大
行
進

が
波
状
的
に
繰
り
出
さ
れ
た
。
こ
の
改
悛
の
行
列
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
特
徴
は
、
神
に
《
平
和
》
を
誓
い
、
多
く
の
都
市
で
抗
争
が
調
停
さ
れ
た
。
こ

の
遺
言
書
の
作
成
者
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ナ
も
、
こ
の
年
の
尋
常
な
ら
ざ
る
様
子
を
感
じ
て
遺
言
書
を
作
成
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
公
証
人

が
み
ず
か
ら
考
え
た
こ
と
ば
か
も
し
れ
な
い
が
、「
三

遺
言
書
作
成
の
意
図
・
能
力
」
の
な
か
で
「
キ
リ
ス
ト
の
裁
き
の
前
に
い
る
」
と
い
う
こ

と
ば
な
ど
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

第
六
遺
言
書

一
四
〇
〇
年
、
ロ
ー
デ
ィ
市
民
ジ
ャ
コ
モ
・
ダ
・
ラ
ヴ
ァ
ー
ニ
ャ
の
妻
、

ク
レ
ッ
シ
ー
ノ
・
ブ
ラ
ー
コ
の
娘
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ナ
・
ダ
・
ラ
ヴ
ァ
ー
ニ
ャ
の
遺
言
書

一

作
成
日
・
作
成
場
所

（
書
き
判
）
神
の
名
に
お
い
て
ア
ー
メ
ン
。
主
の
生
誕
か
ら
一
四
〇
〇
年
。
イ
ン
デ
ィ
ク
テ
ィ
オ
の
第
九
年
、
一
〇
月
一
九
日
。
下
記

の
夫
婦
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ナ
夫
人
と
ジ
ャ
コ
モ
氏
の
ロ
ー
デ
ィ
の
都
市
の
ト
ン
マ
ー
ゾ
教
会
に
近
い
家
に
お
い
て
。
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二

出
席
者
│
│
証
人
・
公
証
人
│
│

出
席
者
は
、
故
ザ
ゾ
ー
ネ
の
息
子
で
あ
り
上
記
の
都
市
の
市
民
・
住
民
で
あ
る
シ
モ
ー
ネ
・
ム
ッ
シ
、
故
ア
ル
ブ
リ
ギ
ー
ノ
の
息
子
で

あ
り
上
記
の
都
市
の
市
民
で
あ
り
住
民
で
あ
る
ア
ン
ド
リ
オ
ー
ロ
・
ダ
ル
ダ
ノ
ー
ノ
、
ま
た
故
ペ
リ
ー
ニ
の
息
子
で
あ
り
先
に
述
べ
た
都

市
の
市
民
で
あ
り
か
つ
そ
の
住
民
で
あ
る
ダ
メ
ッ
レ
・
リ
カ
ル
ド
、
ま
た
故
コ
モ
ー
ネ
の
息
子
で
あ
り
上
記
の
都
市
の
市
民
・
住
民
で
あ

り
、
サ
ン
・
レ
オ
ナ
ル
ド
の
都
市
の
市
民
・
住
民
で
あ
り
、
ま
た
今
は
故
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
の
息
子
で
あ
り
上
記
の
都
市
の
市
民
・
住
民
で

あ
り
、
サ
ン
・
ジ
ミ
ニ
ャ
ー
ノ
の
都
市
の
市
民
・
住
民
で
あ
る
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
・
ブ
ロ
ツ
ィ
オ
で
あ
る
。

出
席
者
は
、
故
ソ
ン
ベ
ー
ネ
の
息
子
で
あ
り
、
同
じ
都
市
と
サ
ン
・
レ
オ
ナ
ル
ド
の
都
市
の
市
民
で
あ
り
住
民
で
あ
る
ジ
ョ
ヴ
ァ
ニ
ー

ノ
・
ダ
ル
マ
ソ
ー
ニ
・
ダ
・
ベ
ル
ガ
モ
、
ま
た
故
バ
ッ
シ
ア
ー
ノ
の
息
子
で
あ
り
上
記
の
都
市
の
市
民
・
住
民
で
あ
り
、
サ
ン
・
ト
ン
マ

ー
ゾ
の
市
民
・
住
民
で
あ
る
ザ
ッ
ノ
ッ
ロ
・
ダ
・
ム
ラ
ザ
ー
ノ
で
あ
る
。
出
席
者
は
皆
そ
の
資
格
の
あ
る
証
人
で
あ
り
、
こ
の
文
書
の
た

め
に
特
に
求
め
ら
れ
た
知
人
で
あ
る
。
ま
た
了
解
さ
れ
た
公
証
人
と
し
て
出
席
し
た
の
が
、
故
ア
ン
ト
ー
ニ
オ
の
息
子
で
あ
る
ド
メ
ニ
コ

・
ソ
テ
ィ
ス
、
ま
た
故
ニ
コ
リ
ー
ノ
の
息
子
ダ
ン
ノ
・
ダ
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
あ
り
、
二
人
と
も
ロ
ー
デ
ィ
の
公
認
公
証
人
で
あ
る
。

三

遺
言
書
作
成
の
意
図
・
能
力

死
と
生
は
神
の
手
の
も
と
に
あ
り
、
ま
た
生
き
な
が
ら
え
る
望
み
を
も
ち
つ
つ
も
急
死
に
至
る
よ
り
は
死
を
恐
れ
て
生
き
る
方
が
好
ま

し
い
の
だ
か
ら
、
そ
れ
ゆ
え
に
ク
レ
ッ
シ
ー
ノ
・
ブ
ラ
ー
コ
氏
の
娘
、
ジ
ャ
コ
モ
・
ダ
・
ラ
ヴ
ァ
ー
ニ
ャ
の
妻
で
あ
り
、
ロ
ー
デ
ィ
の
市

民
で
あ
る
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ナ
夫
人
は
、
健
康
な
精
神
と
良
き
知
力
、
ま
た
良
き
記
憶
力
か
ら
、
た
と
え
そ
の
体
が
病
気
に
冒
さ
れ
て
い
よ
う

と
も
、
常
に
避
け
ら
れ
な
い
こ
の
世
の
は
か
な
さ
を
思
い
、
聖
人
の
こ
と
ば
と
聖
書
に
書
い
て
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
我
々
は
皆
、
こ
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の
世
で
の
行
い
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
良
き
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
悪
し
き
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
釈
明
す
る
た
め
に
キ
リ
ス
ト
の
裁
き
の

前
に
い
る
と
い
う
こ
と
ば
を
胸
に
携
え
る
も
の
で
あ
る
。

四

相
続
を
め
ぐ
る
親
類
の
争
い
の
回
避
の
た
め
に

夫
人
の
父
で
あ
り
故
俗
名
ク
レ
ッ
シ
ー
ノ
氏
の
相
続
か
ら
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ナ
夫
人
の
所
有
と
な
る
彼
女
の
す
べ
て
の
財
産
、
そ
れ
に
加

え
、
彼
女
の
弟
で
あ
り
か
つ
故
俗
名
ク
レ
ッ
シ
ー
ノ
氏
の
息
子
で
あ
る
故
ア
ン
ト
ニ
ー
ノ
本
人
（
彼
は
未
成
年
で
こ
の
世
を
去
っ
た
）
を

通
じ
て
彼
女
の
所
有
と
な
る
財
産
、
な
ら
び
に
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ナ
夫
人
の
す
べ
て
の
他
の
財
産
、
こ
れ
ら
の
財
産
を
め
ぐ
っ
て
、
彼
女
の
死

後
、
親
類
の
間
で
も
め
ご
と
、
訴
訟
、
争
い
が
生
じ
な
い
よ
う
に
有
効
な
手
配
に
よ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
を
望
む
。

五

遺
言
書
の
効
力

遺
言
者
は
、
公
認
公
証
人
の
手
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
こ
の
遺
言
書
が
、
遺
言
法
や
決
定
や
口
頭
に
よ
る
命
令
や
遺
言
に
よ
っ
て
、
価
値

と
義
務
を
有
す
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
を
今
、
欲
し
か
つ
命
じ
た
。
そ
し
て
こ
の
遺
言
書
が
遺
言
法
、
決
定
、
口
頭
に
よ
る
表
明
、
あ
る
い

は
遺
言
に
し
た
が
っ
て
価
値
を
有
さ
な
い
場
合
に
は
、
他
の
い
か
な
る
や
り
方
、
法
、
訴
訟
、
手
続
き
が
な
さ
れ
よ
う
と
も
、
遺
言
補
足

書
の
法
に
し
た
が
っ
て
、
こ
の
遺
言
書
が
価
値
と
義
務
を
有
す
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
を
今
、
欲
し
か
つ
命
じ
た
。
そ
し
て
こ
の
や
り
方
に

よ
っ
て
こ
の
遺
言
書
が
大
き
な
価
値
と
義
務
を
有
し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
公
認
公
証
人
の
手
と
、
先
の
遺
言
者
の
意
思
に
よ
っ

て
文
書
の
な
か
で
変
更
さ
れ
な
い
限
り
、
変
更
を
加
え
た
り
損
な
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
今
、
欲
し
か
つ
命
じ
た
。
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六

過
去
の
遺
言
書
の
無
効
化

ま
ず
初
め
に
遺
言
者
は
、
こ
れ
ま
で
彼
女
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
す
べ
て
の
遺
言
書
、
決
定
書
、
命
令
、
遺
言
補
足
書
の
有
す
る
い
か
な

る
価
値
を
も
こ
こ
に
取
り
消
し
、
無
効
な
も
の
と
し
、
そ
れ
を
欲
し
、
命
じ
た
。
も
し
こ
の
遺
言
書
、
決
定
書
、
口
頭
命
令
書
、
遺
言
以

外
に
発
見
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
こ
の
遺
言
書
が
ほ
か
の
い
か
な
る
も
の
以
上
に
価
値
と
義
務
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

今
欲
し
て
、
か
つ
命
じ
た
。

七

慈
善

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
遺
言
者
は
次
の
よ
う
に
定
め
命
じ
た
。
す
な
わ
ち
遺
言
者
の
死
後
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ナ
夫
人
の
財
産
を
相
続
す
る

下
記
の
相
続
人
は
、
死
後
七
日
目
に
は
一
モ
ッ
ジ
ョ
の
量
の
小
麦
入
り
の
焼
い
た
パ
ン
、
ま
た
死
後
七
日
目
に
は
三
ス
タ
イ
オ
の
豆
、
ま

た
死
後
三
〇
日
目
に
は
両
方
の
同
量
の
分
の
慈
善
を
お
こ
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

八

遺
贈

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
遺
言
者
は
以
下
の
こ
と
を
欲
し
命
じ
る
。
以
下
の
ご
と
く
命
じ
て
遺
贈
す
る
⑻
。
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ

・
ダ
・
ラ
ヴ
ァ
ー
ニ
ャ
こ
と
、
遺
言
者
と
先
に
述
べ
た
ジ
ャ
ッ
コ
モ
の
間
に
生
ま
れ
た
息
子
に
対
し
て
、
ロ
ー
デ
ィ
市
、
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
通

り
の
サ
ン
タ
グ
ネ
ス
﹇
聖
ア
グ

ネ
ス

﹈
地
区
に
あ
る
囲
い
の
あ
る
瓦
の
家
を
与
え
る
。
そ
の
家
は
一
方
が
公
道
に
接
し
、
も
う
一
方
が
バ
ッ
サ
ー

ノ
・
デ
・
ロ
ン
デ
リ
の
家
ま
た
は
モ
ル
テ
ィ
家
、
も
う
一
方
が
コ
ミ
ツ
ォ
ッ
ロ
・
デ
・
メ
レ
ク
ス
セ
の
家
ま
た
は
修
道
士
の
家
、
そ
し
て

も
う
一
方
が
排
水
溝
に
接
し
て
い
る
。
こ
の
家
に
は
先
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
キ
ー
ノ
が
住
ん
で
い
る
。
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同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
遺
言
者
は
以
下
の
よ
う
に
命
じ
定
め
る
。
遺
言
者
は
以
下
の
よ
う
に
命
じ
遺
贈
す
る
。
同
様
に
遺
言
者
は
以
下

の
よ
う
に
命
じ
定
め
る
。
同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
遺
言
法
に
し
た
が
っ
て
先
に
述
べ
た
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ダ
・
ラ
ヴ
ァ
ー
ニ
ャ
の
幼
い

息
子
で
あ
る
ロ
レ
ン
ツ
ォ
に
祖
先
か
ら
受
け
継
い
だ
五
ペ
リ
テ
ィ
カ
の
土
地
を
遺
贈
す
る
。
そ
の
土
地
は
ロ
ー
デ
ィ
市
の
領
域
の
な
か
、

テ
ン
ポ
リ
ア
地
区
に
位
置
し
、
そ
の
一
方
を
モ
ロ
ヌ
ス
・
カ
ガ
モ
ス
テ
ィ
氏
、
ま
た
は
そ
の
相
続
人
の
二
つ
の
地
所
と
接
し
、
他
方
を
フ

ラ
ン
キ
ー
ノ
・
デ
・
ボ
ン
シ
ニ
ョ
ー
リ
の
地
所
と
接
す
る
家
で
あ
る
。

も
し
先
に
述
べ
た
ロ
レ
ン
ツ
ォ
が
嫡
出
子
を
も
う
け
る
こ
と
な
く
死
去
し
た
場
合
は
、
先
に
述
べ
た
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
他
の
息
子
ま

た
は
嫡
出
子
が
先
に
述
べ
た
決
定
に
お
い
て
、
先
に
述
べ
た
ロ
レ
ン
ツ
ォ
の
財
産
を
取
得
し
相
続
す
る
も
の
と
命
ず
る
。
そ
し
て
そ
の
フ

ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
が
嫡
出
子
を
も
う
け
な
か
っ
た
場
合
、
五
ペ
ル
テ
ィ
ケ
の
土
地
は
遺
言
者
の
次
に
記
す
子
供
た
ち
、
相
続
人
に
属
す
も
の

と
命
ず
る
。

九

包
括
相
続
人
の
指
名

遺
言
者
は
、
以
下
の
事
柄
に
つ
い
て
は
、
次
の
者
を
包
括
相
続
人
に
指
名
す
る
。
す
な
わ
ち
上
に
記
し
た
不
動
産
の
す
べ
て
、
他
の
動

産
、
不
動
産
の
権
利
、
ま
た
す
で
に
確
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
先
の
ア
ン
ト
モ
ッ
レ
・
ロ
レ
ン
ツ
ォ
と
ピ
エ
ー
ト
ロ
に
対
し
て

決
定
さ
れ
た
こ
と
を
除
い
て
存
在
す
る
と
認
め
ら
れ
る
名
義
上
の
権
利
に
関
し
て
は
、
ベ
リ
ー
ノ
こ
と
ア
ン
ト
ー
ニ
オ
、
ザ
ネ
ッ
ト
、
バ

ル
ト
ロ
メ
ー
オ
、
ト
ン
マ
ー
ゾ
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
、
そ
し
て
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
、
以
上
の
ジ
ャ
コ
モ
氏
と
遺
言
者
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子

供
た
ち
を
包
括
相
続
人
に
指
名
す
る
。
ま
た
明
確
に
表
明
さ
れ
て
い
な
い
他
の
財
産
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
彼
ら
の
誰
も
が

み
な
均
等
に
相
続
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
彼
ら
の
誰
か
が
死
去
し
た
場
合
に
は
、
遺
言
者
は
、
他
の
生
き
残
っ
た
者
が
均
等
に
そ
の
死
去

イ
タ
リ
ア
の
黒
死
病
関
係
史
料
集
（
一
〇
）

― ３１６ ―



し
た
者
を
相
続
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
す
る
。
以
上
が
遺
言
者
の
遺
言
で
あ
る
。

一
〇

公
証
人
の
署
名

（
書
き
判
）

私
こ
と
マ
フ
ィ
ー
ノ
・
バ
ロ
ニ
ー
オ
は
、
帝
国
か
ら
権
威
を
与
え
ら
れ
た
ロ
ー
デ
ィ
の
公
認
公
証
人
で
あ
り
、
先
に
述
べ
た
ジ
ョ
ヴ
ァ

ン
ナ
夫
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
上
述
の
遺
言
書
の
作
成
に
出
席
し
た
。
依
頼
さ
れ
て
そ
の
遺
言
書
を
作
成
し
た
。
そ
し
て
同
じ
遺
言
書
の

こ
の
部
分
が
彼
に
よ
っ
て
登
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
ノ
・
ソ
ン
マ
リ
ー
ヴ
ァ
公
証
人
に
手
渡
し
、
私
は
こ
こ
に
署
名
し
た
。

私
こ
と
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
ノ
・
ソ
ン
マ
リ
ー
ヴ
ァ
は
、
帝
国
か
ら
権
威
を
与
え
ら
れ
た
ロ
ー
デ
ィ
の
公
認
公
証
人
で
あ
る
。
上
記
の
公
認

公
証
人
マ
フ
ィ
ー
ノ
・
バ
ロ
ニ
ー
オ
の
命
を
受
け
て
遺
言
書
の
こ
の
部
分
を
書
き
記
し
て
署
名
し
た
。

比
較
参
考
史
料

一
三
世
紀
に
書
か
れ
た
遺
言
書

解
説

第
七
遺
言
書

一
二
二
九
年
、
ロ
ー
デ
ィ
市
民
ブ
レ
ゴ
ン
デ
ィ
オ
・
デ
ナ
ー
リ
（B

regondio
D

enari

）
の
遺
言
書
に
つ
い
て

非
常
に
宗
教
色
の
強
い
遺
言
書
で
あ
る
。
宗
教
的
遺
贈
の
相
手
は
一
一
の
団
体
も
し
く
は
個
人
に
及
ぶ
。
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会
の
影
響
を
受

け
て
、
二
つ
の
施
療
院
の
貧
民
に
対
し
て
も
遺
贈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
最
も
目
立
っ
た
こ
と
は
、
自
分
の
家
と
農
地
を
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会
に

遺
贈
し
、
こ
の
場
所
に
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会
の
修
道
院
を
設
立
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
そ
し
て
こ
の
遺
言
は
、
彼
の
死

後
、
実
際
に
遺
言
執
行
人
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
、「
デ
ナ
ー
リ
女
子
修
道
院
」
が
設
立
さ
れ
た
）。
そ
れ
と
引
き
替
え
に
、
自
分
の
救
済
の
た
め
に
供
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図 7 ローディのサン・クリストーフォロ教会（1150～1200）
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養
ミ
サ
を
お
こ
な
う
よ
う
に
遺
言
で
し
っ
か
り
と
指
示
さ
れ
て
い
る
。
デ
ナ
ー
リ
に
よ
る
、
こ
の
不
動
産
と
動
産
の
す
べ
て
を
遺
贈
し
て
し
ま
う
と

い
う
決
断
は
、
娘
の
リ
ー
カ
（R

ica

）
か
ら
の
抵
抗
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
抵
抗
が
予
想
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、「
リ
ー
カ
は
こ
れ
で

満
足
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
要
求
し
て
は
な
ら
な
い
。」
と
は
っ
き
り
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
思
い
切
っ
た
遺
贈
は
、
当
時
、
隆
盛
し
つ
つ
あ

っ
た
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会
の
宗
教
的
運
動
に
刺
激
さ
れ
た
遺
贈
形
態
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
デ
ナ
ー
リ
女
子
修
道
院
は
、
第
五
遺
言
書
に
も
登
場

す
る
。

な
お
、
ブ
レ
ゴ
ン
デ
ィ
オ
が
、
こ
の
遺
言
書
で
供
養
ミ
サ
と
引
き
替
え
に
一
〇
〇
リ
ラ
を
遺
贈
す
る
サ
ン
・
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
教
会

は
、
本
章
の
遺
言
書
中
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
こ
の
教
会
は
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会
系
の
教
会
で
あ
り
、
現
在
も
残
っ
て
い
る
（
図

７
）。
た
だ
通
常
は
閉
鎖
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

第
七
遺
言
書

一
二
二
九
年
、
ロ
ー
デ
ィ
市
民
ブ
レ
ゴ
ン
デ
ィ
オ
・
デ
ナ
ー
リ
の
遺
言
書
⑼

一

遺
言
書
の
作
成
日

（
書
き
判
）
我
ら
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
受
肉
の
年
か
ら
一
二
二
九
年
、
イ
ン
デ
ィ
ク
テ
ィ
オ
の
第
二
年
。
一
月
一
〇
日
。

二

法
に
も
と
づ
く
遺
言
書
の
作
成

ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ー
ア
の
法
律
に
し
た
が
っ
て
生
き
る
こ
と
を
表
明
し
た
ブ
レ
ゴ
ン
デ
ィ
オ
は
、
遺
言
書
法
、
も
し
く
は
、
さ
ら
に
優
れ

た
価
値
を
与
え
る
他
の
法
令
に
も
と
づ
い
て
、
永
遠
に
不
変
で
あ
り
つ
づ
け
、
か
つ
効
力
を
備
え
つ
づ
け
る
べ
き
、
公
認
公
証
人
に
よ
っ
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て
登
記
さ
れ
た
の
で
な
け
れ
ば
変
更
し
え
な
い
遺
言
書
を
作
成
し
た
。

三

娘
へ
の
遺
贈

ま
ず
始
め
に
、
遺
言
者
は
、
娘
で
あ
る
リ
ー
カ
を
嫁
が
せ
る
た
め
に
彼
女
に
五
六
帝
国
リ
ラ
を
与
え
る
が
、
そ
の
金
を
含
ん
で
遺
言
者

の
財
産
の
三
分
の
一
の
相
続
人
と
し
て
リ
ー
カ
を
任
ず
る
。
ま
た
遺
言
者
は
、
こ
の
三
分
の
一
を
有
す
る
リ
ー
カ
は
フ
ァ
ル
キ
デ
ィ
ア
法

﹇
古
代
ロ
ー
マ
の
相
続
法
に
従
っ
て
相
続
財
産
の
少

な
く
と
も
四
分
の
一
を
相
続
人
に
保
障
す
る
法

﹈
の
た
め
に
、
同
様
に
ま
た
ひ
と
つ
、
持
つ
べ
き
現
金
五
六
リ
ラ
の
ゆ
え
に
ロ
ー
デ
ィ
の
広
場
に
所

有
す
る
フ
ァ
ル
キ
デ
ィ
ア
を
清
算
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
。
リ
ー
カ
は
こ
れ
で
満
足
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
要
求
し
て
は
な
ら
な

い
。

四

修
道
会
へ
の
遺
贈
と
条
件

ブ
レ
ゴ
ン
デ
ィ
オ
が
住
ん
で
い
る
サ
ン
・
ト
ン
マ
ー
ゾ
地
区
に
あ
る
家
と
、
さ
ら
に
、
ブ
レ
ゴ
ン
デ
ィ
オ
が
亡
く
な
っ
た
時
点
で
見
出

さ
れ
る
そ
の
家
の
な
か
の
す
べ
て
の
瓶
と
家
庭
用
品
、
並
び
に
、
ム
ラ
ッ
ツ
ァ
ー
ノ
（M

ulazzano

）
地
区
ま
た
は
そ
の
地
域
の
境
界
に

彼
が
所
有
す
る
す
べ
て
の
農
地
は
、
彼
の
所
有
地
に
せ
よ
、
永
代
借
地
の
名
目
に
せ
よ
、
遺
言
者
は
ロ
ー
デ
ィ
の
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道

会
に
与
え
る
。
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会
の
修
道
院
は
、
こ
の
家
と
農
地
に
設
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
ウ
ミ
リ
ア
ー

テ
ィ
修
道
会
の
会
衆
の
修
道
士
と
修
道
女
は
、
神
に
仕
え
、
神
の
た
め
に
、
こ
の
家
に
居
住
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ
タ
リ
ア
の
黒
死
病
関
係
史
料
集
（
一
〇
）
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五

世
俗
的
遺
贈

遺
言
者
は
、
バ
ッ
シ
ア
ー
ノ
・
リ
ッ
カ
ル
デ
ィ
の
妻
で
あ
り
遺
言
者
自
身
の
姪
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
に
三
〇
帝
国
リ
ラ
を
遺
贈
す
る
。

遺
言
者
は
、
ゾ
ヴ
ェ
ニ
ー
コ
と
カ
ヴ
ェ
ナ
ー
ゴ
に
自
ら
所
有
す
る
土
地
の
す
べ
て
の
用
益
権
と
、
ロ
ー
デ
ィ
の
コ
ム
ー
ネ
の
地
代
か
ら

毎
年
得
ら
れ
る
一
〇
帝
国
リ
ラ
を
ラ
ン
フ
ォ
・
デ
ナ
ー
リ
に
与
え
る
。
そ
の
用
益
権
と
地
代
に
つ
い
て
は
〈
・
・
・
〉・
ラ
ン
フ
ォ
・
デ

ナ
ー
リ
が
死
ぬ
ま
で
持
ち
享
受
す
べ
き
も
の
と
す
る
。

六

参
事
会
の
会
堂
へ
の
遺
贈

サ
ン
・
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
教
会
の
参
事
会
の
会
堂
に
ロ
ー
デ
ィ
の
コ
ム
ー
ネ
の
下
記
の
地
代
の
一
〇
〇
帝
国
ソ
ル
ド
を
毎
年
授
与
す

る
も
の
と
す
る
。
こ
の
授
与
に
よ
っ
て
遺
言
者
の
霊
魂
の
た
め
に
毎
年
ミ
サ
が
挙
行
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。

七

修
道
会
へ
の
ミ
サ
の
た
め
の
遺
贈

チ
ェ
ッ
レ
ー
ト
修
道
院
に
毎
年
一
〇
帝
国
ソ
ル
ド
を
授
与
す
る
。
こ
の
授
与
に
よ
っ
て
チ
ェ
ッ
レ
ー
ト
の
修
道
士
は
こ
の
遺
言
者
の
霊

魂
の
た
め
に
毎
年
ミ
サ
を
挙
行
す
べ
き
も
の
と
す
る
。

八

修
道
会
へ
の
遺
贈

ロ
ー
デ
ィ
の
コ
ム
ー
ネ
に
お
い
て
遺
言
者
が
所
有
す
る
先
の
地
代
の
残
り
の
す
べ
て
は
、
彼
が
創
設
す
る
よ
う
に
命
じ
た
ウ
ミ
リ
ア
ー

テ
ィ
修
道
会
の
修
道
院
に
渡
る
も
の
と
す
る
。
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九

修
道
会
へ
の
遺
贈
と
霊
魂
の
た
め
の
ミ
サ
の
挙
行
の
義
務

ソ
ラ
ロ
ー
ロ
近
郊
に
あ
る
故
グ
イ
レ
ン
チ
ョ
・
デ
ナ
ー
リ
の
土
地
も
し
く
は
ぶ
ど
う
園
か
ら
地
代
と
し
て
得
ら
れ
る
二
ス
タ
イ
オ
は
、

フ
ォ
リ
ス
の
サ
ン
・
バ
ッ
シ
ア
ー
ノ
修
道
院
に
与
え
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
修
道
院
は
こ
の
ブ
レ
ゴ
ン
デ
ィ
オ
の
霊
魂
の
た
め
に
毎

年
ミ
サ
を
挙
行
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

一
〇

不
法
利
得
の
返
還

遺
言
者
は
、
自
ら
不
法
に
強
奪
し
た
財
産
や
不
当
利
得
に
関
し
て
書
か
れ
た
い
か
な
る
文
書
に
お
い
て
で
あ
れ
、
見
出
さ
れ
る
も
の
に

よ
っ
て
遺
言
者
が
不
当
利
得
を
受
け
取
っ
て
し
ま
っ
た
そ
の
相
手
の
個
人
に
、
一
〇
〇
帝
国
リ
ラ
が
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
を
命
ず
る
。

一
一

遺
贈

遺
言
者
は
、
ピ
エ
ト
ロ
・
バ
ッ
シ
の
娘
に
、
そ
の
婚
姻
費
用
の
た
め
に
、
も
し
く
は
神
に
仕
え
る
修
道
女
に
な
る
費
用
の
た
め
に
、
三

帝
国
リ
ラ
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。

遺
言
者
は
、
グ
ァ
ル
テ
リ
オ
・
ヴ
ィ
ニ
ャ
ー
テ
ィ
・
ダ
・
マ
ッ
ソ
レ
ン
ゴ
の
妻
に
三
帝
国
リ
ラ
を
与
え
る
。

一
二

遺
言
執
行
人
の
任
命

遺
言
者
は
、
サ
ン
・
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
教
会
の
参
事
会
長
殿
と
グ
リ
エ
ー
モ
・
ダ
・
ブ
レ
ン
ビ
ョ
、
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
・
ダ
・
セ
ス

ト
、
ウ
ベ
ル
ト
・
ダ
・
セ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
、
ラ
ン
フ
ォ
・
デ
ナ
ー
リ
、
テ
ル
ツ
ォ
・
ダ
・
ム
ラ
ッ
ツ
ァ
ー
ノ
を
こ
の
遺
言
書
並
び
に
先
に
述

イ
タ
リ
ア
の
黒
死
病
関
係
史
料
集
（
一
〇
）
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べ
た
修
道
院
の
創
設
の
執
行
人
に
命
ず
る
。

一
三

施
療
院
へ
の
遺
贈

遺
言
者
は
、
一
〇
ソ
ル
ド
を
あ
ら
ゆ
る
施
療
院
に
与
え
、
二
モ
ッ
ジ
ョ
の
ラ
イ
麦
を
サ
ン
タ
ン
ト
ー
ニ
オ
の
施
療
院
に
与
え
る
。

一
四

女
子
修
道
会
へ
の
遺
贈

遺
言
者
は
、
二
モ
ッ
ジ
ョ
の
ラ
イ
麦
と
一
モ
ッ
ジ
ョ
の
豆
を
女
子
修
道
院
、
す
な
わ
ち
サ
ッ
コ
・
ド
ナ
ー
テ
ィ
修
道
院
の
修
道
女
に
与

え
る
。

一
五

修
道
会
へ
の
遺
贈

遺
言
者
は
、
一
モ
ッ
ジ
ョ
の
ラ
イ
麦
を
ロ
ー
デ
ィ
と
ロ
ー
デ
ィ
司
教
区
の
他
の
す
べ
て
の
修
道
院
に
与
え
る
。
そ
れ
ら
の
修
道
院
は
ウ

ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
六

施
療
院
へ
の
遺
贈

遺
言
者
は
、
五
帝
国
リ
ラ
を
サ
ン
・
ブ
ラ
シ
ョ
施
療
院
の
貧
民
に
、
ま
た
五
帝
国
リ
ラ
を
サ
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ー
オ
施
療
院
の
貧
民
に

与
え
る
。
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一
七

他
の
遺
言
書
の
無
効
化

遺
言
者
は
、
以
前
に
作
成
し
た
他
の
遺
言
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
無
効
と
す
る
。

一
八

遺
言
書
の
写
し
の
作
成
の
命
令

遺
言
者
は
、
必
要
な
分
だ
け
こ
れ
と
同
じ
遺
言
書
の
写
し
を
作
成
す
る
よ
う
に
求
め
る
。

一
九

出
席
し
た
証
人

ロ
ー
デ
ィ
に
て
作
成
。
以
下
の
方
々
が
、
呼
び
求
め
ら
れ
た
証
人
と
し
て
出
席
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
サ
ン
・
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
教
会

の
参
事
会
長
、
グ
リ
エ
ル
モ
・
ダ
・
ブ
レ
ン
ビ
ョ
、
ア
リ
ア
ル
ド
・
ダ
・
カ
ヴ
ェ
ナ
ー
ゴ
、
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
・
ダ
・
セ
ス
ト
、
ウ
ベ
ル
ト

修
道
士
、
ピ
エ
ー
ト
ロ
修
道
士
、
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
修
道
士
、
ジ
ラ
ル
デ
ィ
ー
ノ
修
道
士
の
方
々
で
あ
る
。

二
〇

遺
言
書
を
作
成
し
た
公
証
人

（
書
き
判
）
私
ル
ベ
ー
オ
・
ダ
・
ド
ヴ
ェ
ー
ナ
は
パ
ラ
テ
ィ
ー
ノ
の
公
証
人
で
あ
り
、
こ
の
遺
言
書
作
成
に
立
ち
会
い
、
求
め
ら
れ

て
、
こ
の
遺
言
書
を
作
成
し
、
登
記
し
た
。

解
説

第
八
遺
言
書

一
二
三
六
年
、
ロ
ー
デ
ィ
市
民
ブ
レ
ゴ
ン
デ
ィ
オ
・
デ
ナ
ー
リ
（B

regondio
D

enari

）
の
遺
言
書
に
つ
い
て

イ
タ
リ
ア
の
黒
死
病
関
係
史
料
集
（
一
〇
）
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こ
の
遺
言
書
は
先
に
作
成
し
た
遺
言
書
の
内
容
を
変
更
・
更
新
し
た
遺
言
書
で
あ
る
。
こ
の
遺
言
書
の
作
成
者
の
ブ
レ
ゴ
ン
デ
ィ
オ
・
デ
ナ
ー
リ

は
、
第
七
遺
言
書
の
遺
言
者
と
同
一
人
物
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
先
の
遺
言
に
お
け
る
最
も
重
要
な
事
柄
、
す
な
わ
ち
、
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会

に
自
分
の
家
を
遺
贈
す
る
と
い
う
本
質
的
内
容
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
が
、
息
子
へ
の
遺
贈
の
増
額
、
埋
葬
先
の
指
定
な
ど
が
追
加
ま
た
は
変
更
さ

れ
て
い
る
。
七
年
間
の
経
過
に
よ
る
状
況
の
変
化
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
。

第
八
遺
言
書

一
二
三
六
年
、
ロ
ー
デ
ィ
市
民
ブ
レ
ゴ
ン
デ
ィ
オ
・
デ
ナ
ー
リ
の
遺
言
書
⑽

一

遺
言
書
の
作
成
日
と
臨
席
し
た
公
証
人
と
証
人

（
書
き
判
）
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
受
肉
か
ら
一
二
三
六
年
九
月
二
一
日
。
イ
ン
デ
ィ
ク
テ
ィ
オ
の
第
一
〇
年
。
公
証
人
ア
リ
ア
ル

ド
・
ダ
・
カ
ヴ
ェ
ナ
ー
ゴ
の
第
二
公
証
人
と
し
て
臨
席
の
も
と
に
お
い
て
、
ま
た
こ
の
他
に
、
以
下
に
指
名
さ
れ
た
人
び
と
の
臨
席
の
も

と
、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ー
ア
法
に
基
づ
い
て
生
き
る
こ
と
を
表
明
す
る
ブ
レ
ゴ
ン
デ
ィ
オ
・
デ
ナ
ー
リ
オ
は
、
す
で
に
こ
の
遺
言
書
に
先
立

っ
て
作
成
し
、
私
こ
と
ド
ッ
ソ
・
デ
ィ
・
ド
ヴ
ァ
ー
リ
オ
が
す
で
に
記
述
し
た
遺
言
書
と
命
令
書
を
遺
言
者
の
遺
言
に
し
た
が
っ
て
こ
こ

に
お
い
て
確
認
せ
ん
と
す
る
。

二

先
に
作
成
し
た
遺
言
書
に
よ
る
相
続
の
変
更
│
│
息
子
へ
の
遺
贈
│
│

遺
言
者
が
す
で
に
述
べ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
取
り
消
し
並
び
に
変
更
を
お
こ
な
い
、
こ
こ
に
遺
言
書
を
作
成
す
る
。
遺
言
者
は
変
更
し

て
彼
の
欲
す
る
と
こ
ろ
を
付
け
加
え
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
に
遺
言
者
の
息
子
エ
ン
リ
ー
コ
を
遺
言
者
の
財
産
の
二
分
の
一
の
相
続
人
に
任

― ３２５ ―

イ
タ
リ
ア
の
黒
死
病
関
係
史
料
集
（
一
〇
）



図
7

1400
年
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ナ
・
ダ
・
ラ
ヴ
ァ
ー
ニ
ャ
の
遺
言
書
（
部
分
）

イ
タ
リ
ア
の
黒
死
病
関
係
史
料
集
（
一
〇
）
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「1236年、ブレグンディオ・デナーリの遺言書」のテキスト
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命
す
る
。
す
な
わ
ち
、
遺
言
者
は
エ
ン
リ
ー
コ
が
こ
こ
で
述
べ
た
通
り
、
半
分
の
相
続
人
と
な
る
こ
と
を
欲
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
以
前

に
作
成
し
た
遺
言
書
に
お
い
て
決
定
し
て
い
た
よ
う
に
、
エ
ン
リ
ー
コ
が
財
産
の
三
分
の
一
の
相
続
人
と
な
る
こ
と
を
欲
す
る
も
の
で
は

な
い
。

三

世
俗
的
遺
贈

同
じ
く
、
以
下
の
こ
と
を
加
え
る
。
妻
チ
ェ
ル
サ
は
遺
言
者
が
使
用
し
て
い
る
す
べ
て
の
衣
類
と
寝
台
を
所
有
す
る
も
の
と
す
る
。
こ

れ
に
は
嫁
資
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
同
じ
く
、
以
下
の
こ
と
を
加
え
る
。
す
な
わ
ち
ア
イ
ラ
ル
ド
・
デ
・
カ
ヴ
ェ
ナ
ー
ゴ
に
五
帝
国
リ
ラ

を
与
え
る
も
の
と
す
る
。
同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
イ
サ
ッ
ポ
・
ダ
・
オ
ヴ
ェ
ル
ニ
ャ
ー
カ
に
六
帝
国
リ
ラ
程
度
の
金
を
渡
す
も
の
と
す

る
。
そ
れ
は
あ
る
証
書
の
結
果
と
し
て
彼
に
貸
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
義
務
の
取
り
消
し
の
た
め
に
彼
に
与
え
る
。
そ
の
他
に
同

じ
イ
サ
ッ
ポ
・〈
・
・
・
〉﹇
苗
字
が
消
え
た

と
思
わ
れ
る

﹈
に
証
書
な
し
で
貸
し
て
い
る
金
を
与
え
る
。
同
じ
く
、
ベ
ル
ト
ラ
ー
モ
・
デ
ナ
ツ
ィ
オ
に
一
〇

帝
国
リ
ラ
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。

四

嫁
資
ま
た
は
女
子
修
道
院
入
り
の
資
金

同
じ
く
、
先
の
ブ
レ
ゴ
ン
デ
ィ
オ
と
同
居
し
て
い
る
コ
ス
タ
ン
ツ
ァ
に
一
〇
帝
国
リ
ラ
を
与
え
る
。
こ
れ
は
彼
女
が
夫
を
迎
え
る
場
合

や
ま
た
は
修
道
女
に
な
る
場
合
の
た
め
の
金
で
あ
る
。
こ
の
コ
ス
タ
ン
ツ
ァ
の
弟
ア
ン
ド
リ
オ
ー
ロ
に
三
帝
国
リ
ラ
を
与
え
る
。

イ
タ
リ
ア
の
黒
死
病
関
係
史
料
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〇
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五

喜
捨
と
埋
葬
地
の
指
示

ま
た
サ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
ォ
ー
ロ
教
会
の
参
事
会
の
会
堂
に
ふ
と
ん
と
羽
根
ま
く
ら
と
敷
布
二
枚
を
与
え
る
。
遺
言
者
は
そ
の
教
会
に

埋
葬
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

六

貧
民
へ
の
慈
善
│
│
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
│
│

遺
言
者
の
持
つ
す
べ
て
の
衣
類
は
彼
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
貧
民
に
売
却
、
遺
贈
さ
れ
る
こ
と
を
欲
し
か
つ
そ
の
よ
う
に
決
定
す

る
。

七

遺
言
執
行
人
の
選
出
・
任
命

こ
の
処
置
の
執
行
の
た
め
に
リ
ッ
カ
ル
ド
・
ポ
カ
テ
ッ
ラ
を
こ
の
遺
言
書
の
執
行
人
に
選
び
、
任
命
す
る
。
こ
れ
に
、
ま
だ
存
命
で
あ

れ
ば
他
の
遺
言
執
行
人
を
加
え
る
。
こ
れ
ら
の
遺
言
執
行
人
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
遺
言
書
で
任
じ
た
通
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
じ
く

リ
ッ
カ
ル
ド
に
四
〇
帝
国
ソ
ル
ド
を
与
え
る
。

八

妻
の
処
遇

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
次
の
よ
う
に
欲
し
定
め
る
。
す
な
わ
ち
、
遺
言
者
は
妻
の
チ
ェ
ル
サ
が
、
欲
す
る
な
ら
ば
、
こ
の

家
に
一
緒
に
住
む
は
ず
の
他
の
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
院
の
修
道
女
と
と
も
に
、
再
婚
せ
ず
に
こ
の
家
に
暮
ら
し
て
も
よ
い
し
、
ま
た
そ

う
す
べ
き
で
あ
る
。
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九

ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
院
へ
の
家
の
遺
贈

遺
言
者
は
こ
の
家
を
ロ
ー
デ
ィ
の
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会
に
与
え
る
。

一
〇

本
遺
言
書
の
法
的
効
力

こ
の
遺
言
書
が
遺
言
書
の
法
令
に
も
と
づ
い
て
、
ま
た
は
も
っ
と
大
き
な
効
力
を
有
す
る
他
の
法
令
に
も
と
づ
い
て
効
力
を
有
す
る
こ

と
を
定
め
る
。

一
一

本
遺
言
書
の
変
更
の
禁
止

こ
の
遺
言
書
は
先
に
述
べ
た
ア
リ
ア
ル
ド
・
ダ
・
カ
ヴ
ェ
ナ
ー
ゴ
や
私
こ
と
ド
ッ
ソ
公
証
人
の
書
面
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
な
い
限
り
変

更
し
て
は
な
ら
な
い
。
遺
言
者
は
、
同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
正
常
な
精
神
と
自
由
な
最
後
の
意
思
に
お
い
て
以
下
の
こ
と
を
決
定
し

た
。
す
な
わ
ち
こ
の
遺
言
書
も
他
の
遺
言
書
も
同
じ
内
容
で
あ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

一
二

証
人
の
確
認
と
遺
言
書
の
登
録
公
証
人

ロ
ー
デ
ィ
に
て
作
成
。
そ
こ
に
は
カ
ズ
ー
ロ
と
そ
の
息
子
バ
ッ
ソ
、
ア
ル
ノ
ル
フ
ォ
・
デ
・
ヴ
ァ
ウ
リ
オ
、
オ
ル
ダ
ー
ノ
・
デ
ナ
ー

リ
、
マ
ン
フ
レ
ー
ド
・
ス
ク
ラ
ー
タ
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
パ
ガ
ー
ニ
、
ベ
ル
ト
ラ
ー
モ
・
デ
ナ
ー
リ
、
す
な
わ
ち
呼
び
求
め
ら
れ
た
証
人

が
出
席
し
た
。

イ
タ
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ア
の
黒
死
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係
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料
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一
三

印
章
と
登
録
し
た
公
証
人

（
書
き
判
）
私
こ
と
、
上
記
の
ド
ッ
ソ
・
デ
ィ
・
ド
ヴ
ァ
ー
リ
オ
は
こ
の
証
書
の
た
め
に
出
席
し
、
登
録
し
た
。

解
説

第
九
遺
言
書

一
二
四
八
年
、
ロ
ー
デ
ィ
市
の
公
証
人
ジ
ャ
コ
モ
・
モ
レ
ー
ナ
（G

iacom
o

﹇Iacobo

﹈M
orena

）
の
遺
言
書
に
つ
い
て

こ
の
遺
言
書
で
は
、
遺
言
者
は
、
自
分
の
死
後
の
生
活
に
目
を
向
け
、
妻
の
生
活
を
で
き
る
限
り
保
証
す
る
た
め
の
手
立
て
を
具
体
的
に
述
べ
て

い
る
。
妻
は
結
婚
し
た
時
に
嫁
資
（
持
参
金
）
を
も
っ
て
来
て
お
り
、
そ
れ
は
夫
が
先
に
死
ん
だ
場
合
、
実
家
に
帰
っ
て
も
生
活
が
で
き
る
た
め
の

資
金
、
あ
る
い
は
、
妻
が
若
け
れ
ば
（
つ
ま
り
出
産
可
能
な
ら
）
再
婚
す
る
た
め
の
資
金
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
だ
が
、
実
家
に
帰
ら
ず
に
婚
家
に

残
る
場
合
は
、
夫
が
妻
の
生
活
、
特
に
老
後
の
生
活
を
保
証
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
た
め
に
具
体
的
な
手
立
て
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

こ
の
遺
言
者
ジ
ャ
コ
モ
（
ジ
ャ
ー
コ
モ
）
の
妻
ベ
ッ
ラ
カ
ー
ラ
は
、
こ
の
第
九
遺
言
書
の
作
成
か
ら
一
五
年
後
に
、
死
を
意
識
し
て
遺
言
書
を
残

し
た
。
そ
れ
が
第
一
一
遺
言
書
で
あ
る
。

第
九
遺
言
書

一
二
四
八
年
、
ロ
ー
デ
ィ
市
の
公
証
人
ジ
ャ
コ
モ
・
モ
レ
ー
ナ
の
遺
言
書
⑾

一

遺
言
書
の
作
成
日
時
と
証
人

（
書
き
判
）
我
ら
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
生
誕
か
ら
一
二
四
八
年
一
一
月
一
五
日
。
イ
ン
デ
ィ
ク
テ
ィ
オ
の
第
七
年
。
ロ
ー
デ
ィ

の
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会
の
サ
ン
・
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
教
会
の
参
事
会
の
会
堂
に
て
作
成
。
出
席
者
は
、
モ
レ
ッ
リ
・
モ
ン
チ
ョ
、
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ピ
エ
ト
ロ
・
カ
ッ
タ
ー
ネ
オ
・
ダ
・
サ
ッ
ラ
ラ
ー
ノ
、
ル
ー
フ
ォ
・
モ
ン
チ
ョ
、〈
・
・
・
〉
マ
ル
キ
シ
ョ
・
ダ
・
ボ
レ
ン
ツ
ァ
ー
ノ
、

ア
ン
ブ
ロ
ジ
ョ
・
ダ
・
ヴ
ェ
ル
デ
ッ
ロ
で
あ
り
、
依
頼
さ
れ
た
証
人
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ー
ノ
・
ブ
レ
ー
ヴ
ァ
は
、
第
二
公
証
人
と
し

て
合
意
の
も
と
に
出
席
さ
れ
た
。

二

遺
言
書
作
成
の
動
機
・
遺
言
書
の
変
更
の
無
効

人
が
生
き
る
も
死
ぬ
も
神
の
手
の
も
と
に
あ
る
。
ゆ
え
に
、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ー
ア
の
法
に
し
た
が
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
た

ロ
ー
デ
ィ
市
民
ジ
ャ
コ
モ
・
モ
レ
ー
ナ
氏
は
、
健
康
な
精
神
状
態
の
も
と
に
、
承
認
さ
れ
持
続
的
効
力
を
有
す
る
遺
言
書
を
作
成
し
た
。

そ
の
遺
言
書
は
、
遺
言
法
に
も
と
づ
い
て
有
効
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
遺
言
書
補
足
書
や
遺
言
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
、
他
の
あ
ら
ゆ

る
方
法
に
よ
っ
て
最
大
の
効
力
を
有
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
遺
言
書
の
変
更
は
、
公
認
公
証
人
の
手
に
よ
る
書
面
に
よ
っ
て
こ
そ
、
可

能
に
も
不
可
能
に
も
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
始
め
に
、
公
証
人
ジ
ャ
コ
モ
・
モ
レ
ー
ナ
が
息
子
マ
ン
フ
レ
デ
ィ
ー
ノ
に
先
の
遺
言
書
で

遺
贈
し
た
七
帝
国
リ
ラ
を
こ
の
遺
言
書
で
三
帝
国
リ
ラ
に
変
更
す
る
以
外
は
、
ジ
ャ
コ
モ
・
モ
レ
ー
ナ
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
遺
言
書
は

変
更
さ
れ
な
い
こ
と
を
決
定
し
、
そ
の
よ
う
に
望
み
、
規
定
し
た
。

三

妻
の
扶
養
の
保
証

さ
ら
に
同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
ジ
ャ
コ
モ
氏
は
以
下
の
よ
う
に
決
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ジ
ャ
コ
モ
氏
が
先
の
別
の
遺
言
書

の
な
か
で
命
じ
た
よ
う
に
、
遺
言
者
の
妻
ベ
ッ
ラ
カ
ー
ラ
が
独
身
で
暮
ら
す
な
ら
ば
、
遺
言
者
は
妻
に
最
初
の
家
に
下
女
と
住
む
こ
と
を

命
じ
、
か
つ
そ
れ
を
望
ん
で
い
る
。
そ
の
最
初
の
家
と
は
、
サ
ン
・
ク
リ
ト
ー
フ
ォ
ロ
教
会
の
参
事
会
の
会
堂
の
東
側
に
あ
り
、
南
側
は

イ
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の
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道
路
に
接
し
、
オ
ル
ト
ロ
キ
ス
の
西
側
に
位
置
し
、
サ
ン
・
ジ
ェ
ミ
ニ
ャ
ー
ノ
の
地
区
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
ベ
ッ
ラ
カ
ー
ラ
が
毎
年
受

け
取
る
も
の
と
し
て
以
下
の
も
の
を
定
め
る
。
す
な
わ
ち
、
六
モ
ッ
ジ
ョ
の
雑
穀
﹇
オ
オ
ム
ギ
、
ラ
イ
麦
、
粟
な
ど
﹈、
四
ス
タ
イ
オ
の

小
麦
、
四
ス
タ
イ
オ
の
レ
ヌ
ス
﹇
何
を
指
す

か
不
明

﹈
│
│
こ
れ
は
ベ
ッ
ラ
カ
ー
ラ
が
以
前
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
│
│
、
四
ス
タ
イ

き

オ
の
生
の
ワ
イ
ン
、
六
ス
タ
イ
オ
の
交
ぜ
ワ
イ
ン
、
二
カ
ッ
ロ
﹇
量
不
明
、
一
カ
ッ
ロ
は

馬
車
一
台
分
の
量
の
意
﹈
の
木
材
、
衣
類
と
パ
ン
の
お
か
ず
を
買
う
た
め
の
現

あ

ま

金
三
〇
ソ
ル
ド
、
二
ペ
ン
ソ
⑿
の
亜
麻
織
物
な
ど
で
あ
る
。
上
記
の
す
べ
て
の
も
の
は
、
妻
ベ
ッ
ラ
カ
ー
サ
に
与
え
ら
れ
る
。

同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
さ
ら
に
、
ジ
ャ
コ
モ
氏
は
、
妻
ベ
ッ
ラ
カ
ー
サ
の
生
計
の
た
め
に
そ
の
全
財
産
を
担
保
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
の
全
財
産
と
は
、
ま
ず
、
特
に
ジ
ャ
コ
モ
氏
が
ア
ッ
ダ
川
の
北
の
モ
ン
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ロ
の
地
域
・
領
地
に
所
有
す
る
ぶ
ど
う
畑
の
全
部

で
あ
り
、
次
に
、
氏
が
先
に
述
べ
た
場
所
、
す
な
わ
ち
東
西
が
道
に
面
し
て
、
南
に
コ
ル
テ
・
パ
ラ
シ
オ
、
北
に
デ
・
ガ
リ
オ
テ
ィ
ス
が

あ
る
場
所
に
所
有
す
る
地
所
、
そ
し
て
ウ
ニ
ャ
ー
レ
の
近
郊
に
あ
る
、
先
に
述
べ
た
領
地
の
な
か
に
あ
る
一
〇
ペ
ル
テ
ィ
コ
の
土
地
│
│

こ
の
土
地
は
、す
な
わ
ち
東
と
北
と
西
に
道
路
が
あ
り
、南
に
リ
カ
ル
デ
ィ
と
コ
ン
テ
イ
ス
地
区
が
あ
る
場
所
の
近
く
の
土
地
の
こ
と
│
│

で
あ
る
。

四

世
俗
的
遺
贈
│
│
伐
採
税
等
の
免
除
│
│

さ
ら
に
同
様
に
ま
た
ひ
と
つ
。〈
・
・
・
〉
氏
が
、
ピ
エ
ー
ヴ
ェ
教
会
の
伐
採
税
の
支
払
い
の
際
に
彼
ジ
ャ
コ
モ
に
渡
さ
ね
ば
な
ら
な

い
三
帝
国
リ
ラ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
免
除
す
る
も
の
と
す
る
。
さ
ら
に
同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
、
ジ
ャ
コ
モ
氏
は
、
彼
が
ピ
エ
ー
ヴ
ェ

教
会
の
森
に
所
有
し
、
オ
ッ
ト
ボ
ー
ノ
・
デ
ィ
・
ウ
ル
ニ
ャ
ー
ガ
と
そ
の
甥
か
ら
受
け
取
っ
た
ピ
エ
ー
ヴ
ェ
教
区
の
一
〇
分
の
一
税
に
つ

い
て
も
、
そ
れ
を
同
氏
に
与
え
た
﹇
ジ
ャ
コ
モ
が
教
会
税
を
所
有
し
て
い
る
の
は
、
一
見
変
な
よ
う
だ
が
、
実
は
教

会
は
教
会
税
の
徴
収
の
権
利
を
個
人
に
売
却
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る

﹈。
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五

女
子
修
道
院
へ
の
喜
捨

ま
た
ジ
ャ
コ
モ
氏
は
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
地
区
と
サ
ン
・
バ
ッ
ス
ア
ー
ノ
地
区
の
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
院
の
作
業
所
に
対
し
て
一
一

・
五
ソ
ル
ド
を
、
ブ
レ
ゴ
ン
デ
ィ
オ
・
デ
ナ
ー
リ
﹇
一
二
二
九
年
、
一
二
三
六

年
の
遺
言
書
の
遺
贈
者

﹈
修
道
院
の
修
道
女
た
ち
に
対
し
て
、
五
ソ
ル
ド
を
そ
れ
ぞ
れ
与

え
た
。

六

不
当
利
得
の
返
還

ま
た
遺
言
者
、
す
な
わ
ち
先
に
述
べ
た
ジ
ャ
コ
モ
か
、
も
し
く
は
彼
に
代
わ
る
誰
か
が
受
け
取
っ
た
り
、
所
有
し
た
り
し
た
と
認
め
ら

れ
た
す
べ
て
の
高
利
や
不
法
な
掠
奪
物
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
償
還
す
る
措
置
が
遺
言
者
に
よ
っ
て
講
じ
ら
れ
た
⒀
。

七

小
間
使
い
へ
の
遺
贈
、
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会
へ
の
入
会
の
援
助
ま
た
は
嫁
資

さ
ら
に
同
様
に
、
ま
た
ひ
と
つ
。
彼
の
小
間
使
い
で
あ
る
ベ
ッ
ラ
ゾ
ー
レ
が
、
ロ
ー
デ
ィ
か
ロ
ー
デ
ィ
司
教
区
の
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修

道
会
で
仕
事
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
遺
言
者
は
彼
女
に
四
帝
国
リ
ラ
を
与
え
た
。
ま
た
、
仮
に
ベ
ッ
ラ
ゾ
ー
レ
が
夫
を
得
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
彼
女
に
は
三
帝
国
リ
ラ
の
み
を
与
え
る
も
の
と
し
、
こ
の
措
置
は
彼
女
が
生
き
て
い
る
間
に
お
こ
な
う
こ
と
を
命

ず
る
。
そ
し
て
そ
の
金
は
〈
・
・
・
〉
年
ま
で
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
た
め
に
先
の
ジ
ャ
コ
モ
は
、
彼
の
す
べ
て
の

財
産
を
抵
当
に
い
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ジ
ャ
コ
モ
は
、
息
子
の
オ
ッ
ト
リ
ー
ノ
が
何
よ
り
も
ま
ず
現
金
一
五
リ
ラ
を
手
に
す
る
よ
う

に
命
じ
た
。
そ
の
現
金
は
、
オ
ッ
ト
リ
ー
ノ
の
妻
で
あ
る
ト
ス
ケ
ス
ケ
夫
人
の
嫁
資
と
し
て
ジ
ャ
コ
モ
が
得
て
い
る
金
で
あ
る
。
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八

高
利
と
不
当
利
得
の
返
還

ま
た
同
様
に
ま
た
ひ
と
つ
。
五
〇
帝
国
リ
ラ
に
つ
い
て
、
す
な
わ
ち
、
先
の
ジ
ャ
コ
モ
が
高
利
と
不
法
な
掠
奪
と
し
て
償
還
し
た
金
五

〇
帝
国
リ
ラ
に
つ
い
て
、
も
し
も
償
還
す
べ
き
相
手
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
遺
言
書
の
形
式
に
も
と
づ
い
て
、
所
有
す
べ
き
者

が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
そ
の
金
は
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会
の
サ
ン
・
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
教
会
の
参
事
会
の
会
堂
に
収
め
ら
れ
る
よ
う

に
命
じ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
同
じ
内
容
を
も
つ
別
の
写
し
が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

九

公
証
人
の
署
名

（
書
き
判
）
私
こ
と
コ
ッ
タ
・
マ
ー
デ
ィ
オ
公
証
人
は
、
公
証
人
バ
ッ
シ
ア
ー
ノ
・
モ
レ
ー
ナ
の
意
向
に
従
っ
て
こ
の
遺
言
書
を
作
成

し
た
。

（
書
き
判
）
私
こ
と
バ
ッ
シ
ア
ー
ノ
・
フ
ェ
ッ
ラ
ー
ト
公
証
人
、
す
な
わ
ち
パ
ラ
テ
ィ
ー
ノ
の
公
証
人
は
、
原
本
か
ら
、
そ
の
書
か
れ

た
内
容
に
し
た
が
っ
て
、
こ
の
謄
本
を
作
成
し
、
こ
こ
に
署
名
し
た
。

解
説

第
一
〇
遺
言
書

一
二
五
二
年
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
市
民
オ
ベ
ル
ト
・
ロ
メ
ッ
リ
ー
ノ
（O

berto
L

om
ellino

）
の
遺
言
書
に
つ
い
て

ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
名
門
の
ロ
メ
ッ
リ
ー
ニ
家
の
者
に
よ
る
遺
言
書
。
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
都
市
ら
し
く
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
港
の
防
波
堤
の
工
事
費
の
た
め

の
「
遺
贈
」（
恐
ら
く
公
証
人
を
通
じ
て
コ
ム
ー
ネ
か
ら
課
さ
れ
た
事
実
上
の
義
務
、
税
金
）
が
記
載
さ
れ
た
り
、
公
債
や
コ
ン
メ
ン
ダ
（
海
上
商

業
の
共
同
事
業
契
約
の
一
種
）
が
遺
産
に
挙
げ
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
遺
言
者
は
立
派
な
甲
冑
と
武
器
を
い
く
つ
も
持
っ
て
い
た
よ
う
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で
、
そ
の
こ
だ
わ
り
か
ら
、
遺
贈
先
を
具
体
的
に
指
定
し
て
い
る
。
多
岐
に
及
ぶ
遺
贈
先
の
記
述
や
、
妻
が
持
参
し
た
嫁
資
が
「
五
〇
〇
ジ
ェ
ノ
ヴ

ァ
・
リ
ラ
」
で
あ
っ
た
と
い
う
記
述
か
ら
も
そ
の
地
位
の
あ
る
程
度
の
高
さ
、
裕
福
さ
が
示
さ
れ
る
。
妻
の
前
夫
の
息
子
に
も
遺
贈
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
友
人
へ
の
貸
し
金
の
免
除
、
配
偶
者
の
庶
子
へ
の
遺
贈
な
ど
と
と
も
に
、
死
を
前
に
寛
大
な
愛
情
を
神
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
ね
ら
い
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
遺
言
書
は
、
他
の
多
く
の
遺
言
書
と
違
っ
て
、
遺
言
者
が
「
私
」
と
し
て
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
証
人
の
名
前
が
最
後

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
地
域
性
か
も
し
れ
な
い
。

第
一
〇
遺
言
書

一
二
五
二
年
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
市
民
オ
ベ
ル
ト
・
ロ
メ
ッ
リ
ー
ノ
の
遺
言
書
⒁

一

精
神
的
健
康
の
証
明

（
書
き
判
）
私
こ
と
オ
ベ
ル
ト
・
ロ
メ
ッ
リ
ー
ノ
は
善
良
で
健
康
な
精
神
状
態
で
あ
る
。

二

キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
の
前
書
き

私
は
神
の
最
後
の
審
判
を
恐
れ
つ
つ
、
私
の
遺
言
を
熟
慮
し
て
私
の
財
産
を
処
理
す
る
。

三

埋
葬
先
の
指
定

私
の
遺
体
が
サ
ン
・
テ
オ
ド
ー
ロ
教
会
に
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
を
命
ず
る
。
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四

宗
教
的
遺
贈
│
│
霊
魂
の
た
め
の
ミ
サ
の
指
定
│
│

私
の
霊
魂
の
た
め
に
二
五
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
・
リ
ラ
を
遺
贈
す
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
う
ち
一
〇
分
の
一
を
サ
ン
・
ロ
レ
ン
ツ
ォ
大
聖
堂
に
遺

贈
す
る
。
残
り
の
う
ち
一
〇
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
・
リ
ラ
を
今
述
べ
た
教
会
に
私
の
霊
魂
の
た
め
に
お
こ
な
う
毎
年
毎
月
の
ミ
サ
の
た
め
に
遺
贈

す
る
。

五

世
俗
的
遺
贈

残
り
の
金
額
は
姻
戚
の
ウ
ー
ゴ
・
グ
リ
ッ
リ
、
姻
戚
の
シ
モ
ー
ナ
・
ス
ピ
ノ
ー
ラ
、
そ
れ
に
妻
の
シ
モ
ー
ナ
に
よ
っ
て
配
分
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

六

妻
の
嫁
資
等
の
返
却

私
の
財
産
か
ら
妻
シ
モ
ー
ナ
が
、
彼
女
の
嫁
資
で
あ
る
五
〇
〇
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
・
リ
ラ
と
、
婚
姻
贈
与
で
あ
る
一
〇
〇
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
・
リ

ラ
を
現
金
で
受
け
取
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
命
ず
る
。

七

家
族
等
へ
の
遺
贈

妻
へさ

ら
に
ま
た
ひ
と
つ
、
今
述
べ
た
シ
モ
ー
ナ
に
対
し
私
が
遺
贈
す
る
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
嫁
資
と
今
述
べ
た
権
利

の
ほ
か
に
、
私
が
カ
ス
テ
レ
ッ
ト
に
所
有
す
る
土
地
と
そ
の
家
を
彼
女
に
遺
贈
す
る
。
ま
た
そ
の
土
地
に
あ
る
備
品
そ
の
他
す
べ
て
の
も
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の
も
彼
女
に
遺
贈
す
る
。
ま
た
、
現
在
彼
女
に
利
用
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
過
去
に
利
用
さ
れ
た
す
べ
て
の
衣
装
と
装
飾
と
衣
類
、
ま
た
服

や
家
の
す
べ
て
の
装
飾
品
、
ま
た
す
べ
て
の
所
有
物
、
家
庭
用
品
、
そ
し
て
私
が
持
っ
て
い
る
家
に
あ
る
残
り
の
す
べ
て
の
も
の
を
彼
女

に
遺
贈
す
る
。

妻
の
前
夫
の
息
子
等
へ

か
っ
ち
ゅ
う

た
だ
し
武
器
と
鉄
製
の
甲
冑
に
つ
い
て
は
別
で
あ
る
。
こ
の
な
か
か
ら
私
は
ミ
ロ
ア
ル
ド
・
ト
ゥ
ル
キ
に
金
属
の
す
ね
当
て
つ
き
の
鎖

か
た
び
ら
と
「
甲
冑
用
の
袖
つ
き
の
下
着
」（
ダ
ブ
レ
ッ
ト
）
を
遺
贈
す
る
が
、
ど
れ
に
す
る
か
は
私
の
持
っ
て
い
る
も
の
の
中
か
ら
彼

自
身
に
選
ば
せ
よ
。

さ
ら
に
ま
た
ひ
と
つ
、
私
の
妻
シ
モ
ー
ナ
と
今
は
亡
き
前
夫
の
ダ
ニ
エ
ー
レ
・
ド
リ
ア
の
間
に
で
き
た
二
人
の
息
子
ガ
ヴ
ィ
ー
ノ
と
ペ

ト
リ
ー
ノ
に
五
〇
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
・
リ
ラ
を
遺
贈
す
る
。
そ
れ
は
彼
ら
の
た
め
に
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
に
お
い
て
家
畜
に
投
資
し
た
財
産
か
ら
二

人
に
そ
れ
ぞ
れ
遺
贈
す
る
。
た
だ
し
ど
の
よ
う
に
す
る
の
が
一
番
い
い
か
に
つ
い
て
は
、
私
の
姻
戚
ピ
エ
ー
ト
ロ
・
グ
リ
ッ
リ
と
イ
ン
ゴ

ー
ネ
・
グ
リ
ッ
リ
の
助
言
と
要
望
に
し
た
が
う
も
の
と
す
る
。

さ
ら
に
ま
た
ひ
と
つ
、
も
し
私
が
病
気
で
死
ん
だ
な
ら
ば
、
私
の
霊
魂
の
た
め
に
、
私
は
先
の
ガ
ヴ
ィ
ー
ノ
と
ペ
ト
リ
ー
ノ
に
私
に
負

う
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
す
べ
て
と
、
私
が
彼
ら
を
養
育
し
た
こ
と
で
二
人
か
ら
受
け
取
る
は
ず
の
も
の
す
べ
て
を
遺
贈
す
る
。
私
が

二
人
を
養
育
し
た
こ
と
で
二
人
に
対
し
私
が
持
っ
て
い
る
代
償
書
（laudes
）
は
、
私
の
死
後
は
二
人
に
返
却
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
す

る
。さ

ら
に
ま
た
ひ
と
つ
、
私
が
所
有
す
る
も
の
の
中
か
ら
、
二
人
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
、
二
人
が
選
ぶ
「
甲
冑
用
の
袖
つ
き
の
下
着
」
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を
遺
贈
す
る
。
た
だ
し
私
が
先
の
ミ
ロ
ア
ル
ド
に
私
が
遺
贈
す
る
鎖
か
た
び
ら
と
甲
冑
用
の
袖
つ
き
の
下
着
は
除
く
。

妹
等
へ

私
の
妹
ア
ダ
ラ
シ
ア
、
つ
ま
り
私
の
姻
戚
の
シ
モ
ー
ナ
・
ス
ピ
ノ
ー
ラ
の
妻
に
対
し
て
、
夫
の
シ
モ
ー
ナ
・
ス
ピ
ノ
ー
ラ
と
暮
ら
し
て

い
る
家
を
遺
贈
す
る
。

さ
ら
に
ま
た
ひ
と
つ
、
私
の
血
族
ア
ミ
ー
コ
・
ロ
メ
ッ
リ
ー
ノ
に
は
、
ペ
リ
に
所
有
し
て
い
る
土
地
と
フ
ッ
リ
エ
ー
ル
地
区
に
所
有
し

て
い
る
家
と
を
遺
贈
す
る
。
そ
の
遺
贈
の
条
件
は
、
次
の
通
り
と
す
る
。
つ
ま
り
先
の
ア
ミ
ー
コ
が
、
ど
ん
な
目
的
で
あ
れ
、
自
分
の
た

め
で
あ
れ
、
他
人
の
た
め
で
あ
れ
、
先
に
述
べ
た
家
と
土
地
を
売
却
こ
と
も
譲
渡
す
る
こ
と
も
債
務
の
支
払
い
に
あ
て
る
こ
と
も
で
き
な

い
と
い
う
条
件
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
し
て
も
し
ア
ミ
ー
コ
が
男
子
嫡
出
子
の
相
続
人
を
も
た
な
い
ま
ま
に
死
去
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、
シ
モ
ー
ナ
・
ロ
メ
ッ
リ
ー
ノ
、
ト
ン
マ
ー
ゾ
・
ロ
メ
ッ
リ
ー
ノ
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ロ
メ
ッ
リ
ー
ノ
、
ア
ン
サ
ル
ド
・
ロ
メ
ッ
リ

ー
ノ
の
四
者
の
そ
れ
ぞ
れ
が
ア
ミ
ー
コ
を
相
続
し
、
ペ
リ
に
あ
る
先
の
家
と
土
地
の
四
分
の
一
ず
つ
を
得
る
こ
と
を
要
望
し
、
こ
れ
を
命

ず
る
。

さ
ら
に
ま
た
ひ
と
つ
、
私
は
先
の
ア
ミ
ー
コ
に
私
の
す
べ
て
の
鉄
製
の
甲
冑
と
武
器
を
遺
贈
す
る
。
た
だ
し
上
記
に
お
い
て
先
の
ミ
ロ

ア
ル
ド
、
ガ
ヴ
ィ
ー
ノ
、
ペ
ト
リ
ー
ノ
に
遺
贈
し
た
も
の
を
除
く
。

さ
ら
に
ま
た
ひ
と
つ
、
ア
ン
ド
レ
オ
ー
ラ
に
対
し
て
は
私
の
霊
魂
の
た
め
に
衣
服
で
五
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
・
リ
ラ
分
を
遺
贈
す
る
。

さ
ら
に
ま
た
ひ
と
つ
、
先
の
ア
ミ
ー
コ
の
妹
で
あ
り
エ
ン
リ
ー
コ
・
デ
・
ニ
グ
ロ
ー
ネ
の
妻
で
あ
る
モ
ン
タ
ナ
リ
ア
に
は
私
の
霊
魂
の

た
め
に
五
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
・
リ
ラ
を
遺
贈
す
る
。
ま
た
モ
ン
タ
ナ
リ
ア
に
対
し
て
彼
女
が
私
か
ら
借
り
て
い
る
二
〇
ソ
ル
ド
に
つ
い
て
は
、
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上
記
に
お
い
て
私
が
彼
女
に
遺
贈
し
た
五
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
・
リ
ラ
に
加
え
て
、
こ
れ
を
彼
女
に
譲
渡
す
る
も
の
と
す
る
。

さ
ら
に
ま
た
ひ
と
つ
、
エ
ン
リ
ー
コ
・
フ
ロ
レ
ン
テ
ィ
ー
ノ
・
ダ
・
カ
ス
ッ
テ
ロ
に
九
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
・
リ
ラ
を
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
認
め
る
。
そ
れ
は
彼
の
妻
で
あ
り
、
私
の
姪
で
あ
る
シ
モ
ー
ナ
の
嫁
資
と
し
て
支
払
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
ひ
と
つ
、
サ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
教
会
の
指
導
者
で
あ
る
フ
ラ
・
マ
リ
ー
ノ
が
先
の
エ
ン
リ
ー
コ
・
フ
ロ
レ
ン
テ
ィ
ー

ノ
に
三
リ
ラ
を
借
り
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
。
そ
れ
を
彼
は
彼
の
妻
で
あ
る
先
の
シ
モ
ー
ナ
に
彼
女
の
嫁
資
と
し
て
与
え
る
こ
と
を
約
束

し
た
。
も
し
フ
ラ
・
マ
リ
ー
ノ
が
払
う
気
が
な
け
れ
ば
、
私
が
私
の
財
産
か
ら
支
払
い
た
い
と
思
う
。

義
父
へ

さ
ら
に
ま
た
ひ
と
つ
、
私
の
義
父
フ
ェ
デ
リ
ー
ゴ
・
グ
リ
ッ
リ
が
私
の
死
後
、
私
の
住
ん
で
い
る
家
を
三
〇
〇
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
・
リ
ラ
の

評
価
額
で
所
有
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
決
定
し
、
こ
れ
を
命
ず
る
。
た
だ
し
私
の
妻
が
そ
こ
に
留
ま
る
つ
も
り
で
、
か
つ
夫
を
持
た
ず
に

そ
の
家
に
留
ま
る
限
り
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
そ
の
家
に
一
室
を
も
つ
も
の
と
す
る
。
し
か
し
、
も
し
彼
女
が
結
婚
す
る
な
ら
ば
、
先
の
フ

ェ
デ
リ
ー
ゴ
つ
ま
り
私
の
義
父
は
上
記
に
述
べ
た
よ
う
に
三
〇
〇
リ
ラ
で
そ
の
家
を
持
つ
も
の
と
す
る
。

そ
の
他

さ
ら
に
ま
た
ひ
と
つ
、
私
の
死
後
シ
モ
ー
ナ
・
ス
ピ
ノ
ー
ラ
の
息
子
で
あ
る
エ
ン
リ
ー
コ
・
ス
ピ
ノ
ー
ラ
に
対
し
て
、
私
が
彼
と
と
も

に
作
成
し
た
コ
ン
メ
ン
ダ
に
関
し
て
、
私
が
彼
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
も
の
す
べ
て
を
譲
渡
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
つ
い
て
は
満
足
の
い

く
よ
う
に
し
て
よ
い
。
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訴
訟
中
の
相
手
へ

さ
ら
に
ま
た
ひ
と
つ
、
ロ
ッ
ソ
・
ト
ゥ
ル
キ
と
彼
の
息
子
ミ
ロ
ア
ル
ド
に
三
七
リ
ラ
一
四
ソ
ル
ド
を
遺
贈
す
る
。
そ
の
金
額
は
二
人
が

私
に
借
り
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
私
が
ロ
ッ
ソ
と
と
も
に
抱
え
て
い
る
問
題
と
訴
訟
に
つ
い
て
は
終
結
さ
せ
、
も
う
こ
れ
以
上
何
も

な
い
よ
う
に
さ
せ
よ
。
そ
し
て
私
の
相
続
人
は
こ
の
訴
訟
で
彼
を
悩
ま
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。

使
用
人
へ

さ
ら
に
ま
た
ひ
と
つ
、
私
は
使
用
人
の
ラ
イ
ム
ン
デ
タ
に
三
七
ソ
ル
ド
の
借
り
が
あ
る
。
そ
れ
を
私
の
財
産
か
ら
彼
女
に
与
え
る
こ
と

を
望
む
。
そ
し
て
私
の
霊
魂
の
た
め
に
三
リ
ラ
を
彼
女
に
遺
贈
す
る
。

宗
教
的
遺
贈
ほ
か

さ
ら
に
ま
た
ひ
と
つ
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ヴ
ィ
ー
ニ
ェ
教
会
に
、
私
の
霊
魂
の
た
め
に
四
〇
ソ
ル
ド
を
遺
贈
す
る
。
私
が
証
書
登
録

簿
に
載
せ
て
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
デ
ッ
レ
・
ヴ
ィ
ー
ニ
ェ
修
道
院
の
修
道
院
長
の
ロ
ッ
ソ
に
対
し
て
、
一
五
〇
ジ

ェ
ノ
ヴ
ァ
・
リ
ラ
の
負
債
の
支
払
い
を
済
ま
せ
て
い
な
い
こ
と
を
認
め
る
。
そ
し
て
こ
の
金
額
は
、
故
フ
ル
コ
ー
ネ
・
ム
ア
ス
ジ
ェ
リ
オ

（M
uasgerio

）
の
二
人
の
息
子
で
あ
る
ジ
ェ
ラ
ル
ド
と
ジ
ャ
コ
ビ
ー
ノ
の
も
の
で
あ
る
。
私
は
、
二
人
が
私
の
財
産
か
ら
こ
の
金
額
を
受

け
取
る
こ
と
を
要
望
す
る
。
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姪
へさ

ら
に
ま
た
ひ
と
つ
、
故
グ
リ
エ
ル
モ
・
ロ
メ
ッ
リ
ー
ノ
の
二
人
の
娘
ア
ル
テ
ィ
リ
ア
と
バ
ル
バ
リ
ー
ナ
に
そ
れ
ぞ
れ
五
リ
ラ
ず
つ
衣

服
で
遺
贈
す
る
。

港
の
防
波
堤
の
工
事
費
へ

さ
ら
に
ま
た
ひ
と
つ
、
港
の
防
波
堤
の
工
事
の
た
め
に
四
〇
ソ
ル
ド
を
遺
贈
す
る
。

親
類
ま
た
は
友
人
の
妻
へ

さ
ら
に
ま
た
ひ
と
つ
、
グ
リ
エ
ル
モ
・
バ
イ
ア
モ
ン
テ
ィ
の
妻
で
あ
る
ジ
ャ
コ
バ
に
五
リ
ラ
を
遺
贈
す
る
。

妹
へ
│
│
土
地
以
外
の
一
切
の
諸
権
利
の
譲
渡
│
│

さ
ら
に
ま
た
ひ
と
つ
、
シ
モ
ー
ナ
・
ス
ピ
ノ
ー
ラ
の
妻
で
あ
り
私
の
妹
で
あ
る
ア
ダ
ラ
シ
ア
に
遺
贈
す
る
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
ど
ん
な
権
利
で
あ
れ
、
私
が
持
っ
て
い
る
一
切
の
も
の
、
誰
に
対
し
て
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
私
が
追
求
し
た
訴
訟
や
判
決

に
関
す
る
ど
ん
な
者
に
対
し
て
も
、
私
の
た
め
に
求
め
ら
れ
得
る
一
切
の
も
の
、
そ
し
て
上
に
述
べ
た
土
地
は
別
に
し
て
、
す
べ
て
の
人

び
と
に
対
し
て
私
が
持
っ
て
い
る
権
利
の
一
切
を
彼
女
に
遺
贈
す
る
。

イ
タ
リ
ア
の
黒
死
病
関
係
史
料
集
（
一
〇
）
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姻
戚
へ
の
未
払
い
の
借
金

さ
ら
に
ま
た
ひ
と
つ
、
私
の
姻
戚
で
あ
る
シ
モ
ー
ナ
・
ス
ピ
ノ
ー
ラ
に
一
〇
リ
ラ
を
借
り
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
。
彼
は
そ
れ
を
私
に

貸
し
付
け
た
の
で
あ
る
。

八

相
続
人
の
指
定
と
処
理
の
注
意

私
は
私
の
相
続
人
と
し
て
先
の
ア
ミ
ー
コ
・
ロ
メ
ッ
リ
ー
ノ
を
私
の
す
べ
て
の
残
り
の
財
産
の
た
め
に
任
命
す
る
。
私
は
シ
モ
ー
ナ
・

ス
ピ
ノ
ー
ラ
と
私
の
妻
の
シ
モ
ー
ナ
を
、
私
の
財
産
か
ら
私
の
遺
産
と
負
債
を
配
分
し
支
払
い
を
お
こ
な
う
者
と
し
て
指
名
す
る
。
た
だ

し
常
に
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
コ
ム
ー
ネ
の
公
債
、
負
債
、
税
金
、
ま
た
そ
れ
ら
か
ら
の
借
入
の
残
り
は
除
く
も
の
と
す
る
。

動
産
が
遺
産
さ
れ
た
人
び
と
は
、
そ
れ
を
所
有
す
る
前
に
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
コ
ム
ー
ネ
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
か
ら
支
出
を
お
こ
な
う
た
め

に
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
記
録
簿
に
そ
の
動
産
を
記
載
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
私
は
命
じ
決
定
す
る
。

九

遺
言
書
の
効
力
に
つ
い
て

こ
れ
が
私
の
遺
言
で
あ
り
、
も
し
そ
れ
が
遺
言
書
の
法
律
に
よ
っ
て
有
効
で
な
け
れ
ば
、
せ
め
て
私
は
そ
れ
を
ほ
か
の
遺
言
の
法
令
に

よ
っ
て
そ
れ
が
有
効
に
な
り
効
力
を
得
る
こ
と
を
願
う
。

一
〇

作
成
者
・
作
成
場
所
・
作
成
日
時
・
証
人

一
二
五
二
年
六
月
八
日
正
午
、
先
に
述
べ
た
家
長
オ
ベ
ル
ト
自
身
の
部
屋
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
に
て
作
成
。
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証
人
ピ
エ
ー
ト
ロ
・
グ
リ
ッ
リ
、
シ
モ
ー
ナ
・
ス
ピ
〈
・
・
・
〉、
シ
モ
ー
ナ
・
ロ
メ
ッ
リ
ー
ノ
、
ト
ン
マ
ー
ゾ
・
ロ
メ
ッ
リ
ー
ノ
、

マ
リ
ー
ノ
・
ウ
ソ
デ
ィ
マ
ー
レ
、
ジ
ャ
コ
モ
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
、
ニ
コ
ラ
・
バ
ラ
テ
ィ
エ
ー
リ
、
ジ
ャ
コ
ポ
・
グ
リ
ッ
リ
、
ア
ン
ド
リ

オ
ー
ロ
・
ト
ゥ
ル
キ
。

解
説

第
一
一
遺
言
書

一
二
六
三
年
、
ロ
ー
デ
ィ
の
公
証
人
故
ジ
ャ
コ
モ
・
モ
レ
ー
ナ
（G

iacom
o

﹇Iacobo

﹈M
orena

）
の
妻
ベ
ッ
ラ
カ
ー
ラ
・
モ

レ
ー
ナ
の
遺
言
書
に
つ
い
て

こ
の
遺
言
書
は
、
第
九
遺
言
書
と
対
を
な
す
│
│
つ
ま
り
、
第
九
遺
言
書
の
作
成
者
ジ
ャ
コ
モ
・
モ
レ
ー
ナ
の
死
後
、
お
そ
ら
く
一
五
年
後
に
そ

の
妻
ベ
ッ
ラ
カ
ー
ラ
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
遺
言
書
で
あ
る
。
夫
か
ら
ほ
ぼ
全
面
的
に
財
産
を
委
ね
ら
れ
た
妻
が
、
婚
家
に
残
っ
て
、
今
度
は
娘
や
孫

に
財
産
を
分
与
し
て
い
く
。
夫
の
遺
言
書
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
家
族
構
成
が
こ
こ
で
は
か
な
り
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。
ジ
ャ
コ
モ
と
ベ
ッ
ラ
カ
ー

ラ
の
間
に
は
、
少
な
く
と
も
二
人
の
娘
が
い
て
、
そ
の
二
人
を
お
そ
ら
く
嫁
が
せ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
少
な
く
と
も
二
人
の
息
子
が
い
た
。
そ
の
二

人
の
息
子
は
結
婚
し
、
そ
れ
ぞ
れ
子
ど
も
を
も
う
け
た
も
の
の
、
こ
の
二
人
の
息
子
は
と
も
に
若
く
し
て
死
去
。
ベ
ッ
ラ
カ
ー
ラ
は
、
娘
二
人
と
孫

二
人
に
み
ず
か
ら
の
遺
産
を
与
え
て
い
く
。

こ
の
遺
言
書
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
宗
教
的
遺
贈
が
一
件
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
の
黒
死
病
関
係
史
料
集
（
一
〇
）
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第
一
一
遺
言
書

一
二
六
三
年
、
ロ
ー
デ
ィ
の
公
証
人
故
ジ
ャ
コ
モ
・
モ
レ
ー
ナ
の

妻
ベ
ッ
ラ
カ
ー
ラ
・
モ
レ
ー
ナ
の
遺
言
書
⒂

一

遺
言
書
の
作
成
日
・
場
所
と
証
人

（
書
き
判
）
我
ら
が
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
生
誕
か
ら
一
二
六
三
年
の
一
一
月
一
九
日
、
月
曜
日
、
イ
ン
デ
ィ
ク
テ
ィ
オ
の
第
八

年
。
ロ
ー
デ
ィ
市
に
あ
る
、
故
ジ
ャ
コ
モ
・
モ
レ
ー
ナ
の
相
続
人
の
家
に
出
席
し
た
者
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ル
ベ

ル
ト
・
ダ
・
モ
ン
テ
ク
セ
ヌ
ス
（M

ontexenus

）、
ジ
ャ
コ
モ
・
モ
ン
チ
ョ
、
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ガ
レ
リ
オ
、〈
・
・
・
〉・
ル
チ
ア
ー
ノ
・

〈
・
・
・
〉、
エ
ン
リ
ー
コ
・
ダ
・
カ
ス
テ
ラ
ー
テ
、
エ
ン
リ
ー
コ
・
ダ
・
ク
レ
ス
ピ
ア
ー
テ
ィ
カ
で
あ
り
、
証
人
と
し
て
こ
こ
に
呼
び
求

め
ら
れ
た
。

二

遺
言
書
の
精
神
の
健
康
の
保
証

故
ジ
ャ
コ
モ
・
モ
レ
ー
ナ
の
妻
で
あ
る
ベ
ッ
ラ
カ
ー
ラ
夫
人
は
、
ロ
ー
デ
ィ
市
民
で
あ
り
、
そ
の
精
神
は
健
全
で
あ
る
。

三

本
遺
言
書
の
有
効
性

夫
人
は
、
そ
の
死
後
、
そ
の
財
産
、
そ
の
権
利
、
そ
の
証
書
や
資
産
を
め
ぐ
っ
て
い
か
な
る
争
い
も
起
き
な
い
こ
と
を
望
み
、
こ
こ
に

そ
の
理
由
か
ら
、
そ
の
遺
言
で
あ
る
こ
の
遺
言
書
、
す
な
わ
ち
決
定
書
を
作
成
す
る
。
第
二
公
証
人
と
し
て
、
こ
こ
に
グ
イ
ー
ド
・
デ
・
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ヴ
ァ
ウ
ロ
（V

auro

）
が
出
席
し
た
。
そ
し
て
遺
言
者
は
、
こ
の
遺
言
書
、
遺
言
が
有
効
性
を
備
え
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
遺
言
者
は
、
こ
の
遺
言
書
が
、
よ
り
大
き
な
有
効
性
を
備
え
る
こ
と
、
ま
た
、
公
認
公
証
人
の
手
に
よ
る
か
、
記
述
さ
れ
た
文
書

に
よ
っ
て
で
な
け
れ
ば
、
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
、
異
議
申
し
立
て
も
さ
れ
な
い
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

四

相
続
人
の
指
定

ま
ず
第
一
に
、
遺
言
者
は
、
み
ず
か
ら
の
す
べ
て
の
孫
お
よ
び
甥
・
姪
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
と
も
に
相
続
人
で
あ
る
こ
と
を
望
み
、
そ
う

命
じ
、
決
定
す
る
。
そ
し
て
彼
ら
が
、
制
度
の
法
と
フ
ァ
ル
キ
デ
ィ
ア
法
に
も
と
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
言
わ
れ
た
〈
・
・
・
〉
帝
国
の

金
額
に
満
足
す
る
よ
う
に
望
ん
で
、
そ
れ
に
満
足
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
る
。

ま
た
同
様
に
ひ
と
つ
。
遺
言
者
ベ
ッ
ラ
カ
ー
ラ
夫
人
は
、
法
令
と
理
性
と
法
律
文
書
に
も
と
づ
い
て
、
ベ
ッ
ラ
カ
ー
ラ
の
そ
の
他
の
す

べ
て
の
財
産
と
動
産
・
不
動
産
の
相
続
者
と
し
て
、
そ
の
み
ず
か
ら
の
娘
で
あ
る
ア
ッ
レ
ー
グ
ラ
夫
人
と
オ
リ
ッ
ソ
ー
ニ
ア

（O
rissonia

）
夫
人
を
指
名
す
る
。
す
な
わ
ち
、
法
令
と
理
性
と
法
律
文
書
に
も
と
づ
い
て
、
嫁
資
の
四
分
の
一
ま
た
は
二
倍
の
法
に
関

し
て
、
嫁
資
の
四
分
の
一
ま
た
は
二
倍
の
法
に
関
し
て
﹇
前
の
フ
レ
ー
ズ
の

た
だ
の
繰
り
返
し
﹈、
ま
た
彼
女
に
対
し
て
そ
の
亡
き
夫
ジ
ャ
コ
モ
に
よ
っ
て
認
め

ら
れ
た
扶
養
に
関
し
て
、
あ
る
い
は
、
他
の
法
に
関
し
て
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
場
合
に
関
し
て
、
遺
言
者
ベ
ッ
ラ
カ
ー
ラ
は
、
亡
き
夫

の
ジ
ャ
コ
モ
の
相
続
人
や
そ
の
息
子
た
ち
や
そ
の
ジ
ャ
コ
モ
の
相
続
人
に
対
抗
し
て
、
ま
た
他
の
い
な
か
る
親
類
に
対
抗
し
て
、
そ
の
他

の
す
べ
て
の
財
産
と
動
産
・
不
動
産
の
相
続
者
と
し
て
、
ベ
ッ
ラ
カ
ー
ラ
の
み
ず
か
ら
の
娘
で
あ
る
ア
ッ
レ
ー
グ
ラ
夫
人
と
オ
リ
ッ
ソ
ー

ニ
ア
夫
人
を
指
名
す
る
。
本
日
以
降
、
ベ
ッ
ラ
カ
ー
ラ
に
よ
っ
て
以
前
に
な
さ
れ
た
も
の
が
偶
然
発
見
さ
れ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
以
外
の

他
の
い
か
な
る
遺
言
書
も
、
命
令
も
、
ま
た
、〈
・
・
・
〉
で
あ
れ
、
遺
言
補
足
書
で
あ
れ
、
い
か
な
る
裁
定
文
も
、
す
べ
て
無
効
で
あ

イ
タ
リ
ア
の
黒
死
病
関
係
史
料
集
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り
、
い
か
な
る
効
力
を
も
ち
え
な
い
も
の
と
す
る
。

五

孫
の
名
前

孫
の
名
前
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
遺
言
者
の
息
子
で
あ
る
故
オ
ッ
ト
リ
ー
ノ
・
モ
レ
ー
ナ
の
息
子
ジ
ャ
コ
モ
、
ま
た
故

マ
ン
フ
レ
ー
デ
ィ
・
モ
レ
ー
ナ
の
三
人
の
息
子
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ー
ノ
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
、
ル
ー
フ
ォ
、
そ
れ
に
娘
の
ベ
ッ
ラ
フ
ロ
ー
ラ
で

あ
る
。

六

公
証
人
の
署
名

（
書
き
判
）
私
こ
と
チ
ェ
ン
タ
ル
ド
・
ダ
・
ス
ピ
ー
ノ
、
す
な
わ
ち
、
王
の
公
証
人
で
あ
り
役
人
は
、
こ
の
文
書
の
作
成
に
臨
席
し

た
。
そ
し
て
求
め
ら
れ
て
、
私
は
、
遺
言
書
の
こ
の
文
章
を
記
録
し
、
記
述
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
記
す
よ
う
に
と
い
う
下
記
の
公
証

人
の
命
に
よ
り
、
署
名
し
た
。

（
書
き
判
）
私
こ
と
ア
ル
ジ
シ
オ
・
ス
コ
ト
ー
ネ
、
す
な
わ
ち
、
王
の
公
証
人
で
あ
り
役
人
は
、
公
証
人
チ
ェ
ン
タ
ル
ド
・
ダ
・
ス
ピ

ー
ノ
の
命
を
受
け
て
こ
の
遺
言
書
の
文
章
を
記
述
し
た
。

（
書
き
判
）
私
、
パ
ラ
テ
ィ
ー
ノ
の
公
証
人
の
バ
ッ
シ
ア
ー
ノ
・
フ
ェ
ッ
ラ
ー
ト
は
、
そ
の
内
容
に
も
と
づ
い
て
原
本
の
謄
本
を
作
成

し
、
署
名
し
た
。
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一
四
世
紀
前
半
に
書
か
れ
た
遺
言
書

解
説

第
一
二
遺
言
書

一
三
三
五
年
、
ロ
ー
デ
ィ
市
民
ス
テ
ー
フ
ァ
ノ
・
ヴ
ォ
ル
ト
リ
ー
ノ
（Stefano

V
oltolino

）
の
遺
言
書
に
つ
い
て

こ
の
遺
言
書
は
、
一
三
三
五
年
に
公
証
人
の
台
帳
に
書
き
留
め
ら
れ
た
も
の
の
、
何
か
の
事
情
で
そ
の
ま
ま
公
証
人
の
事
務
所
の
な
か
に
放
置
さ

れ
た
。
正
式
の
遺
言
書
に
仕
上
げ
ら
れ
ず
に
、
遺
言
書
と
し
て
の
効
力
を
得
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
遺
言
者
の
死
後
、
孫
娘
の
要
請
を
受
け

て
、
別
の
公
証
人
に
よ
っ
て
、
正
式
の
遺
言
書
の
作
成
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。
こ
う
し
た
場
合
は
、
ロ
ー
デ
ィ
の
「
正
義
の
コ
ン
ソ
レ
（
行
政
長

官
）」
の
認
可
が
必
要
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
役
職
に
あ
っ
た
バ
ッ
シ
ア
ー
ノ
・
サ
ッ
コ
は
、
そ
の
認
可
の
要
請
を
求
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
バ
ッ

シ
ア
ー
ノ
・
サ
ッ
コ
は
、
ロ
ー
デ
ィ
の
公
証
人
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
イ
セ
ン
バ
ル
ド
に
、
正
式
の
遺
言
書
を
作
成
す
る
権
威
を
与
え
て
、
よ
う
や
く
一

三
四
九
年
五
月
に
な
っ
て
作
成
さ
れ
て
も
の
で
あ
る
。
起
草
か
ら
十
数
年
し
て
発
効
し
た
遺
言
書
で
あ
る
。
推
測
で
あ
る
が
、
遺
言
者
は
一
三
四
八

年
の
ペ
ス
ト
で
死
亡
し
た
の
だ
ろ
う
│
│
そ
し
て
、
大
疫
病
に
よ
る
社
会
的
混
乱
が
収
ま
っ
た
後
（
つ
ま
り
一
三
四
九
年
）、
親
族
（
孫
娘
）
か
ら

要
請
が
出
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
一
二
遺
言
書

一
三
三
五
年
、
ロ
ー
デ
ィ
市
民
ス
テ
ー
フ
ァ
ノ
・
ヴ
ォ
ル
ト
リ
ー
ノ
の
遺
言
書

一

遺
言
書
の
作
成
日
・
場
所
と
証
人

（
書
き
判
）
我
ら
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
名
に
お
い
て
ア
ー
メ
ン
。
主
の
生
誕
か
ら
一
三
三
五
年
、
イ
ン
デ
ィ
ク
テ
ィ
オ
の
第
三

年
、
一
月
二
六
日
、
ロ
ー
デ
ィ
市
の
次
に
示
す
遺
言
者
の
住
居
に
て
。
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こ
の
遺
言
書
の
た
め
の
証
人
と
し
て
呼
び
集
め
ら
れ
た
出
席
者
が
、
托
鉢
修
道
士
ウ
ベ
ル
テ
ィ
ー
ノ
・
ヴ
ェ
ー
ジ
ョ
、
托
鉢
修
道
士
バ

ッ
シ
ア
ー
ノ
・
ダ
・
サ
ン
タ
・
キ
ア
ー
ラ
、
ジ
ャ
コ
ミ
ー
ノ
・
ド
ゥ
ル
ア
ー
ノ
、
ラ
ン
フ
ラ
ン
コ
・
バ
タ
リ
ア
、
マ
シ
ー
ノ
・
フ
ォ
ル

テ
、
ジ
ャ
コ
ミ
ー
ノ
・
ダ
・
ラ
ン
テ
リ
オ
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ダ
・
ウ
ル
チ
ョ
で
あ
る
。
第
二
公
証
人
と
し
て
同
意
し
て
出
席
さ
れ
た
の

が
、
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会
の
修
道
士
オ
ル
ド
ラ
ー
ト
・
フ
ァ
リ
ナ
ッ
チ
の
方
々
で
あ
る
。

二

遺
言
書
の
作
成
の
理
由
と
作
成
能
力
の
確
認

死
の
時
が
い
つ
来
る
か
は
不
確
実
で
あ
る
に
し
て
も
、
賢
明
な
人
間
の
精
神
に
と
っ
て
は
、
死
の
時
が
来
る
こ
と
は
確
実
な
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
身
体
が
衰
弱
し
て
来
た
時
に
は
、
死
の
到
来
は
い
っ
そ
う
懸
念
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
世

の
財
産
の
整
理
に
と
っ
て
も
同
様
の
こ
と
で
あ
る
。
一
家
の
主
が
遺
言
書
を
残
さ
ず
に
死
去
し
、
財
産
を
未
整
理
の
ま
ま
に
残
す
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
死
の
到
来
は
い
っ
そ
う
懸
念
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
理
由
か
ら
サ
ン
・
レ
オ
ナ
ル
ド
地
区
の
ロ
ー
デ
ィ
市
民

ス
テ
ー
フ
ァ
ノ
・
ヴ
ォ
ル
ト
リ
ー
ノ
氏
は
、
た
と
え
そ
の
身
は
病
に
あ
り
な
が
ら
も
、
健
康
な
精
神
状
態
か
ら
こ
の
遺
言
書
に
よ
っ
て
そ

の
す
べ
て
の
財
産
と
家
を
整
理
し
配
分
す
る
こ
と
に
心
を
注
い
だ
。

三

貧
民
へ
の
慈
善
と
そ
の
金
の
出
所
の
指
定
│
│
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
│
│

ま
ず
始
め
に
、
自
分
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
遺
贈
法
に
も
と
づ
い
て
、
貧
民
と
困
窮
者
と
下
記
の
者
に
一
〇
〇
帝
国
リ
ラ
が
配
給
さ

れ
る
よ
う
に
、
彼
の
賃
借
料
が
毎
年
支
払
わ
れ
配
給
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
賃
借
料
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
二
二
帝
国
ソ
ル
ド
で
あ
る
│
│
こ
の
金
は
、
賃
借
料
と
し
て
ヴ
ォ
ル
ト
リ
ー
ノ
に
コ
ダ
ル
ナ
ル
ド
が
フ
ォ
ル
チ
ェ
ッ
ロ
・
デ
ィ
・
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コ
ナ
イ
ア
ー
ノ
の
近
く
に
あ
る
四
ペ
ル
テ
ィ
カ
の
土
地
に
よ
っ
て
毎
年
も
た
ら
す
金
で
あ
る
。

ま
た
二
〇
帝
国
ソ
ル
ド
で
あ
る
│
│
こ
の
金
は
、
賃
借
料
と
し
て
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ガ
ッ
フ
ー
リ
に
サ
リ
チ
ェ
・
ビ
ア
ン
コ
に
あ
る
四
ペ

ル
テ
ィ
カ
の
土
地
が
も
た
ら
す
金
で
あ
る
。

ま
た
四
二
帝
国
ソ
ル
ド
で
あ
る
│
│
こ
の
金
は
、
賃
借
料
と
し
て
ジ
ャ
コ
モ
・
ダ
・
バ
ッ
ジ
ョ
が
、
ピ
ネ
ー
タ
・
カ
ル
ヴ
ァ
に
あ
る
八

ペ
ル
テ
ィ
カ
の
土
地
に
よ
っ
て
も
た
ら
す
金
で
あ
る
。

ま
た
一
〇
ソ
ル
ド
で
あ
る
│
│
こ
の
金
は
、
ド
ッ
ソ
・
デ
イ
・
ラ
ッ
テ
ィ
に
あ
る
家
に
よ
っ
て
〈
・
・
・
〉
が
も
た
ら
す
金
で
あ
る
。

ま
た
一
三
帝
国
ソ
ル
ド
で
あ
る
│
│
こ
の
金
は
、
一
軒
の
家
に
よ
っ
て
ア
ノ
ル
ネ
ア
・
ザ
ナ
ボ
ー
ニ
が
も
た
ら
す
金
で
あ
る
。

ま
た
二
〇
ソ
ル
ド
で
あ
る
│
│
こ
の
金
は
、
ペ
ロ
ッ
ト
・
ブ
レ
ン
タ
ト
ー
レ
が
サ
ン
・
ジ
ェ
ミ
ニ
ア
ー
ノ
に
あ
る
一
軒
の
家
に
よ
っ
て

も
た
ら
す
金
で
あ
る
。

ま
た
二
〇
ソ
ル
ド
で
あ
る
│
│
こ
の
金
は
、
一
軒
の
家
に
よ
っ
て
ヴ
ェ
ロ
リ
ー
ナ
が
も
た
ら
す
金
で
あ
る
。

ま
た
五
ソ
ル
ド
で
あ
る
│
│
こ
の
金
は
、
プ
リ
グ
ァ
ー
ノ
に
あ
る
森
林
に
よ
っ
て
ヴ
ィ
ー
ニ
ャ
地
区
の
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会
が
も

た
ら
す
金
で
あ
る
。

ま
た
三
〇
帝
国
ソ
ル
ド
で
あ
る
│
│
こ
の
金
は
、
ア
ッ
ダ
川
を
越
え
た
地
域
に
あ
る
六
ペ
ル
テ
ィ
カ
の
土
地
に
よ
っ
て
賃
借
料
と
し
て

ス
テ
ー
フ
ァ
ノ
・
ペ
ッ
シ
ロ
ー
ヴ
ァ
が
毎
年
も
た
ら
す
金
で
あ
る
。

四

遺
言
に
よ
る
貧
民
へ
の
慈
善
の
執
行
人
の
指
名

こ
れ
ら
の
金
つ
ま
り
地
代
・
家
賃
が
与
え
ら
れ
、
処
理
さ
れ
、
配
給
さ
れ
る
の
は
、
カ
リ
テ
の
修
道
士
の
修
道
院
長
か
ら
、
ま
た
ロ
ー
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デ
ィ
の
サ
ン
・
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
教
会
の
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会
の
修
道
士
オ
ル
ド
ラ
ー
ト
か
ら
、
ま
た
、
こ
の
遺
言
者
の
息
子
で

あ
る
ザ
ニ
ー
ノ
、
レ
オ
ー
ネ
、
ベ
ル
ト
リ
ー
ノ
か
ら
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
遺
言
者
は
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
遺
言
執
行
人
と
遺
贈

受
益
者
と
し
て
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
者
を
挙
げ
か
つ
指
名
す
る
。

か
く
し
て
こ
の
状
態
に
お
い
て
、
先
の
遺
言
者
ス
テ
ー
フ
ァ
ノ
氏
の
甥
ま
た
は
親
類
の
誰
か
が
困
窮
に
陥
っ
た
な
ら
ば
、
遺
言
者
ス
テ

ー
フ
ァ
ノ
氏
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
に
彼
ま
た
は
彼
ら
に
先
の
金
を
も
っ
て
先
の
執
行
人
に
適
当
と
思
わ
れ
る
金
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
望

む
も
の
で
あ
る
。
ま
た
ス
テ
ー
フ
ァ
ノ
氏
は
さ
ら
に
、
先
の
金
一
〇
〇
リ
ラ
が
毎
年
配
分
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
る
│
│
す
な
わ
ち
カ
リ
テ

の
修
道
士
た
ち
に
一
〇
ソ
ル
ド
、
先
に
述
べ
た
オ
ル
ド
ラ
ー
ト
修
道
士
に
一
〇
ソ
ル
ド
、
孫
娘
で
あ
る
修
道
女
イ
ザ
ベ
ッ
ラ
に
一
〇
ソ
ル

ド
が
配
給
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

遺
言
者
は
上
に
規
定
し
た
よ
う
に
一
〇
〇
リ
ラ
を
配
分
・
出
費
す
る
。
そ
し
て
先
の
述
べ
た
す
べ
て
の
地
代
・
家
賃
は
、
遺
言
者
の
息

子
で
あ
る
先
に
述
べ
た
ザ
ニ
ー
ノ
、
レ
オ
ー
ネ
、
ベ
ル
ト
リ
ー
ノ
に
委
託
さ
れ
、
彼
ら
の
間
で
均
等
に
分
割
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。

五

宗
教
的
遺
贈
│
│
み
ず
か
ら
の
供
養
ミ
サ
の
た
め
に
│
│

同
様
に
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
遺
贈
法
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
の
霊
魂
の
救
済
の
た
め
に
、
ま
た
、
遺
言
者
が
近
く
に
墓
を
選
ん
だ

ロ
ー
デ
ィ
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
の
修
道
院
で
ミ
サ
を
執
り
行
う
た
め
に
、
財
産
の
な
か
か
ら
二
〇
帝
国
ソ
ル
ド
を
遺
贈
し
、
ま
た
、
説

教
者
修
道
会
﹇
ド
ミ
ニ
コ
修

道
会
の
こ
と
﹈
と
サ
ン
・
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
地
区
の
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
修
道
会
の
修
道
院
に
一
〇
帝
国
ソ
ル
ド
を
遺
贈
す

る
。同

様
に
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
法
に
よ
っ
て
サ
ン
・
ク
リ
ス
ト
ー
フ
ォ
ロ
教
会
の
ウ
ベ
ル
テ
ィ
ー
ノ
修
道
士
に
五
帝
国
ソ
ル
ド
を
、
故
ロ
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ッ
シ
ー
ノ
・
ス
コ
ッ
テ
ィ
の
娘
ジ
ュ
リ
ア
ー
ナ
に
五
ソ
ル
ド
を
遺
贈
す
る
。

六

息
子
の
庶
出
の
娘
に
家
屋
の
遺
贈

同
様
に
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
法
に
よ
っ
て
こ
の
遺
言
者
の
息
子
レ
オ
ー
ネ
・
ヴ
ォ
ル
ト
リ
ー
ニ
の
庶
出
の
娘
カ
テ
リ
ー
ナ
に
、
カ
ビ
ア

ネ
ッ
ロ
の
町
に
あ
る
一
軒
の
家
を
、
そ
こ
に
あ
る
教
区
の
二
つ
の
〈
・
・
・
〉
と
合
わ
せ
て
遺
贈
す
る
。
そ
の
家
は
、
一
方
を
通
り
に
面

し
、
他
方
を
バ
ッ
シ
ア
ー
ノ
・
ブ
ロ
ー
デ
の
相
続
人
の
地
所
に
面
し
、
そ
し
て
残
る
二
方
を
先
の
遺
言
者
の
所
有
地
に
面
す
る
家
で
あ

る
。
但
し
、
カ
テ
リ
ー
ナ
は
こ
の
家
を
売
り
渡
す
こ
と
や
抵
当
に
入
れ
る
こ
と
は
し
て
は
な
ら
な
い
。
嫁
資
と
し
て
持
参
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
る
と
い
う
条
件
で
遺
贈
す
る
も
の
で
あ
る
。

七

妻
へ
の
扶
養
費
の
保
証
と
そ
の
条
件

同
様
に
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
の
妻
で
あ
る
マ
リ
ア
は
、
臥
し
所
を
守
り
、
操
を
立
て
て
生
き
て
い
く
限
り
に
お
い
て
、
こ
の
遺
言
者

の
同
じ
家
に
そ
の
ま
ま
住
居
を
持
ち
、
扶
養
費
と
し
て
毎
年
六
リ
ラ
を
与
え
ら
れ
る
も
の
と
定
め
る
。
ま
た
息
子
ベ
ル
ト
リ
ー
ノ
は
マ
リ

ア
に
毎
年
一
ス
タ
イ
オ
の
ワ
イ
ン
を
与
え
る
義
務
を
負
う
も
の
と
定
め
る
。

ま
た
遺
言
者
は
、
先
の
妻
マ
リ
ア
が
下
記
の
金
を
得
る
も
の
と
定
め
る
。
す
な
わ
ち
、
ラ
ン
テ
ル
モ
・
マ
ガ
ー
ノ
が
サ
ン
・
ロ
マ
ー
ノ

教
会
付
近
に
あ
る
一
軒
の
家
の
賃
借
料
と
し
て
毎
年
支
払
う
金
五
八
帝
国
ソ
ル
ド
、
ま
た
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
・
デ
ィ
・
ラ
ベ
ン
ツ
ェ
が
サ
ン

・
ロ
レ
ン
ツ
ォ
教
会
付
近
に
あ
る
一
軒
の
家
の
賃
借
料
と
し
て
毎
年
支
払
う
金
三
五
帝
国
ソ
ル
ド
、
さ
ら
に
リ
ッ
チ
ャ
が
サ
ン
・
ロ
マ
ー

ノ
教
会
付
近
に
あ
る
一
軒
の
家
の
賃
借
料
と
し
て
毎
年
支
払
う
金
二
五
帝
国
ソ
ル
ド
、
ス
カ
ラ
ー
ノ
が
カ
ヴ
ェ
ナ
ー
ゴ
地
区
に
あ
る
農
地
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の
借
地
料
と
し
て
毎
年
支
払
う
金
二
な
い
し
三
帝
国
ソ
ル
ド
│
│
以
上
の
金
を
妻
マ
リ
ア
は
得
る
も
の
と
定
め
る
。
そ
し
て
妻
が
死
ん
だ

場
合
、
ま
た
は
妻
が
臥
し
所
を
守
ら
ず
操
を
立
て
る
こ
と
を
望
ま
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
支
払
わ
れ
る
先
の
賃
借
料
と
不
動
産
は
、
先

に
述
べ
た
ザ
ニ
ー
ノ
、
レ
オ
ー
ネ
、
ベ
ル
ト
リ
ー
ノ
で
均
分
に
分
け
ら
れ
る
財
産
と
定
め
る
。

八

妻
へ
の
嫁
資
の
返
還

同
様
に
ま
た
ひ
と
つ
、
先
に
述
べ
た
遺
言
者
の
妻
マ
リ
ア
は
、
遺
言
者
が
妻
か
ら
受
け
取
っ
た
嫁
資
の
返
還
と
し
て
、
サ
ン
・
ロ
レ
ン

ツ
ォ
教
会
付
近
に
あ
る
一
軒
の
家
を
持
つ
も
の
と
す
る
。
こ
の
家
は
、
ジ
ャ
ン
ベ
ッ
リ
ー
ノ
・
グ
エ
ッ
ラ
が
年
四
二
ソ
ル
ド
で
賃
借
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
他
の
理
由
で
、
こ
の
家
の
た
め
に
、
ま
た
こ
の
賃
借
料
の
た
め
に
、
ま
た
、
先
に
述
べ
た
嫁
資
の
返
還
の
た
め
に
、

遺
言
者
は
先
の
妻
の
利
益
の
た
め
に
一
通
の
書
類
を
作
成
し
た
。
そ
れ
は
、
私
、
下
記
の
公
証
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
書
類
で
あ
る
。

九

貸
し
金
の
回
収
と
そ
の
処
理

同
様
に
ま
た
ひ
と
つ
、
先
の
遺
言
者
ス
テ
ー
フ
ァ
ノ
氏
は
、
ロ
ー
デ
ィ
の
サ
ン
タ
・
キ
ア
ー
ラ
修
道
院
か
ら
一
七
帝
国
リ
ラ
を
受
け
取

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
。
こ
の
金
の
う
ち
、
五
〇
帝
国
ソ
ル
ド
は
こ
の
修
道
院
に
授
け
、
さ
ら
に
、
孫
娘
の
修
道
女
イ
ザ
ベ
ッ

ラ
に
別
に
五
〇
帝
国
ソ
ル
ド
を
授
け
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
残
り
の
一
二
リ
ラ
は
、
遺
言
者
の
息
子
で
あ
る
先
の
ザ
ニ
ー
ノ
、
レ
オ
、
ベ

ル
ト
リ
ー
ノ
が
公
平
に
受
け
取
る
も
の
と
定
め
る
。
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一
〇

孫
娘
の
嫁
資
は
孫
娘
本
人
に
遺
贈

同
様
に
ま
た
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
、
遺
言
者
の
孫
娘
の
ジ
ョ
コ
ン
ダ
こ
と
、
す
な
わ
ち
遺
言
者
の
息
子
で
あ
る
故
ペ
リ
ー
ノ
・
ヴ
ォ
ル

ト
リ
ー
ノ
の
娘
で
あ
り
、
か
つ
、
ペ
リ
ー
ノ
・
ダ
・
ク
レ
モ
ー
ナ
の
妻
で
あ
る
女
性
が
、
結
婚
し
た
時
に
嫁
資
と
し
て
受
け
取
っ
た
も
の

に
つ
い
て
、
そ
の
相
続
人
に
指
名
す
る
。

さ
ら
に
、
遺
言
者
は
制
度
の
法
に
よ
っ
て
、
ま
た
神
の
加
護
と
フ
ァ
ル
キ
デ
ィ
ア
の
名
に
お
い
て
一
〇
帝
国
ソ
ル
ド
を
ジ
ョ
コ
ン
ダ
に

遺
贈
す
る
。
そ
し
て
以
下
の
こ
と
を
命
ず
る
。
す
な
わ
ち
ジ
ョ
コ
ン
ダ
は
、
こ
の
こ
と
に
満
足
し
、
ス
テ
ー
フ
ァ
ノ
の
ほ
か
の
財
産
を
要

望
し
た
り
、
要
求
し
た
り
、
所
有
し
て
は
な
ら
な
い
と
命
ず
る
。

一
一

三
人
の
孫
娘
へ
の
遺
贈

ま
た
同
様
に
ひ
と
つ
、
遺
言
者
は
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
そ
の
相
続
人
と
し
て
遺
言
者
の
孫
娘
、
す
な
わ
ち
遺
言
者
の
息
子
の
ペ
リ
ー

ノ
の
娘
で
あ
る
マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
、
フ
ィ
オ
リ
ー
ナ
、
ペ
リ
ー
ナ
を
指
名
す
る
。
彼
女
ら
の
す
べ
て
に
彼
の
遺
産
の
一
部
を
遺
贈
し
、
彼
女

ら
が
以
下
の
す
べ
て
の
財
産
を
も
つ
こ
と
を
望
む
。

す
な
わ
ち
、
ま
ず
第
一
に
、
ロ
ー
デ
ィ
市
の
サ
ン
・
レ
オ
ナ
ル
ド
の
地
区
に
あ
る
一
軒
の
家
、
そ
こ
に
は
先
の
娘
た
ち
が
そ
の
母
と
と

も
に
住
ん
で
い
る
。

ま
た
同
様
に
ひ
と
つ
、
ロ
ー
デ
ィ
の
ク
レ
モ
ー
ナ
門
の
内
側
に
あ
る
三
ペ
ル
テ
ィ
カ
の
区
画
の
土
地
を
遺
贈
す
る
。

ま
た
同
様
に
ひ
と
つ
、
二
つ
の
地
所
の
な
か
の
サ
ル
ミ
ニ
と
呼
ば
れ
る
場
所
に
あ
る
四
ペ
ル
テ
ィ
カ
の
土
地
、
さ
ら
に
バ
イ
ア
ル
ド
と

呼
ば
れ
る
地
区
に
あ
る
二
ペ
ル
テ
ィ
カ
半
の
土
地
、
さ
ら
に
バ
ル
コ
リ
（B

arcoli
）
と
呼
ば
れ
る
場
所
に
あ
る
一
二
ペ
ル
テ
ィ
カ
の
ぶ
ど

イ
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う
畑
を
遺
贈
す
る
。
こ
の
一
二
ペ
ル
テ
ィ
カ
の
う
ち
一
ペ
テ
ィ
カ
は
、
ジ
ャ
コ
モ
・
ア
ス
タ
リ
オ
の
賃
借
料
と
し
て
毎
年
三
帝
国
リ
ラ
を

も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
遺
言
者
は
、
一
二
ソ
ル
ド
を
遺
贈
す
る
│
│
こ
の
金
は
、
毎
年
ペ
リ
ー
ノ
・
ダ
・
フ
ァ
ラ
が
バ
ル
ト
ラ
に
あ
る
ア
ヴ
ィ
タ
ー

テ
の
四
ペ
ル
テ
ィ
カ
の
土
地
の
賃
借
料
と
し
て
遺
言
者
に
支
払
う
金
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
賃
借
料
と
し
て
毎
年
ア
ツ
ィ
ー
ノ
・
ダ
・
レ
ッ
コ
が
、
ピ
ア
チ
ェ
ン
ツ
ァ
通
り
の
マ
ッ
ソ
と
い
う
場
所
に
あ
る
五
ペ
ル
テ
ィ

カ
の
た
め
に
支
払
う
二
五
帝
国
ソ
ル
ド
を
遺
贈
す
る
。
さ
ら
に
毎
年
マ
ス
ト
ロ
・
マ
ル
キ
シ
オ
・
ダ
・
ユ
ツ
ァ
ー
ゴ
が
、
サ
ン
タ
ン
ト
ー

ニ
オ
施
療
院
の
地
所
に
近
い
コ
ロ
ネ
ッ
ラ
の
ク
レ
モ
ー
ナ
門
の
囲
い
地
に
あ
る
七
ペ
ル
テ
ィ
カ
の
ぶ
ど
う
畑
の
賃
借
料
と
し
て
支
払
う
七

ス
タ
イ
オ
の
麦
を
遺
贈
す
る
。

さ
ら
に
、
毎
年
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ダ
・
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
が
ロ
ル
モ
（l’olm

o

）
に
近
く
に
あ
る
五
ペ
ル
テ
ィ
カ
の
た
め
に
支
払
う
一
八
ソ
ル

ド
を
遺
贈
す
る
。
さ
ら
に
、
毎
年
グ
ラ
ッ
ツ
ィ
オ
ッ
ロ
・
カ
ニ
ャ
ッ
ツ
ォ
が
ヴ
ァ
ッ
リ
チ
ェ
ッ
ラ
に
あ
る
一
軒
の
家
の
賃
借
料
と
し
て
支

払
う
一
二
帝
国
ソ
ル
ド
を
遺
贈
す
る
。
さ
ら
に
、
ア
ル
ベ
ル
ト
（A

lberto

）
も
し
く
は
ア
ル
ベ
リ
コ
（A

rberico

）・
マ
ス
ケ
ラ
ー
ニ
が

カ
ビ
ア
ネ
ッ
ロ
の
町
に
あ
る
地
所
と
こ
の
地
所
に
あ
る
二
軒
の
家
の
賃
借
料
と
し
て
、
毎
年
支
払
う
五
〇
帝
国
ソ
ル
ド
を
遺
贈
す
る
。

さ
ら
に
、
ジ
リ
オ
ー
ラ
が
カ
ビ
ア
ネ
ッ
ロ
に
あ
る
一
軒
の
家
の
賃
借
料
と
し
て
支
払
う
一
二
帝
国
ソ
ル
ド
を
遺
贈
す
る
。

ま
た
同
様
に
ひ
と
つ
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
デ
ィ
・
コ
ロ
ー
ニ
ャ
が
先
に
述
べ
た
カ
ビ
ア
ネ
ッ
ロ
の
町
の
二
軒
の
家
の
賃
借
料
と
し
て
毎

年
支
払
う
二
四
帝
国
ソ
ル
ド
を
遺
贈
す
る
。

次
に
、
先
の
娘
た
ち
と
そ
の
母
親
が
そ
の
名
目
で
所
有
し
て
い
た
麻
の
織
物
全
体
、
毛
布
、
花
嫁
贈
与
品
を
遺
贈
す
る
。
さ
ら
に
規
定

す
る
に
、
先
の
マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
、
フ
ィ
オ
リ
ー
ナ
、
ペ
リ
ー
ナ
は
、
遺
言
者
の
息
子
で
あ
る
先
の
故
ペ
リ
ー
ノ
の
妻
で
あ
り
、
彼
女
ら
の
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母
親
で
あ
る
ア
ネ
ク
シ
ア
（A

nexia

）
に
対
し
て
、
彼
女
ら
の
嫁
資
で
あ
る
、
先
に
述
べ
た
遺
産
に
つ
い
て
、
ま
た
先
に
述
べ
た
遺
産
の

部
分
に
つ
い
て
恩
義
を
感
じ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
決
定
す
る
に
、
同
じ
遺
言
者
の
遺
産
の
部
分
と
し
て
彼
女
ら
に
遺
贈
さ
れ

た
、
先
に
述
べ
た
財
産
（
こ
れ
は
先
の
遺
言
者
や
次
に
指
名
さ
れ
た
息
子
た
ち
の
ほ
か
の
財
産
の
こ
と
で
は
な
い
）
は
、
彼
女
ら
の
嫁
資

の
担
保
と
し
て
先
の
ア
ネ
ク
シ
ア
に
託
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

一
二

見
出
さ
れ
た
場
合
の
財
産
の
分
割

遺
言
者
が
所
有
す
る
す
べ
て
の
ほ
か
の
財
産
と
権
利
や
、
い
か
な
る
所
で
あ
っ
て
も
見
出
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
動
産
・
不
動
産
の
た

め
に
、
遺
言
者
は
、
包
括
相
続
人
と
し
て
遺
言
者
の
息
子
の
ザ
ニ
ー
ノ
、
レ
オ
ー
ネ
、
ベ
ル
ト
リ
ー
ノ
を
指
名
し
、
争
い
等
が
生
じ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
こ
の
息
子
た
ち
の
間
で
こ
の
遺
産
を
分
割
す
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

一
三

公
証
人
の
署
名

（
書
き
判
）
私
こ
と
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
イ
セ
ン
バ
ル
ド
、
す
な
わ
ち
ロ
ー
デ
ィ
市
の
公
認
公
証
人
は
、
遺
言
書
の
こ
の
書
類
を
ベ
ル
ト

リ
ー
ノ
・
ダ
・
ラ
ン
テ
リ
ー
ノ
の
覚
書
に
も
と
づ
い
て
作
成
し
た
。
そ
し
て
私
は
、
ロ
ー
デ
ィ
の
「
正
義
の
コ
ン
ソ
レ
﹇
行
政
長
官
﹈」
で
あ
る

バ
ッ
シ
ア
ー
ノ
・
サ
ッ
コ
氏
の
権
威
を
通
じ
て
、
こ
の
遺
言
書
を
ロ
ー
デ
ィ
の
ド
ゥ
オ
ー
モ
に
お
い
て
公
式
の
書
面
の
形
で
作
成
し
た
。

本
年
、
我
ら
が
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
年
の
一
三
四
九
年
、
イ
ン
デ
ィ
ク
テ
ィ
オ
の
第
二
年
、
五
月
五
日
、
ジ
ャ
コ
モ
・
ダ
ル
ダ
ノ

ー
ノ
、
ペ
リ
ー
ノ
こ
と
コ
セ
ジ
ー
ノ
・
ダ
・
ミ
ラ
ー
ノ
は
証
人
と
し
て
呼
び
求
め
ら
れ
て
出
席
し
た
。

先
の
コ
ン
ソ
レ
の
文
書
に
、
そ
の
権
威
を
介
し
て
公
証
人
カ
ブ
リ
ー
ノ
・
カ
ツ
ォ
ッ
ラ
と
先
の
コ
ン
ソ
レ
氏
の
書
記
に
よ
っ
て
作
成
さ

イ
タ
リ
ア
の
黒
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係
史
料
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れ
、
カ
ブ
リ
ー
ノ
の
署
名
に
よ
っ
て
先
の
書
類
と
文
書
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
公
の
署
名
を
得
て
い
る
。

こ
れ
は
コ
ミ
ー
ノ
・
ダ
・
ジ
ェ
サ
ッ
テ
の
妻
で
あ
り
、
故
ペ
リ
ー
ノ
・
ヴ
ォ
ル
ト
リ
ー
ノ
の
娘
で
あ
り
、
今
は
亡
き
遺
言
者
ス
テ
ー
フ

ァ
ノ
氏
の
孫
娘
で
あ
る
フ
ィ
オ
リ
ー
ナ
夫
人
の
求
め
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
夫
人
は
、
先
に
述
べ
た
こ
と
が
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
関

心
を
抱
い
て
い
る
。
私
は
以
下
に
署
名
し
た
。

一
三
四
九
年
、
イ
ン
デ
ィ
ク
テ
ィ
オ
の
第
二
年
、
五
月
五
日
。
ロ
ー
デ
ィ
の
正
義
の
コ
ン
ソ
レ
で
あ
る
バ
ッ
シ
ア
ー
ノ
・
サ
ッ
コ
は
、

今
は
亡
き
ロ
ー
デ
ィ
の
市
民
ス
テ
ー
フ
ァ
ノ
・
ヴ
ォ
ル
ト
リ
ー
ノ
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
ロ
ー
デ
ィ
の
公
証
人
で
あ
る
故
ベ
ル
ト
リ
ー
ノ

・
ダ
・
ラ
ン
テ
リ
ー
ノ
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
、
書
き
留
め
ら
れ
た
遺
言
書
を
、
公
式
の
形
式
で
作
成
す
る
権
威
を
、
出
席
し
た
コ
ー
デ
ィ

の
公
証
人
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
イ
セ
ン
バ
ル
ド
に
対
し
て
与
え
た
。

我
ら
が
主
の
一
三
三
五
年
、
イ
ン
デ
ィ
ク
テ
ィ
オ
の
第
三
年
、
一
月
二
六
日
、
木
曜
日
。
こ
の
遺
言
書
は
、
先
の
故
バ
ル
ト
リ
ー
ノ
の

事
務
所
か
ら
一
度
も
出
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
正
式
の
形
式
で
作
成
さ
れ
た
そ
の
遺
言
書
は
、
コ
ミ
ー
ノ
・
ダ
・
ジ
ェ
ッ
サ

テ
の
妻
で
あ
り
、
故
ス
テ
ー
フ
ァ
ノ
・
ヴ
ォ
ル
ト
リ
ー
ノ
の
孫
娘
で
あ
る
フ
ィ
オ
リ
ー
ナ
夫
人
に
与
え
ら
れ
た
。
彼
女
は
出
席
し
、
要
求

を
出
し
た
。
彼
女
は
、
先
の
遺
言
書
を
所
有
す
る
こ
と
に
関
心
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
先
の
フ
ィ
オ
リ
ー
ナ
へ
の
要
求
に
応
じ
て
ジ

ャ
コ
モ
・
ダ
ル
ダ
ノ
ー
ノ
と
ペ
リ
ー
ノ
・
ダ
・
ミ
ラ
ノ
は
、
こ
の
た
め
に
呼
び
求
め
ら
れ
て
出
席
さ
れ
た
。

（
書
き
判
）
私
こ
と
カ
ブ
リ
ー
ノ
・
カ
ッ
ソ
ー
ラ
、
す
な
わ
ち
ロ
ー
デ
ィ
な
ら
び
に
先
の
コ
ン
ソ
レ
氏
の
公
認
公
証
人
は
、
コ
ン
ソ
レ

氏
に
出
さ
れ
た
文
書
の
台
帳
か
ら
こ
の
文
章
を
作
成
し
、
署
名
し
た
。
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注⑴
E

nrico
B

ensa

（ed.

）,“Il
testam

ento
di

M
arco

D
atini”,

A
rchivio

Storico
P

ratese
:

periodico
trim

estrale

（aprile
1925

）,pp.74−
78.

プ
ラ

ー
ト
の
遺
言
書
の
特
徴
で
あ
ろ
う
か
、
他
の
都
市
の
遺
言
書
と
異
な
っ
て
、
遺
言
書
の
冒
頭
で
示
さ
れ
る
遺
言
書
の
作
成
日
は
、
遺
言
書
の
末
尾

に
記
さ
れ
て
い
る
。

⑵

一
五
年
周
期
の
紀
年
法
「
一
五
年
紀
」（indictio

）。
三
一
三
年
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
帝
よ
り
暦
法
と
し
て
採
用
さ
れ
た
も
の
。
デ
ィ
オ
ク
レ
テ

ィ
ア
ヌ
ス
帝
に
始
ま
る
一
五
年
毎
の
課
税
に
由
来
。

⑶

こ
の
遺
言
者（
羊
皮
紙
）の
大
き
さ
は
、
一
六
五
×
二
二
七
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
。A

rchivio
vescovile

di
L

odi,
arm

adio
V

II,
C

artella
III,

D
ocum

ento

nr.154.

⑷

A
.

M
.

Spiazzi

（ed.

）,G
iusto

de’M
enabuoi

nel
battistero

di
P

adova
,

T
rieste,

1989.

⑸

“T
estam

ento
di

Fina
da

C
arrara,

1378,”
A

rchivio
di

Stato,
Padova,

A
rchivio

notarile,
reg.35,

fols.95−
98

v
;

B
.

G
.

K
ohl,

“G
iusto

de’M
enabuoi

e
il

m
ecenatism

o
aristico

in
Padova,”

in
G

iusto
de’

M
enabuoi

nel
battistero

di
P

adova,
A

.
M

.
Spiazzi

（ed.

）T
rieste,

1990,
pp.24−

26.

⑹

こ
の
遺
言
書（
羊
皮
紙
）の
大
き
さ
は
一
七
〇
×
四
六
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
。A

rchivio
V

escovile
di

L
odi,

arm
adio

V
III,

C
artella

IV
,

D
ocum

ento

nr.291.

⑺

本
史
料
集
第
二
二
章
﹇
四
﹈。

⑻
「
同
様
に
遺
言
者
は
以
下
の
よ
う
に
命
じ
遺
贈
す
る
」
と
い
う
内
容
の
文
が
反
復
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
公
証
人
に
よ
っ
て
意
図
的
に
（
リ
ズ
ム
、

格
調
、
そ
れ
と
も
単
に
文
字
を
埋
め
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
）
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
後
で
続
い
て
も
う
二
度
反
復
さ
れ
る
（
ほ
ぼ
同
じ
内

容
が
計
四
回
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
）。

⑼

こ
の
遺
言
書（
羊
皮
紙
）の
大
き
さ
は
、
三
三
〇
×
三
一
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
。A

rchivio
V

escovile
di

L
odi,

arm
aduo

V
III,

C
artella

I,
D

ocum
ento

nr.64.

⑽

こ
の
遺
言
書
（
羊
皮
紙
）
の
大
き
さ
は
一
七
〇
×
四
六
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
。A

rchivio
V

escovile
di

L
odi,

arm
adio

I,
C

artella
I,

D
ocum

ento

nr.17.

⑾

こ
の
遺
言
書
（
羊
皮
紙
）
の
大
き
さ
は
七
五
〇
×
五
六
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
。A

rchivio
V

escovile
di

L
odi,

arm
adio

V
III,

C
artella

I,
D

ocum
ento

イ
タ
リ
ア
の
黒
死
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係
史
料
集
（
一
〇
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nr.24.
⑿

織
物
の
量
を
表
す
単
位
。

⒀
「
八

高
利
と
不
当
利
得
の
返
還
」
の
文
面
か
ら
償
還
額
が
五
〇
帝
国
リ
ラ
と
わ
か
る
。

⒁

こ
の
遺
言
書
（
羊
皮
紙
）
の
大
き
さ
は
七
三
二
×
三
四
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
。S.

E
pstein,

W
ills

and
W

ealth
in

M
edieval

G
enoa,

1150−
1250,

C
am

bridge,
M

assachusetts,
and

L
ondon,

1984,
pp.235−

238.

⒂

A
rchivio

V
escovile

di
L

odi,
arm

adio
V

III,
C

artella
I,

D
ocum

ento
nr.36.

（
完
）

― ３５９ ―

イ
タ
リ
ア
の
黒
死
病
関
係
史
料
集
（
一
〇
）



（４）

イ
タ
リ
ア
の
黒
死
病
関
係
史
料
集
（
一
〇
）

― ３６０ ―



（３）

― ３６１ ―

イ
タ
リ
ア
の
黒
死
病
関
係
史
料
集
（
一
〇
）



（２）

イ
タ
リ
ア
の
黒
死
病
関
係
史
料
集
（
一
〇
）

― ３６２ ―



「1335年、ローディ市民ステーファノ・ヴォルトリーノの遺言書」のテキスト

（１）

― ３６３ ―

イ
タ
リ
ア
の
黒
死
病
関
係
史
料
集
（
一
〇
）




